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日高支庁 

上川支庁 
網走支庁 

根室支庁 

釧路支庁 

十勝支庁 

旭川 

網走 

浦河 

帯広 
釧路 

根室 

稚内港北防波堤ドーム 

旧国鉄士幌線コンクリートアーチ橋梁群 

螺湾（らわん）ブキ 

摩周湖 

ワッカ原生花園 

根釧台地の格子状防風林 
（中標津町など） 

霧多布湿原 

ピアソン記念館 

［道内全域］ 
アイヌ語地名 
アイヌ文様 
北海道のラーメン 

「
北
の
記
憶
」を「
北
海
道
の
未
来
」へ 

 

［北海道遺産とは］ 

　次の世代へ引き継ぎたい有形・無形の

財産の中から、北海道民全体の宝物として

選ばれたのが「北海道遺産」です。第１

回選定分２５件は平成１３年１０月２２日に決定・

公表されました。北海道の豊かな自然、北

海道に生きてきた人々の歴史や文化、生活、

産業など、各分野から道民参加によって選

ばれました。 

 

［北海道遺産構想とは］ 

　掘り起こされた宝物を地域で守り、育て、

活用していく中から新しい魅力を持った北海

道を創造していく道民運動が「北海道遺

産構想」です。多くの北海道遺産には、

北海道遺産に深く関わりながら活動する「担

い手」の市民が存在し、官主導ではない

北海道遺産構想の象徴となっています。 

　北海道遺産は手を触れずに眺めるだけの

ものではなく、地域の中で活用しながら人づ

くりや地域づくり、観光促進をはじめとする

経済の活性化につなげていくことこそが、こ

の構想の最大の狙いでもあります。 

〇地域の宝物を掘り起こし、育成・活用す    

る過程で地域づくりや人づくりを展開する 

〇自分が暮らすまちや地域への愛着と誇り            

を醸成する 

〇観光の促進をはじめ、地域経済の活性   

化へとつなげる 

 

 



渡島支庁 

檜山支庁 

後志支庁 

胆振支庁 
日

石狩支庁 

宗谷支庁 

留萌支庁 

青森県 

空知支庁 

岩見沢 

留萌 

倶知安 

室蘭 

函館 江差 

稚内 

札幌 

増毛の歴史的建物群 
（駅前の歴史的建物群と増毛小学校） 

石狩川 

 留萌のニシン街道 
（佐賀番屋、旧花田家番屋、岡田家） 

路面電車 

函館山と砲台跡 

空知地域に残る炭鉱関連施設群 

北海道大学 札幌農学校第2農場 

小樽みなとと防波堤 

京極のふきだし湧水 

昭和新山国際雪合戦大会 

姥神大神宮渡御祭 

内浦湾沿岸の縄文文化遺跡群 
（南芽部町、伊達市など） 

上ノ国の中世の館（たて） 

福山城（松前城）と寺町 

北海道遺産  （第1回選定分）分布図 

［選定基準は］ 

　選定の基準には学術的な価値や美的な

価値など「客観的な評価基準」だけでは

なく、地域が保全・活用に取り組んでいるも

のや、今後の取り組みに期待できるものなど

の「思い入れ価値」が大きなウェイトを占

めています。この思い入れこそがこれから

の北海道づくりにとって大切なものだと考え

るからです。そして、この二つに「北海道

らしさ」を加味して選定されています。一

般的に遺産という言葉からは、「過去のもの」

というイメージが広がりがちですが、「北海

道遺産」は地域の未来を創造していく資産

なのです。 

 

［今後の選定は］ 

　第２回の選定は現在、平成１６年度を予

定しています。平成１５年度に各地域から

の立候補や推薦の募集を開始し、選定専

門委員による会議・現地調査、道民の意

見募集などを経て、北海道の宝物が増える

ことになります。 

 

〜
北
海
道
遺
産
に
つ
い
て 
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＊
本
稿
は
、
毎
日
新
聞
が
平
成
14
年
８
月
６
日
か
ら
11
月
３
日
ま

で
連
載
し
た
「
北
海
道
遺
産
の
旅
」
（
北
海
道
版
）
を
改
題
し
、

一
部
を
訂
正
し
た
も
の
で
す
。
同
社
の
ご
好
意
に
よ
り
文
章
お

よ
び
地
図
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

＊
本
文
内
の
「
今
年
」
「
来
年
」
な
ど
の
時
間
的
な
表
記
、
お
よ

び
年
齢
は
す
べ
て
掲
載
時
点
の
も
の
で
す
。 

 

＊
使
用
し
た
写
真
は
関
係
各
機
関
か
ら
お
借
り
し
た
も
の
、
北
海

道
遺
産
構
想
推
進
協
議
会
が
撮
り
お
ろ
し
た
も
の
、
著
作
権
を

有
す
る
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 



稚
内
港
北
防
波
堤
ド
ー
ム

私
と
遺
産

魚
雷
か
わ
し
逃
げ
込
ん
だ

稚
泊
航
路
の
花
形
は
「
亜
庭
丸
」（
３
２
９
７
ト
ン
）

と
「
宗
谷
丸
」（
３
５
９
３
ト
ン
）
で
あ
っ
た
。
と
も

に
国
鉄
が
誇
る
最
新
鋭
の
砕
氷
型
連
絡
船
で
、
１
９
４

０
年
当
時
、
北
海
道
と
樺
太
を
往
来
す
る
旅
客
の
56
・

６
％
が
稚
泊
航
路
を
利
用
し
た
。

稚
内
市
富
岡
に
住
む
元
国
鉄
職
員
、
石
井
政
雄
さ
ん

（
83
）
は
、
22
歳
の
時
に
「
宗
谷
丸
」
乗
組
員
に
採
用

さ
れ
た
。
蒸
気
式
エ
ン
ジ
ン
の
操
機
手
だ
っ
た
。

稚
内
と
大
泊
と
の
距
離
は
１
６
７
キ
ロ
、
所
要
時
間

は
約
９
時
間
。
し
か
し
、
冬
場
の
流
氷
の
海
で
は
10
時

間
以
上
か
か
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。
宗
谷
丸
の

船
首
部
分
の
傾
斜
角
度
は
27
度
。
流
氷
帯
に
入
る
と
、

エ
ン
ジ
ン
の
出
力
を
上
げ
て
氷
盤
を
上
か
ら
押
し
つ
ぶ

す
よ
う
に
砕
き
な
が
ら
前
進
す
る
。
流
氷
が
厚
く
前
進

を
阻
ま
れ
る
と
後
退
し
、
十
分
な
間
隔
を
置
い
て
か
ら

惰
力
を
つ
け
て
流
氷
に
体
当
た
り
し
て
進
ん
だ
。

戦
雲
急
を
告
げ
、
連
絡
船
は
敵
潜
水
艦
攻
撃
の
標
的

に
さ
ら
さ
れ
た
。
45
年
７
月
18
日
、「
宗
谷
丸
」
が
大

泊
を
出
港
し
亜
庭
湾
を
岸
沿
い
に
南
下
し
て
い
た
時
、

護
衛
し
て
い
た
海
防
艦
１
隻
に
敵
の
魚
雷
が
命
中
し
沈

没
。
間
髪
い
れ
ず
「
宗
谷
丸
」
も
攻
撃
さ
れ
、
右
へ
左

へ
と
魚
雷
を
か
わ
し
な
が
ら
奇
跡
的
に
難
を
逃
れ
た
。

石
井
さ
ん
は
「
本
船
着
岸
の
時
ほ
ど
北
防
ド
ー
ム
へ
の

愛
着
を
強
く
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
ふ
り
返
っ

最
北
港
の
シ
ン
ボ
ル

67



宗谷湾 

北防波堤ドーム 
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ノシャップ岬 

稚内駅 
稚内市役所 

稚内港 

フェリーターミナル 声問岬 

南稚内駅 

稚内
天塩
線 

抜
海
港
線 

大沼 

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

改
修
で
復
活
、
行
事
に
活
用

半
世
紀
を
経
て
老
朽
化
し
た
ド
ー
ム
は
古
い
設
計
図

を
も
と
に
78
年
か
ら
３
年
か
け
て
大
改
修
が
行
わ
れ
、

よ
み
が
え
っ
た
。
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
の
周
辺
整
備
も
進
み
、
99
年
か
ら
は
耐
震
補
強
工
事

も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ド
ー
ム
は
単
に
過
去
の
遺
物
で

は
な
い
。
新
し
い
命
が
吹
き
込
ま
れ
た
の
だ
。
防
波
堤

と
し
て
の
使
命
は
も
ち
ろ
ん
、
改
修
後
は
全
天
候
型
ド

ー
ム
と
し
て
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。

今
年
も
７
月
27
日
か
ら
８
月
16
日
ま
で
第
12
回
「
い

ー
べ
や
わ
っ
か
な
い
」
物
産
ま
つ
り
（
協
水
青
年
部
主

催
）
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
観
光
客
や
市
民
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
。

国
立
公
園
利
尻
礼
文
両
島
と
稚
内
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
そ
の
一
角
を
占
め
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
役
割
も
。
さ
ら
に
99
年
か
ら
稚
内
・
コ
ル
サ
コ
フ
定

期
航
路
が
54
年
ぶ
り
に
再
開
。便
数
も
年
ご
と
に
増
え
、

今
年
は
５
月
か
ら
10
月
ま
で
に
50
往
復
の
予
定
だ
。
こ

の
「
稚
泊
航
路
」
の
復
活
こ
そ
、
先
人
が
北
防
波
堤
ド

ー
ム
に
込
め
た
「
遺
産
」
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

日
本
最
北
の
港
湾
都
市
・
稚
内
の
港
の
シ
ン
ボ

ル
、
北
防
波
堤
ド
ー
ム
。
古
代
ロ
ー
マ
建
築
に
も

似
た
70
本
の
太
い
支
柱
の
上
に
半
円
形
の
ア
ー
チ

を
描
く
壮
大
な
建
造
物
は
、
高
さ
が
13
・
２
メ
ー

ト
ル
、
支
柱
の
内
側
か
ら
奥
の
壁
ま
で
が
８
メ
ー

ト
ル
、
総
延
長
４
２
７
メ
ー
ト
ル
。

こ
の
ド
ー
ム
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
70
年
建
立
の

「
稚
泊
（
ち
は
く
）
航
路
記
念
碑
」
が
あ
り
、
碑

文
に
は
「
稚
内
と
樺
太
（
現
サ
ハ
リ
ン
）
大
泊

（
現
コ
ル
サ
コ
フ
）
港
と
の
間
に
国
鉄
稚
泊
航
路

が
開
設
さ
れ
た
の
は
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
」
と
あ
る
。

開
設
当
初
、
旅
客
は
は
し
け
で
沖
に
停
泊
す
る
連
絡
船
と

の
間
を
行
き
来
し
て
い
た
。
28
（
昭
和
３
）
年
に
現
Ｊ
Ｒ

稚
内
駅
と
同
じ
場
所
に
「
港
駅
」
が
開
駅
し
、
ほ
ぼ
同
時

に
北
防
波
堤
の
基
礎
が
完
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

こ
の
年
、
稚
内
築
港
事
務
所
に
赴
任
し
て
き
た
の
が
北

大
工
学
部
（
１
期
生
）
を
卒
業
し
て
間
も
な
い
26
歳
の
土

木
技
師
、
土
谷
実
で
あ
っ
た
。
着
任
早
々
、
所
長
か
ら
岸

壁
や
連
絡
船
を
高
波
か
ら
守
る
防
波
壁
の
設
計
を
命
じ
ら

れ
た
土
谷
は
ぼ
う
ぜ
ん
自
失
し
た
。
土
谷
の
卒
論
の
テ
ー

マ
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
の
橋
梁
（
き
ょ
う
り
ょ
う
）

と
設
計
」
で
、
防
波
壁
と
は
似
て
非
な
る
も
の
だ
っ
た
。

ま
し
て
現
場
経
験
は
無
い
に
等
し
か
っ
た
。

土
谷
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。
四
六
時
中
紙
と
鉛
筆
を
手

元
に
置
き
造
形
に
専
念
し
た
。
一
定
の
形
が
出
来
る
と
強

度
計
算
か
ら
模
型
製
作
、
実
験
を
繰
り
返
し
、
直
立
式
防

波
壁
か
ら
よ
う
や
く
ド
ー
ム
型
防
波
堤
に
た
ど
り
着
い

た
。
こ
れ
は
の
ち
に
「
稚
内
港
防
波
庇
（
ひ
）
工
事
」
と

題
し
「
土
木
工
学
」
第
５
巻
第
１
号
（
36
年
７
月
）
に
掲

載
さ
れ
、
学
界
の
注
目
を
集
め
た
。

ド
ー
ム
は
31
年
か
ら
５
年
の
歳
月
を
経
て
完
成
し
た
。

３
０
０
０
ト
ン
級
１
隻
、
２
０
０
０
ト
ン
級
２
隻
の
船
舶

着
岸
を
想
定
し
た
岸
壁
や
、
列
車
が
ド
ー
ム
の
中
を
く
ぐ

り
連
絡
船
に
接
続
す
る
「
桟
橋
駅
」
も
整
備
さ
れ
た
。
こ

の
の
ち
「
稚
泊
航
路
」
が
わ
ず
か
９
年
で
終
え
ん
を
迎
え

る
と
は
誰
が
想
像
し
た
だ
ろ
う
。

た
。「
宗
谷
丸
」
は
45
年
８
月
24
日
早
朝
、
約
４
５
０

０
人
の
樺
太
避
難
民
を
乗
せ
て
稚
内
に
入
港
。
こ
れ
が

稚
泊
航
路
最
後
の
航
海
と
な
っ
た
。

設　計：土屋　実

建　設：1931（昭和6）～36（同11）年
場　所：北埠頭（JR稚内駅から北へ徒歩約5

分。また稚内公園から港とドームを

展望できる）

Data

●お問合せ先

稚内市建設部港湾課 Tel.0162-23-6161
北海道開発局稚内開発建設部

稚内港湾建設事務所 Tel.0162-33-2758

左上に防波堤ド
ームの光が並ぶ。



昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
大
会

私
と
遺
産雪

合
戦
を
五
輪
種
目
に

「
国
際
雪
合
戦
大
会
」
の
魅
力
に
、
競
技
と
し
て
確

立
さ
れ
た
点
を
挙
げ
る
人
は
多
い
。
町
内
約
１
５
０
人

の
審
判
の
頂
点
に
立
つ
「
Ａ
級
審
判
」
の
阿
野
光
弘
さ

ん
（
46
）
は
「
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
認
め
ら
れ
た
い

と
思
っ
て
き
た
成
果
」
と
胸
を
張
る
。

試
合
は
、
ジ
ャ
ッ
ジ
が
大
き
な
要
素
を
占
め
る
。

「
ジ
ャ
ッ
ジ
の
８
割
は
、
雪
玉
に
当
た
っ
た
か
ど
う
か
」

だ
が
、
熱
く
な
っ
た
選
手
が
「
当
た
っ
た
の
に
ア
ウ
ト

に
な
っ
て
い
な
い
」
と
猛
抗
議
す
る
こ
と
も
。
雪
玉
の

尽
き
た
選
手
が
、
つ
い
玉
を
作
る
こ
と
も
あ
り
「
ア
ウ

ト
を
告
げ
る
と
『
エ
ッ
、
作
っ
た
っ
け
？
』
と
我
に
返

る
人
も
多
い
」
と
苦
笑
す
る
。

「
壁
同
士
の
わ
ず
か
な
す
き
間
を
抜
い
て
雪
玉
を
当

て
る
と
か
、
年
々
す
ご
い
プ
レ
ー
が
出
て
く
る
ね
」
と

感
心
す
る
半
面
、
気
軽
に
楽
し
む
に
は
ス
ポ
ー
ツ
化
し

す
ぎ
た
点
も
認
め
る
。「
今
後
は
『
冬
に
壮
瞥
に
来
れ

ば
、
い
つ
で
も
雪
合
戦
が
で
き
る
』
と
い
う
よ
う
な
態

勢
を
作
り
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
す
。

大
会
に
は
選
手
や
審
判
、
会
場
準
備
な
ど
で
全
町
民

の
２
割
近
い
約
６
０
０
人
が
携
わ
る
。
山
中
漠
（
き
よ

し
）
町
長
は
「
雪
合
戦
を
通
じ
て
産
業
や
地
域
の
垣
根

が
取
り
払
わ
れ
、
人
間
関
係
の
新
陳
代
謝
が
進
ん
だ
。

町
民
が
得
た
も
の
は
大
き
い
」
と
語
る
。

し
か
し
、経
済
効
果
が
期
待
ほ
ど
で
な
い
の
も
現
実
。

新スポーツの
「聖地」

8

「
子
供
の
遊
び
」
を
ス
ポ
ー
ツ
に
変
え
た
「
昭
和
新
山

国
際
雪
合
戦
大
会
」
は
誕
生
し
て
わ
ず
か
14
年
だ
が
、
人

口
３
３
０
０
人
弱
の
町
か
ら
生
ま
れ
て
国
内
は
も
と
よ
り

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
ど
海
外
６
カ
国
で
「
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ

Ｓ
Ｅ
Ｎ
」
が
開
か
れ
る
ま
で
に
育
っ
た
。
胆
振
管
内
壮
瞥

町
は
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
の
「
聖
地
」
に
な
っ
た
。

「
冬
場
に
観
光
客
を
呼
べ
る
手
は
な
い
か
」。
87
年
夏
、

商
工
会
や
農
協
の
青
年
部
、
若
手
経
営
者
な
ど
６
、
７
人

の
会
合
が
始
ま
り
だ
っ
た
。「
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」
に

負
け
な
い
イ
ベ
ン
ト
を
求
め
た
若
者
た
ち
が
３
カ
月
の
議

論
の
末
に
行
き
着
い
た
ア
イ
デ
ア
が
「
雪
合
戦
」。
反
対

も
あ
っ
た
が
、
雪
玉
を
ぶ
つ
け
合
う
と
い
う
単
純
さ
が
妙

な
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。

一
方
で
「
決
し
て
ロ
ー
カ
ル
イ
ベ
ン
ト
に
は
終
わ
ら
せ

な
い
」
と
も
決
意
。
そ
の
思
い
が
、
雪
合
戦
を
「
本
格
的

な
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
に
変
え
た
。
厳
格
な
競
技
ル

ー
ル
を
決
め
、
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
。
89
年
２
月
の
第
１
回
大

会
は
、
70
の
募
集
枠
に
約
１
２
０
チ
ー
ム
が
殺
到
す
る

上
々
の
滑
り
出
し
に
な
っ
た
。

9



ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

０
チ
ー
ム
が
昭
和
新
山
の
山
ろ
く
特
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

集
合
し
、
決
勝
の
「
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
」
を
目
指
し
た
。

現
在
は
、
北
海
道
か
ら
大
分
県
ま
で
18
の
雪
合
戦
連

盟
を
構
え
、
海
外
で
も
壮
瞥
町
の
姉
妹
都
市
の
ケ
ミ
ヤ

ル
ビ
市
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）
で
の
「
欧
州
カ
ッ
プ
」
が

８
回
を
数
え
る
。
小
さ
な
町
の
若
者
た
ち
の
ア
イ
デ
ア

は
「
雪
ま
つ
り
に
劣
ら
な
い
」
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長

し
た
。

チ
ー
ム
は
選
手
９
人
（
コ
ー
ト
に
出
ら
れ
る
の
は
７

人
）
と
監
督
１
人
で
編
成
。
７
基
の
雪
の
シ
ェ
ル
タ
ー

（
壁
）
を
設
け
た
コ
ー
ト
で
雪
玉
を
ぶ
つ
け
合
う
。
雪

玉
に
当
た
れ
ば
ア
ウ
ト
で
、
相
手
全
員
を
倒
す
か
敵
陣

の
フ
ラ
ッ
グ
を
奪
え
ば
勝
ち
。
選
手
は
専
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
す
る
が
、
雪
玉
の
威
力
で
顔
面
の
シ
ー
ル
ド

が
破
損
す
る
こ
と
も
あ
る
。

特
筆
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
場
の
雪
で
勝
手
に
作
る
雪

玉
で
な
く
、
統
一
規
格
の
「
雪
球
」
を
使
う
こ
と
。

「
雪
球
製
造
器
」
で
直
径
を
そ
ろ
え
、
数
も
１
チ
ー
ム

90
個
ま
で
だ
。

雪
球
の
使
用
ペ
ー
ス
、
選
手
の
布
陣
や
時
間
配
分
な

ど
の
綿
密
な
組
み
立
て
が
不
可
欠
。
指
示
を
出
す
監
督

の
役
割
も
大
き
く
、
第
１
回
大
会
で
電
気
関
係
の
職
場

チ
ー
ム
が
仕
事
の
専
門
用
語
を
合
図
に
使
い
、
手
の
内

を
読
ま
せ
な
い
作
戦
で
優
勝
し
た
。

当
初
は
、
決
着
が
つ
か
な
い
場
合
、
残
り
球
が
多
い

方
が
勝
ち
で
、
壁
に
隠
れ
て
球
を
節
約
す
る
戦
術
も
横

行
し
た
。
そ
の
ル
ー
ル
の
廃
止
や
壁
の
縮
小
な
ど
で
、

試
合
が
白
熱
し
た
。

実
行
委
員
長
の
堀
口
一
夫
さ
ん
（
54
）
は
「
も
う
少
し

『
遊
び
心
』
の
要
素
を
加
え
た
い
」
と
指
摘
。
着
い
た

ば
か
り
の
観
光
客
で
も
楽
し
め
る
「
本
格
的
な
大
会
と

は
別
の
雪
合
戦
」
を
模
索
す
る
。

今
年
の
第
14
回
大
会
で
初
め
て
、
一
般
・
レ
デ
ィ
ー

ス
双
方
で
道
外
勢
に
優
勝
を
奪
わ
れ
た
が
、
関
係
者
は

「
雪
合
戦
大
会
が
全
国
に
認
知
さ
れ
る
に
は
喜
ば
し
い

こ
と
」
と
受
け
止
め
る
。「
こ
う
な
っ
た
ら
国
体
、
そ

し
て
五
輪
種
目
だ
」。
関
係
者
の
夢
は
膨
ら
む
ば
か
り

だ
。応

募
は
年
を
追
っ
て
増
え
「
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
雪

合
戦
」
は
ま
た
た
く
間
に
多
く
の
人
に
広
ま
っ
た
。
今

年
２
月
の
第
14
回
大
会
は
、
道
内
外
か
ら
１
０
０
０
を

超
え
る
チ
ー
ム
が
応
募
。
25
地
区
の
予
選
を
経
た
１
９

中島 

洞爺湖 

豊浦町 

虻田町 

伊達市 

洞爺湖温泉 

昭和新山 小有珠 

道 央 自 動 車 道 有珠 内浦湾 
（噴火湾） 

壮瞥温泉 

●お問合せ先

昭和新山国際雪合戦実行委員会事務局

（壮瞥町経済課） Tel.0142-66-2244

「昔の雪遊びの楽しさを現代に再生しよう」

と1987年12月に雪合戦をイベントとして開発
することを決定。88年に世界初の雪合戦ルー
ルが完成。実行委員会には多数の町民ボラン

ティアが参加。

参 加 資 格：海外、道外、道内のすべての勤

労者およびその家族（中学生以

上）

募集チーム数：一般の部がおおむね154チーム、
レディースの部がおおむね36チ
ームとする（優先順位あり）

チーム編成：監督1名（選手を兼任可能）、選
手7名、補欠2名の計10名（一般
の部は性別制限なし）

Data
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産
は
、
炭
鉱
関
連
施
設
・
機
械
、
歴
史
的
建
造
物
、
鉄

道
関
連
施
設
、
生
活
・
文
化
財
な
ど
１
９
８
件
。
地
域

は
三
笠
、
夕
張
、
岩
見
沢
、
美
唄
、
赤
平
、
滝
川
、
歌

志
内
な
ど
13
市
町
に
お
よ
ぶ
。

炭
鉱
遺
産
に
は
、
往
時
の
炭
住
街
で
よ
く
食
べ
ら
れ

た
「
な
ん
こ
料
理
」
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。
馬
の
腸
の

煮
込
み
で
「
鉱
山
、
炭
鉱
文
化
と
し
て
大
切
に
す
べ
き

郷
土
料
理
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。

支
庁
は
「
み
か
さ
・
炭
鉱
（
や
ま
）
の
記
憶
再
生
塾
」

「
シ
ュ
ー
パ
ロ
塾
」（
夕
張
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
活
動
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
の
発
足
も
サ
ポ
ー
ト
し

た
。「
三
笠
郷
土
史
を
学
ぶ
会
」
の
会
長
だ
っ
た
解
良

（
け
ら
）
守
さ
ん
（
67
）
は
「
再
生
塾
」
の
リ
ー
ダ
ー

だ
。塾

は
ほ
ぼ
毎
月
「
幌
内
を
歩
こ
う
会
」
を
行
っ
て
い

る
。
草
に
覆
わ
れ
た
坑
口
を
見
、
ズ
リ
山
に
登
っ
て
炭

鉱
遺
産
に
触
れ
る
試
み
だ
。「
地
域
ご
と
の
塾
が
で
き
、

旧
産
炭
地
が
結
び
つ
い
た
」
と
、
高
く
評
価
す
る
。

地
元
の
中
学
生
た
ち
を
連
れ
て
歩
い
た
り
、
学
校
に

出
向
い
て
街
の
歴
史
を
語
る
。「
見
た
こ
と
が
な
い
の

だ
か
ら
『
石
炭
と
は
』
の
話
か
ら
入
る
こ
と
に
な
る
」

「
私
た
ち
の
子
供
の
こ
ろ
は
選
炭
で
ど
の
川
も
真
っ
黒

だ
っ
た
の
に
―
―
」
と
、
苦
笑
す
る
。「
す
ぐ
観
光
資

源
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、芦
別
に
泊
ま
っ
て
三
笠
、

美
唄
な
ど
を
巡
っ
て
も
ら
う
。『
な
ん
こ
』
を
食
べ
な

が
ら
古
老
の
話
を
聞
く
な
ん
て
の
も
い
い
」。
解
良
さ

ん
の
つ
ぶ
や
き
だ
。

◆
住
友
奔
別
炭
鉱

三
笠
市
幾
春
別
の
空
に
浮
か
ぶ
四
つ
の
巨
大
な
滑
車
。

そ
れ
ぞ
れ
に
ワ
イ
ヤ
を
通
し
坑
員
・
職
員
と
石
炭
、
そ
れ

に
資
材
を
並
行
し
て
昇
降
で
き
る
秘
密
だ
。
最
新
鋭
の
設

備
を
誇
っ
た
住
友
奔
別
炭
鉱
立
坑
櫓
（
や
ぐ
ら
）。
51
メ

ー
ト
ル
の
高
さ
は
東
洋
一
だ
っ
た
。

ピ
ー
ク
の
70
年
に
は
１
４
２
万
ト
ン
を
出
炭
し
た
が
、

合
理
化
の
た
め
翌
年
、
閉
山
。
悲
劇
は
さ
ら
に
続
く
。
密

封
作
業
を
終
え
た
ば
か
り
の
立
て
坑
で
、
死
傷
者
が
出
る

ほ
ど
の
ガ
ス
爆
発
が
起
き
た
。
赤
茶
け
た
鉄
骨
は
、
壁
板

を
は
ず
す
な
ど
し
た
事
故
処
理
の
名
残
だ
。

「
夏
草
に
覆
わ
れ
た
壮
大
な
墓
標
の
よ
う
」
と
往
時
の

炭
住
街
を
思
い
出
し
、
顔
を
曇
ら
せ
る
古
老
も
い
る
が
、

今
こ
の
「
炭
鉱
遺
産
」
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。

奔
別
炭
鉱
の
場
合
、
閉
山
後
も
工
場
や
資
材
置
き
場
な

ど
と
し
て
活
用
さ
れ
た
た
め
、
選
炭
工
場
、
原
炭
ポ
ケ
ッ

ト
な
ど
の
石
炭
生
産
シ
ス
テ
ム
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で

残
り
、
産
業
遺
産
と
し
て
の
評
価
が
高
い
。

◆
萱
野
駅

奔
別
の
立
て
坑
か
ら
南
西
に
約
10
キ
ロ
離
れ
た
三
笠
市

萱
野
の
旧
幌
内
線
萱
野
駅
。
今
年
７
月
７
日
、
駅
の
前
庭

に
地
元
町
内
会
や
駅
舎
を
宿
泊
所
と
し
て
利
用
し
た
ラ
イ

ダ
ー
約
１
０
０
人
が
集
合
し
、
焼
き
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
で
駅

の
改
修
１
周
年
を
祝
っ
た
。

石
炭
輸
送
の
た
め
に
三
笠
（
幌
内
）
と
小
樽
（
手
宮
）

を
結
ん
だ
道
内
最
古
の
鉄
道
、
幌
内
線
。
途
中
の
萱
野
駅

は
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
に
建
て
ら
れ
、
石
炭
だ
け
で

な
く
炭
住
街
の
主
婦
ら
が
農
作
業
ア
ル
バ
イ
ト
に
訪
れ
乗

降
す
る
駅
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
。
同
線
は
87
年
に
廃
止
。

駅
舎
は
窓
を
鉄
板
で
ふ
さ
い
で
廃
屋
同
然
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
地
域
の
住
民
が
雪
下
ろ
し
を
す
る
な
ど
、
建

物
を
維
持
。
そ
し
て
昨
年
、
町
内
会
は
「
往
時
の
姿
を
残

す
貴
重
な
駅
舎
を
残
し
た
い
」
と
し
て
、
積
立
金
の
一
部

を
改
修
費
に
充
て
る
こ
と
を
決
め
た
。
地
元
の
建
設
会
社

も
資
材
を
提
供
。
外
壁
を
張
り
替
え
、
屋
根
を
塗
っ
た
。

ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
や
洗
濯
機
な
ど
も
運
び
込
ま
れ
ラ
イ
ダ

ー
ハ
ウ
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

駅
前
に
住
む
会
社
役
員
、
坂
梨
宣
行
さ
ん
（
50
）
が
鍵

を
預
か
る
。
宿
泊
し
た
ラ
イ
ダ
ー
に
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
な
ど

を
ふ
る
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
１
年
間
の
利
用
者
は
70

〜
80
人
に
の
ぼ
っ
た
。
駅
舎
に
置
か
れ
た
１
冊
の
ノ
ー
ト

に
「
あ
つ
い
も
て
な
し
に
感
動
し
ま
し
た
」
と
、
坂
梨
さ

ん
ら
地
域
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
あ
ふ
れ
る
。「
遺
産
」
が

よ
み
が
え
り
、
触
れ
合
い
の
輪
が
広
が
っ
た
。

私
と
遺
産い

つ
か
観
光
資
源
に

炭
鉱
遺
産
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
空

知
支
庁
は
98
年
度
「
そ
ら
ち
・
炭
鉱
（
や
ま
）
の
記
憶
」

事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
集
約
し
た
管
内
の
炭
鉱
遺

●そらち・炭鉱（やま）のまちからの挑戦事業HP
http:／／www.sorachi.pref.hokkaido.jp／yama／theme／
●お問合せ先
空知支庁地域政策課主査（産炭地振興）

Tel.0126-23-2231
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霧
多
布
湿
原

私
と
遺
産

埋
め
立
て
た
湿
原
、
修
復
を

「
元
々
は
湿
原
。使
わ
な
く
な
っ
た
ら
元
に
戻
そ
う
」。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）「
霧
多
布
湿
原
ト

ラ
ス
ト
」
理
事
長
の
三
膳
（
さ
ん
ぜ
ん
）
時
子
さ
ん

（
45
）
は
、
湿
原
復
元
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

湿
原
の
近
く
で
生
ま
れ
育
っ
た
三
膳
さ
ん
に
と
っ

て
、
湿
原
は
以
前
は
「
生
活
の
場
に
接
し
た
季
節
の
花

が
き
れ
い
な
湿
っ
た
草
地
」
で
し
か
な
か
っ
た
。
86
年
、

湿
原
保
全
に
取
り
組
む
任
意
団
体
「
霧
多
布
湿
原
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
」
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
事
務
局
を
手
伝
っ
た
。

事
務
局
に
全
国
か
ら「
湿
原
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
」

や
「
貴
重
な
自
然
を
守
っ
て
」
と
の
手
紙
や
電
話
が
寄

せ
ら
れ
、
三
膳
さ
ん
は
「
周
囲
を
見
渡
し
て
改
め
て
感

動
し
た
」。

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
99
年
12
月
に
解
散
し
、
そ
れ
を
受

け
継
い
で
00
年
１
月
、
ト
ラ
ス
ト
を
設
立
。
三
膳
さ
ん

は
理
事
長
に
就
任
し
た
。「
こ
こ
は
湿
地
で
、
利
用
し

に
く
い
か
ら
自
然
の
ま
ま
残
っ
た
貴
重
な
土
地
。
人
工

で
作
れ
な
い
宝
物
を
子
供
た
ち
に
残
そ
う
」と
考
え
た
。

「
埋
め
立
て
ら
れ
た
湿
原
を
修
復
し
、
植
生
を
復
元

し
よ
う
」。
昨
年
９
月
、
２
０
０
万
円
を
か
け
て
湿
原

内
に
放
置
さ
れ
て
い
た
漁
業
者
の
作
業
小
屋
を
撤
去
。

コ
ン
ブ
の
干
し
場
と
し
て
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
た
砕
石

を
取
り
除
き
、
一
部
に
池
を
作
っ
た
。
民
間
に
よ
る
湿

原
復
元
は
道
内
初
。３
年
か
け
て
復
元
す
る
か
を
調
べ
、

野
鳥
と
草
花
の

楽
園

1213



ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

産
業
と
観
光
に
大
切
な
資
源

「
浜
中
町
の
基
幹
産
業
は
漁
業
と
酪
農
で
、
海
や
草

地
を
育
て
る
湿
原
は
産
業
振
興
に
大
切
な
資
源
。
保
全

と
自
然
環
境
整
備
の
面
か
ら
も
、
調
査
・
研
究
は
重

要
」。
同
町
の
長
谷
川
徳
幸
助
役
は
、
町
発
展
に
湿
原

は
切
り
離
せ
な
い
と
強
調
す
る
。

同
町
は
94
年
度
か
ら「
霧
多
布
湿
原
学
術
研
究
助
成
」

制
度
を
設
け
、
１
２
０
万
円
（
02
年
度
）
の
予
算
を
計

上
。
湿
原
の
動
植
物
、
自
然
現
象
な
ど
の
調
査
、
研
究

に
訪
れ
る
個
人
や
研
究
団
体
に
20
万
〜
30
万
円
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
。

同
町
に
は
、
湿
原
と
並
ぶ
観
光
名
所
の
霧
多
布
岬
と

合
わ
せ
て
年
間
約
40
万
人
の
観
光
客
が
や
っ
て
来
る
。

北
海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ
た
の
を
受
け
、
庁
内
に
観
光

振
興
を
目
的
と
し
た
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
政

策
企
画
会
議
」
を
創
立
し
た
。
湿
原
で
の
自
然
体
験
、

修
学
旅
行
招
致
な
ど
具
体
的
な
売
り
込
み
策
を
検
討

し
、
入
り
込
み
の
大
幅
増
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
内
14
小
学
校
と
５
中
学
校
で
も
、
総
合
学

習
の
な
か
で
、
自
然
環
境
の
学
習
や
体
験
を
進
め
る
。

北
・
西
・
南
の
３
方
を
丘
陵
に
囲
ま
れ
、
東
は
太
平
洋

に
接
す
る
道
東
の
浜
中
町
の
霧
多
布
湿
原
は
面
積
３
１
６

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
釧
路
湿
原
、
道
北
の
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
に

次
い
で
国
内
３
番
目
の
広
さ
。
海
抜
３
メ
ー
ト
ル
以
下
の

低
湿
地
地
帯
で
大
部
分
は
ミ
ズ
ゴ
ケ
の
泥
炭
地
。
そ
の
厚

さ
は
０
・
７
〜
２
・
６
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。

湿
原
の
中
央
部
の
８
０
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
「
海
抜
５
メ

ー
ト
ル
以
下
の
低
地
に
泥
炭
地
が
あ
る
の
は
貴
重
」
と
の

理
由
か
ら
、
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
に
「
霧
多
布
湿
原

泥
炭
形
成
植
物
群
落
」
と
し
て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

た
。湿

原
に
は
国
の
特
別
天
然
記
念
物
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
や
白

鳥
、
ア
オ
サ
ギ
、
コ
ク
ガ
ン
な
ど
四
季
を
通
し
て
約
１
０

０
種
類
の
野
鳥
が
見
ら
れ
る
。
83
年
に
「
特
に
水
鳥
の
生

息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
」
と
し
て
、
２
５
０

４
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
。

湿
原
は
、
約
５
０
０
０
年
前
ま
で
海
底
だ
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
そ
の
海
水
が
次
第
に
引
い
て
陸
地
と
な
り
、
低
い

部
分
に
水
が
た
ま
っ
て
沼
や
川
が
で
き
た
。
沼
地
に
生
え

た
植
物
は
、
枯
れ
て
も
寒
冷
な
気
候
の
た
め
腐
り
き
ら
な

い
ま
ま
積
み
重
な
り
、
泥
炭
層
を
作
っ
て
堆
積
（
た
い
せ

き
）
を
続
け
、
２
０
０
０
〜
３
０
０
０
年
か
け
て
現
在
の

状
態
に
な
っ
た
と
い
う
。

湿
原
の
魅
力
は
鳥
や
シ
カ
、
キ
ツ
ネ
な
ど
の
動
物
の
ほ

か
、
美
し
さ
、
華
や
か
さ
を
競
っ
て
咲
き
乱
れ
る
花
。

「
国
内
最
大
級
の
原
生
花
園
」
と
い
わ
れ
、
１
０
０
種
類

を
超
え
る
草
花
が
見
ら
れ
る
。

４
月
か
ら
６
月
は
、
雪
が
解
け
る
の
を
待
っ
て
咲
く
フ

ク
ジ
ュ
ソ
ウ
や
キ
バ
ナ
ノ
ア
マ
ナ
、
湿
原
を
白
一
色
に
染

め
る
ワ
タ
ス
ゲ
。
霧
に
包
ま
れ
る
日
が
多
い
７
月
初
旬
は

エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
の
黄
色
に
包
ま
れ
る
。
そ
し
て
濃
い
紫
の

ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、
コ
ケ
モ
モ
、
セ
ン
ダ
イ
ハ
ギ
。
青
空

の
広
が
る
秋
は
サ
ラ
シ
ノ
シ
ョ
ウ
マ
、
カ
ラ
フ
ト
ブ
シ
な

ど
。
高
山
植
物
が
大
部
分
を
占
め
、
訪
れ
る
人
の
心
を
つ

か
ん
で
離
さ
な
い
。

根室 

姉別 
中浜町 

JR根室線 浜中 

ムツゴロー動物王国 
榊町展望台 

浜中湾 

霧多布岬 

太平洋 

役場 

ビワセ展望台 
白鳥飛来地 

茶内 

霧多布 
湿原センター 

釧路 

厚岸町 

霧多布湿原 

●お問合せ先

浜中町商工観光課 Tel.0153-62-2111
霧多布湿原トラスト Tel.0153-62-4600
浜中町霧多布湿原センター

Tel.0153-65-2779
［各種エコツアーのお問合せ］

霧多布湿原センター友の会

Tel.0153-65-2779

霧多布湿原は釧路湿原、サロベツ原野に次ぐ

日本第3位の面積を誇り、その中央部803ha

は天然記念物。1993年にはラムサール条約

登録湿地に指定された。

面積：3168ha

花　：ハナショウブ、ワタスゲ、ヒオウギア

ヤメの他、エゾカンソウの群生地とし

て有名

鳥　：約300種の鳥が見られる（湿原・周辺

の森林・海岸地帯）。特にタンチョウ

ヅルの営巣地として名高い。

Data

環
境
教
育
に
生
か
す
計
画
だ
。



増
毛
の
歴
史
的
建
物
群
（
駅
前
の
歴
史
的
建
物
群
と
増
毛
小
学
校
）

私
と
遺
産

コ
ン
ク
リ
に
な
い
ぬ
く
も
り
が

暑
寒
別
岳
を
バ
ッ
ク
に
町
を
悠
然
と
見
下
ろ
す
増
毛

小
。全
面
改
築
案
ま
で
出
て
い
た
建
物
に
、児
童
ら
が
元

気
に
通
っ
て
い
る
。
校
舎
が
生
き
延
び
た
背
景
に
、

「
増
毛
小
学
校
校
舎
を
考
え
る
会
」
の
努
力
が
あ
っ
た
。

町
は
00
年
春
、
防
寒
対
策
の
不
備
や
老
朽
化
を
理
由

に
校
舎
改
築
計
画
を
打
ち
出
し
た
。「
教
育
環
境
を
よ
り

よ
く
し
た
い
の
は
賛
成
だ
が
、
改
修
す
れ
ば
使
え
る
も

の
を
壊
す
の
は
お
か
し
い
」。
渋
谷
正
之
さ
ん
（
40
）
は

同
年
９
月
、町
内
の
有
志
と
共
に
同
会
を
立
ち
上
げ
た
。

渋
谷
さ
ん
ら
は
町
議
や
町
に
要
請
を
続
け
る
一
方
、

町
民
対
象
の
見
学
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
。
昨
年
７

月
、
専
門
家
の
協
力
で
改
修
の
費
用
や
方
法
を
盛
り
込

ん
だ
提
案
書
を
作
成
し
、
町
に
提
出
し
た
。
こ
う
し
た

経
緯
が
評
価
さ
れ
て
北
海
道
遺
産
の
候
補
と
な
り
、
改

築
計
画
は
ほ
ど
な
く
白
紙
に
戻
っ
た
。

親
子
３
代
で
同
小
に
通
っ
て
い
る
渋
谷
さ
ん
。「
木

造
校
舎
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
冷
た
い
壁
で
は
味
わ

え
な
い
ぬ
く
も
り
が
あ
る
。増
毛
の
原
風
景
で
も
あ
り
、

こ
の
ま
ま
学
校
と
し
て
利
用
し
な
が
ら
残
っ
て
く
れ
れ

ば
」
と
願
っ
て
い
る
。

栄
華
の
跡

し
の
ぶ

1415
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く
り
と
遺
産

民
間
所
有
多
く
保
全
に
も
限
界

栄
華
の
跡

し
の
ぶ

レ
ト
ロ
な
街
並
み
を
観
光
資
源
に
活
用
し
よ
う
と
、

国
稀
酒
造



夏
の
穏
や
か
な
浜
風
が
、
潮
の
香
り
と
カ
モ
メ
の
鳴
き

声
を
街
角
ま
で
運
ん
で
く
る
。
石
造
り
や
木
造
の
建
物
の

色
あ
せ
た
地
肌
が
、
日
本
海
の
厳
し
い
風
雪
に
耐
え
た
時

間
の
長
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
こ
は
留
萌
管
内
増
毛
町
。
甘
エ
ビ
や
サ
ケ
、
ニ
シ
ン

の
漁
場
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
漁
業
の
街
だ
。
１
７
５
１

（
宝
暦
元
）
年
に
和
人
が
定
着
し
た
と
さ
れ
る
。
北
海
道

遺
産
に
指
定
さ
れ
た
街
並
み
を
眺
め
な
が
ら
、
街
が
最
も

栄
え
た
明
治
〜
昭
和
初
期
を
想
像
し
た
。

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
の
終
点
、
増
毛
駅
わ
き
の
建
物
に
「
風
待

食
堂
」
の
看
板
が
か
か
る
。
高
倉
健
さ
ん
主
演
「
駅
　
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」（
81
年
）の
舞
台
に
も
な
っ
た
１
９
３
３（
昭

和
８
）
年
建
築
の
老
舗
、
多
田
商
店
だ
。
現
在
は
観
光
案

内
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ（
春
〜
秋
）、
期
間
中
は
「
駅

Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」の
ス
チ
ー
ル
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

駅
前
通
り
の
交
差
点
に
立
つ
「
旧
商
家
丸
一
本
間
家
」

は
１
８
８
１
（
明
治
14
）
年
、
佐
渡
出
身
の
豪
商
、
本
間

泰
蔵
が
建
て
た
石
造
り
の
呉
服
店
舗
。
凝
っ
た
造
り
の
店

舗
や
客
間
、
通
り
庭
は
す
っ
か
り
復
元
さ
れ
て
い
て
、
ニ

シ
ン
漁
や
海
運
、
不
動
産
業
ま
で
手
が
け
た
本
間
家
の
栄

華
が
し
の
ば
れ
る
。

さ
ら
に
西
側
へ
歩
く
と
、
紺
色
の
大
き
な
布
に
大
き
く

白
抜
き
で
「
酒
」
の
一
文
字
が
躍
る
、
す
っ
き
り
し
た
木

造
建
築
。
創
業
１
２
０
年
に
な
る
国
内
最
北
の
造
り
酒
屋

「
国
稀
酒
造
」
だ
。
こ
こ
で
は
、
暑
寒
別
岳
（
１
４
９
１

メ
ー
ト
ル
）
の
水
が
生
ん
だ
銘
酒
の
利
き
酒
や
酒
造
り
道

具
の
見
学
を
楽
し
め
る
。

街
を
一
望
す
る
小
高
い
丘
に
登
る
と
、
町
立
増
毛
小
学

校
の
校
舎
が
ど
っ
し
り
と
構
え
て
い
る
。
１
９
３
６
（
昭

和
11
）
年
の
建
築
当
初
の
姿
の
ま
ま
、
今
も
児
童
約
２
０

０
人
が
通
っ
て
い
る
。
木
造
２
階
建
て
約
３
５
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
と
、
道
内
に
残
る
木
造
の
小
・
中
学
校
校
舎
で

は
最
も
広
い
。

こ
の
ほ
か
、
い
ま
も
営
業
し
て
い
る
旅
館
「
増
毛
館
」

や
食
堂
「
志
満
川
」、
華
や
い
だ
造
り
の
増
毛
厳
島
神
社
な

ど
、レ
ト
ロ
な
趣
が
街
の
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。

231
駐在所 

役場 

国稀酒造 
志満川 

旧商家 
丸一本間家 

増毛館 
多田商店 

厳島神社 

JR増毛駅 

増毛小 増
毛
港 

留萌 

札幌 

Ｊ
Ｒ
留
萌
本

線

Data 町
は
旧
商
家
の
丸
一
本
間
家
を
４
億
円
か
け
て
購
入
・

復
元
し
、
00
年
か
ら
一
般
公
開
し
て
い
る
。し
か
し
、建

物
群
全
体
を
保
全
す
る
資
金
は
町
に
な
い
。
当
面
、
観

光
客
が
訪
れ
や
す
い
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
考
え
だ
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
建
物
群
が
集
ま
る
道
道
わ
き
の
歩

道
約
４
５
０
メ
ー
ト
ル
を
整
備
す
る
。
段
差
を
な
く
し

て
拡
幅
し
、
街
路
灯
を
設
置
し
て
「
ふ
る
さ
と
歴
史
通

り
」
と
名
づ
け
る
。
04
年
度
に
も
完
成
す
る
見
通
し
だ
。

ま
た
、
同
町
の
２
大
イ
ベ
ン
ト
、
５
月
の
え
び
ま
つ
り

と
10
月
の
秋
あ
じ
ま
つ
り
で
、
ポ
ス
タ
ー
に
「
北
海
道

遺
産
」
の
ロ
ゴ
を
印
刷
し
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
っ
た
。
会
場
か
ら
建
物
群
へ
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運

行
し
て
い
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
動
き
と
は
裏
腹
に
数
年
前
、
昭
和

初
期
の
商
業
建
築
が
取
り
壊
さ
れ
更
地
と
な
っ
た
。
建

物
群
の
多
く
は
民
間
が
所
有
す
る
た
め
、
保
全
運
動
に

限
界
が
あ
る
の
も
現
実
だ
。

●お問合せ先

増毛町企画財政課企画係

Tel.0164-53-1111

旧商家丸一本間家

増毛小学校の外観と体育館内部。
体育館の屋根と天井は三角形を基本と
した木造トラスで組まれている



函
館
山
と
砲
台
跡

「
戦
争
」が

残
し
た
自
然

16

函
館
市
の
シ
ン
ボ
ル
・
函
館
山
（
３
３
４
メ
ー
ト
ル
）。

毎
年
、
多
く
の
観
光
客
が
夜
景
を
見
る
た
め
に
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
や
観
光
道
路
で
山
頂
の
展
望
台
を
訪
れ
る
。し
か
し
、

こ
の
山
の
価
値
は
華
や
か
な
夜
景
だ
け
で
な
い
。
観
光
客

に
気
づ
か
れ
ず
に
木
々
の
中
に
朽
ち
て
い
る
無
骨
な
軍
事

要
塞
（
よ
う
さ
い
）
が
あ
る
か
ら
こ
そ
「
函
館
山
と
砲
台

跡
」
と
し
て
北
海
道
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
。
山
頂
部
か
ら

海
沿
い
ま
で
、
約
50
カ
所
の
や
ぶ
の
中
に
司
令
所
や
砲
台

な
ど
の
跡
が
眠
っ
て
い
る
。

「
函
館
要
塞
」
は
、
１
８
９
８
（
明
治
31
）
年
か
ら
４

年
の
歳
月
を
費
や
し
て
築
造
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
と
の
衝
突

が
予
測
さ
れ
る
中
で
、
国
内
最
大
の
造
船
所
の
あ
る
函
館

港
と
、
太
平
洋
へ
の
重
要
航
路
だ
っ
た
津
軽
海
峡
を
守
る

絶
好
の
位
置
に
こ
の
山
は
あ
っ
た
。

要
塞
に
、
日
露
戦
争
（
１
９
０
４
〜
０
５
年
）
で
日
本

17

日
露
戦
争
当
時
は
８
０
０
人
の
兵
士
が
い
た
と
い
う
こ

の
要
塞
も
、
設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
訓
練
要
塞
へ
の
転
用

を
経
て
、
一
度
も
実
戦
を
経
験
す
る
こ
と
な
く
45
年
、
太

平
洋
戦
争
の
終
戦
を
迎
え
た
。
砲
台
の
台
座
な
ど
の
金
属

部
品
は
す
べ
て
撤
去
さ
れ
、
今
に
残
る
の
は
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
や
れ
ん
が
の
壁
や
床
だ
け
だ
。

戦
争
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
漂
わ
せ
る
要
塞
だ
が
、
思
わ

ぬ
副
産
物
を
も
た
ら
し
た
。
軍
事
機
密
を
守
る
た
め
に
１

８
９
９
年
施
行
さ
れ
た
要
塞
地
帯
法
で
、
函
館
山
の
立
ち

入
り
と
写
真
撮
影
が
戦
後
の
46
年
ま
で
禁
止
さ
れ
た
。
お

か
げ
で
30
万
都
市
の
た
だ
中
に
あ
る
山
に
、
ほ
ぼ
手
付
か

ず
の
自
然
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
植
物
は
約
６
０

０
種
、
野
鳥
は
約
１
５
０
種
の
多
彩
さ
を
誇
る
こ
の
山
は

62
年
、
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
に
指
定
さ
れ
た
。

「
戦
争
」が

残
し
た
自
然

函館港 

路面電車 

函館山ロープウェイ 函館山ロープウェイ 

青柳町 

谷地頭町 

立待保塁 

立待岬 
戦闘司令所 

千畳敷砲台1
千畳敷砲台2

御殿山第一砲台 

御殿山第二砲台 

薬師山砲台 

函館どつく 
旧函館区公会堂 
ハリストス正教会 
函館公園 
外人墓地 
函館山展望台 
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2

2

3

3

4

4
55

6

6

標高約334mの函館山は海中から噴出した

火山で、牛が寝ているような姿から臥牛山と

も呼ばれる。1899年から1945年まで要塞

として使われ、一般市民の立入りは規制され

ていたが、1946年に一般に開放された。現

在の山頂展望台は1988年に完成し、1962

年には鳥獣保護区特別保護地区に指定されて

いる。

Data

陸
軍
が
激
戦
地
の
旅
順
要
塞
の

２
０
３
高
地
で
使
用
し
た
強
力

な
28
イ
ン
チ
榴
（
り
ゅ
う
）
弾

砲
（
だ
ん
ほ
う
）
を
16
門
配
備

し
た
。「
軍
艦
は
要
塞
に
勝
て

な
い
」
の
が
、
当
時
の
軍
事
上

の
常
識
。
函
館
要
塞
の
近
く
に

は
日
露
戦
争
の
際
、
ロ
シ
ア
海

軍
は
寄
り
付
か
な
か
っ
た
と
い

う
。

●お問合せ先

函館市土木部緑化推進課

Tel.0138-21-3430



私
と
遺
産街

全
体
を
世
界
遺
産
に

船
大
工
の
技
術
や
造
船
道
具
、
戸
井
町
の
ア
ー
チ
橋

な
ど
を
研
究
し
て
き
た
「
函
館
産
業
遺
産
研
究
会
」
の

会
長
、
富
岡
由
夫
さ
ん
（
77
）。
99
年
か
ら
函
館
要
塞

を
調
査
し
て
い
る
。「
勤
務
し
て
い
た
人
た
ち
が
高
齢

な
の
で
、
早
く
聞
き
取
り
調
査
を
し
な
く
て
は
」
と
今

ま
で
に
約
60
人
の
話
を
集
め
た
。

実
地
調
査
の
方
は
、遺
跡
の
所
在
が
よ
く
分
か
ら
ず
、

な
か
な
か
軌
道
に
乗
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
00
年
に
防

衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
部
の
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
状
況
が
一
変
。
同
研
究
所
の
資
料
な
ど
使
っ
て
捜

索
、
測
量
す
る
こ
と
で
大
き
く
進
展
し
た
。

と
は
い
え
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
木
々
の
枝
葉
や

草
が
生
い
茂
っ
て
接
近
で
き
な
い
。
調
査
は
秋
や
初
春

に
限
ら
れ
、
山
の
上
で
の
調
査
は
体
へ
の
負
担
も
大
き

い
。生

い
茂
っ
た
木
の
根
に
む
し
ば
ま
れ
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の

状
態
と
い
う
要
塞
だ
が
、
富
岡
さ
ん
の
夢
は
大
き
い
。

「
幕
末
の
開
港
５
港
で
、
街
並
み
が
生
き
残
っ
て
い
る

の
は
函
館
だ
け
」。
要
塞
と
函
館
山
を
含
め
た
街
全
体

を
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
す
る
の
が
目
標
だ
。

「
そ
の
た
め
に
も
、
自
然
保
護
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り

な
が
ら
、
要
塞
を
し
っ
か
り
整
備
し
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

「
近
く
て
遠
い
」を
身
近
に

年
間
５
３
０
万
人
が
訪
れ
る
観
光
都
市
・
函
館
に
と

っ
て
、
函
館
山
は
貴
重
だ
。
市
民
の
関
心
も
高
い
。
70

年
に
周
遊
道
路
の
建
設
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
際
に
は

市
民
に
よ
る
反
対
運
動
が
起
き
、
同
市
は
75
年
に
計
画

を
撤
回
す
る
一
方
で
逆
に
「
函
館
山
緑
地
整
備
計
画
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
計
画
は
10
年
、
５
年
ご
と
に
更

新
し
て
い
る
。

整
備
計
画
で
、
函
館
山
を
（
１
）
人
間
の
手
を
加
え

ず
、
盗
掘
防
止
を
図
る
自
然
保
全
区
域
（
２
）
ハ
イ
キ

ン
グ
や
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
舞
台
と
な
り
、
子
供

た
ち
や
町
内
会
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
散
策
路
等
を
整

備
し
て
き
た
市
民
的
利
用
区
域
（
３
）
展
望
台
付
近
の

渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
、
客
を
降
ろ
し
た
観
光
バ
ス
を

ふ
も
と
で
待
機
さ
せ
る
な
ど
の
改
善
を
し
た
観
光
施
設

区
域
、
に
３
区
分
し
整
備
し
て
き
た
。

今
年
度
か
ら
５
年
間
の
新
整
備
計
画
で
同
市
は
、
函

館
要
塞
の
う
ち
５
カ
所
を
、
見
学
な
ど
市
民
の
利
用
が

可
能
な
よ
う
に
整
備
す
る
。
ま
た
、
同
市
は
８
月
25
日

に
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
初
め
て
の
要
塞
跡
見
学
会

を
開
き
、
近
く
て
遠
い
存
在
だ
っ
た
函
館
要
塞
を
身
近

な
施
設
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

かつての御殿山第二
砲台の28㎝榴弾砲
（大正11年）

別名「臥牛山」は函館のシンボル

御殿山第二砲台

薬師山砲台
戦闘司令所（千畳敷）



京
極
の
ふ
き
だ
し
湧
水

私
と
遺
産感

謝
を
込
め
て
守
る
宝

松
田
玄
龍
和
尚
の
弟
子
で
龍
門
寺
の
３
代
目
住
職
だ

っ
た
中
川
玄
中
さ
ん
（
79
）
は
「
和
尚
が
湧
水
を
町
に

寄
付
し
た
の
は
、
個
人
で
所
有
す
る
と
欲
が
出
て
さ
ま

ざ
ま
な
災
い
が
起
こ
る
と
考
え
た
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思

う
」
と
、
玄
龍
和
尚
の
無
欲
を
た
た
え
る
。

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
に
倶
知
安
町
か
ら
移
住
し

て
き
た
中
川
さ
ん
は
、
ふ
き
だ
し
湧
水
を
ず
っ
と
見
守

っ
て
き
た
。「
水
質
や
水
量
は
昔
と
変
わ
ら
な
い
。
町

と
町
民
が
大
切
に
守
っ
て
き
た
証
拠
で
す
」
と
目
を
細

め
る
。

毎
年
８
月
、「
ふ
き
だ
し
公
園
」
で
仏
尊
像
例
祭
を

行
い
、
町
民
と
と
も
に
湧
水
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
新

た
に
し
て
い
る
。「
湧
水
は
、
自
然
が
与
え
て
く
れ
た

貴
重
な
宝
で
財
産
。
こ
れ
か
ら
も
美
し
く
お
い
し
い
水

が
汚
さ
れ
な
い
よ
う
、弟
子
と
と
も
に
お
守
り
し
た
い
」

豊
か
な

大
地
の
恵
み
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「
蝦
夷
富
士
」
の
愛
称
を
持
つ
羊
蹄
山
（
１
８
９
８
メ

ー
ト
ル
）
は
円
す
い
形
の
成
層
火
山
だ
。
火
山
灰
や
溶
岩

が
積
み
重
な
っ
て
形
成
し
た
成
層
火
山
の
す
そ
野
に
は
し

ば
し
ば
湧
水
（
ゆ
う
す
い
）
が
見
ら
れ
る
が
、
羊
蹄
山
も

そ
の
例
外
で
な
い
。
毎
秒
20
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
豊
か
な
水

量
を
誇
る
湧
水
は
、
京
極
町
、
ニ
セ
コ
町
、
倶
知
安
町
、

真
狩
村
な
ど
に
全
部
で
17
カ
所
。
湧
水
量
は
１
日
合
計
30

万
ト
ン
に
も
な
る
。

羊
蹄
山
は
透
水
性
が
高
く
、
降
水
や
雪
解
け
水
の
大
部

分
は
地
下
に
浸
透
し
地
下
水
脈
を
作
っ
て
い
る
。
地
下
水

脈
を
流
れ
る
水
は
、
50
〜
70
年
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
ろ
過

さ
れ
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
ほ
ど
良
く
含
ん
だ
硬
水
と
な
っ
て

流
れ
出
て
い
る
。

中
で
も
京
極
町
の
「
ふ
き
だ
し
湧
水
」
は
、
国
内
最
大

級
の
湧
水
と
し
て
知
ら
れ
る
。
水
の
特
徴
は
、
年
間
を
通

し
て
変
わ
ら
な
い
水
温
（
６
・
５
度
）
と
純
度
の
高
さ
だ
。

塩
素
イ
オ
ン
や
有
機
物
な
ど
の
不
純
物
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
味
は
ま
ろ
や
か
で
の
ど
ご
し
が
と
て
も
よ
い
。
１
日

の
湧
水
量
は
約
８
万
ト
ン
で
、
30
万
人
分
の
生
活
用
水
に

匹
敵
。
町
は
こ
の
水
を
約
３
５
０
０
人
の
町
民
の
飲
料
水

と
し
て
利
用
し
て
い
る
ほ
か
、
下
水
道
や
工
業
用
水
に
も

使
っ
て
い
る
。
同
町
企
画
振
興
課
長
の
後
藤
田
紘
さ
ん

（
57
）
は
「
お
い
し
い
水
は
買
わ
な
け
れ
ば
飲
め
な
い
と

い
う
時
代
に
、
ぜ
い
た
く
な
使
い
方
を
す
る
の
か
と
思
う

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

次
世
代
に
つ
な
ぐ
財
産

飲
料
水
、
下
水
道
、
工
業
用
水
な
ど
と
し
て
使
用
し

て
い
る
湧
水
を
京
極
町
は
「
町
の
貴
重
な
財
産
」
と
位

置
付
け
、
良
質
な
水
資
源
を
保
全
す
る
環
境
整
備
を
進

19

豊
か
な

大
地
の
恵
み



で
し
ょ
う
ね
」
と
苦
笑
す
る
。

「
ふ
き
だ
し
湧
水
」
に
関
す
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い

が
、
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
ご
ろ
岩
内
町
の
豪
商
、
梅

沢
富
士
郎
が
湧
水
一
帯
の
土
地
を
龍
門
寺
に
寄
付
。
同
寺

の
松
田
玄
龍
和
尚
が
東
倶
知
安
村
（
現
・
京
極
町
）
に
寄

贈
す
る
と
と
も
に
、
観
音
像
を
建
立
し
霊
場
と
し
た
。
以

来
、
住
民
は
湧
水
を
「
観
音
様
の
霊
水
」
と
し
て
あ
が
め

て
き
た
と
い
う
。

利
用
は
一
部
の
住
民
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
85
（
昭

和
60
）
年
に
環
境
庁
の
「
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ
、
名
が

広
ま
っ
た
。
お
い
し
い
水
を
求
め
、
湧
水
の
あ
る
「
ふ
き

だ
し
公
園
」
を
訪
れ
る
観
光
客
が
急
増
し
、
98
年
度
に
１

０
０
万
人
を
突
破
。
昨
年
度
も
１
０
３
万
人
が
訪
れ
た
。

後
藤
田
さ
ん
は
「
こ
こ
ま
で
有
名
に
な
る
と
は
思
わ
な
か

っ
た
。
自
然
が
与
え
て
く
れ
た
宝
物
で
す
」
と
笑
顔
で
話

す
。暑

さ
が
本
格
化
す
る
と
、
湧
水
を
く
み
に
札
幌
や
本
州

か
ら
訪
れ
る
人
々
の
列
が
長
さ
を
増
す
。
多
い
日
は
１
日

に
６
０
０
０
人
も
詰
め
か
け
、
昨
年
は
８
月

だ
け
で
12
万
５
６
６
６
人
。
豊
か
な
自
然
が

じ
っ
く
り
と
生
ん
だ
お
い
し
い
水
が
、
今
日

も
多
く
の
の
ど
を
潤
し
て
い
る
。

め
て
き
た
。

83
年
か
ら
公
園
整
備
に
着
手
し
、
約
７
億
円
を
か
け

て
93
年
に
「
ふ
き
だ
し
公
園
」
を
造
成
。
水
く
み
場
や

散
策
路
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ
ー
ス
な
ど
を
設
け
、
湧
水

の
素
晴
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
名
水
プ
ラ
ザ
を
建
設
し

た
。
町
は
、
ふ
き
だ
し
湧
水
に
ち
な
ん
だ
観
光
祭
り
を

毎
年
春
と
夏
に
開
催
。
特
に
７
月
下
旬
の
「
し
ゃ
っ
こ

い
ま
つ
り
」
に
は
２
万
人
以
上
が
詰
め
か
け
、
町
は
活

気
に
包
ま
れ
る
。

ふ
き
だ
し
湧
水
の
水
は
民
間
企
業
の
手
で
日
本
酒
や

豆
腐
、
氷
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
な
ど
特
産
品
に
姿

を
変
え
た
。
同
町
の
後
藤
田
企
画
振
興
課
長
は
「
町
づ

く
り
の
た
め
に
も
っ
と
湧
水
を
活
用
し
Ｐ
Ｒ
す
れ
ば
い

い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
で
も
私
た
ち
の
務
め
は
、
与

え
ら
れ
た
宝
を
き
ち
ん
と
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

だ
」
と
語
る
。

5

230

230

京極町役場 

喜茂別町役場 

洞爺湖畔 

真狩村役場 

ニセコ町 

倶知安町 

支笏湖畔 

羊蹄山 

ふきだし公園 

●お問合せ先

京極町企画振興課 Tel.0136-42-2111

蝦夷富士と呼ばれる羊蹄山に降った雨や雪が

濾過され、地中のミネラルを加えながら50～
70年という長い時間をかけて、きれいでおい
しい水になる。水量：1日約8万トン（約30万人
の生活用水を確保）水温：年間を通じて6.5℃
前後

Data



内
浦
湾
沿
岸
の
縄
文
文
化
遺
跡
群
（
南
茅
部
町
、
伊
達
市
な
ど
）

私
と
遺
産

だ
れ
も
が
学
べ
る
古
代
ロ
マ
ン

伊
達
市
中
心
部
か
ら
国
道
37
号
を
室
蘭
方
向
に
車
で

約
15
分
。
牧
場
や
農
場
が
広
が
る
農
業
地
帯
の
真
ん
中

に
、「
史
跡
北
黄
金
貝
塚
公
園
」
が
あ
る
。「
私
が
遺
跡

を
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
原
点
で
す
」。
伊
達
市
教

委
文
化
財
課
長
で
、
札
幌
医
大
非
常
勤
講
師
も
務
め
る

大
島
直
行
さ
ん
（
52
）
が
思
い
入
れ
を
語
る
。

北
黄
金
貝
塚
は
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
、
伊
達
高

校
教
諭
で
、
大
島
さ
ん
が
「
師
匠
」
と
呼
ぶ
峰
山
巌
さ

ん
が
発
見
し
た
。

大
島
さ
ん
は
釧
路
管
内
標
茶
町
で
生
ま
れ
、
東
洋
大

で
考
古
学
を
勉
強
。
北
海
道
に
戻
っ
て
最
初
に
北
黄
金

貝
塚
を
研
究
対
象
に
選
び
、
峰
山
さ
ん
を
知
っ
た
。
当

時
勤
め
て
い
た
千
歳
市
教
委
を
辞
め
て
札
幌
医
大
の
助

手
と
な
り
、
解
剖
学
を
研
究
。
北
黄
金
貝
塚
か
ら
出
土

し
た
縄
文
人
の
ほ
ぼ
完
全
な
骨
格
を
見
て
「
こ
の
人
は

ど
う
い
う
人
な
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
思
い
が
募
り
、
遺

跡
研
究
を
極
め
て
み
た
く
な
っ
た
と
い
う
。

峰
山
さ
ん
は
大
島
さ
ん
に
「
遺
跡
は
学
者
の
た
め
で

な
く
、
地
域
の
た
め
の
も
の
な
ん
だ
」
と
言
い
聞
か
せ

た
。
峰
山
さ
ん
の
願
い
は
、
北
黄
金
貝
塚
を
誰
も
が
学

べ
る
学
習
の
場
に
す
る
こ
と
。
峰
山
さ
ん
が
92
年
に
死

去
し
た
あ
と
、
大
島
さ
ん
は
師
の
構
想
を
実
現
す
る
た

め
に
95
年
、
札
幌
医
大
を
辞
め
て
伊
達
市
教
委
に
職
を

求
め
た
。

大
島
さ
ん
の
奔
走
が
実
っ
て
昨
年
６
月
、「
史
跡
北

黄
金
貝
塚
公
園
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
縄
文
人
の
火
お

こ
し
や
疑
似
発
掘
体
験
な
ど
、
体
験
学
習
メ
ニ
ュ
ー
の

貝
塚
な
ど
だ
。
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
海
産
物
と
い
う
大

自
然
の
恵
み
が
人
々
を
優
し
く
包
み
、
育
て
て
き
た
。

×
　
　
×
　
　
×

噴
火
湾
沿
岸
は
、
道
内
で
最
も
多
く
の
貝
塚
が
発
見
さ

れ
て
い
る
地
域
。
特
に
、
伊
達
市
を
中
心
と
す
る
東
部
沿

室
蘭
市
か
ら
渡
島
管
内
椴
法
華
村
ま
で
、
内
浦
湾
（
噴

火
湾
）
を
囲
む
２
市
８
町
１
村
で
、
縄
文
時
代
か
ら
近
世

ま
で
の
暮
ら
し
を
語
る
貝
塚
や
土
器
、
骨
角
器
な
ど
の
出

土
す
る
遺
跡
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
い
る
。
南
茅
部
町

の
大
船
遺
跡
、
伊
達
市
の
北
黄
金
貝
塚
、
虻
田
町
の
入
江

人
を
包
み

育
て
た
大
自
然

2021

国の重要文化財
中空土偶（南茅部町）

大
船
遺
跡
（
南
茅
部
町
）



ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

見
て
、
知
っ
て
、
体
験
し
て

―
―
Ｐ
Ｒ
も
活
発
に

発
掘
調
査
が
活
発
な
伊
達
市
と
南
茅
部
町
で
、
縄
文

人
の
遺
跡
を
「
地
域
の
遺
産
」
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に

活
用
し
よ
う
と
、
住
民
ら
が
保
存
や
研
究
・
普
及
啓
発

に
努
め
て
い
る
。

◆
南
茅
部

南
茅
部
町
は
多
数
の
遺
跡
群
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

そ
う
と
「
縄
文
遺
跡
の
里
」
を
Ｐ
Ｒ
。
発
掘
に
携
わ
る

主
婦
や
商
店
主
、
会
社
員
ら
が
「
北
の
縄
文
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」

を
結
成
し
、
発
掘
作
業
や
研
究
、
遺
跡
周
辺
の
清
掃
な

ど
に
取
り
組
む
。
毎
年
夏
に
「
縄
文
土
器
の
製
作
体
験
」

を
企
画
。
大
勢
の
縄
文
フ
ァ
ン
が
粘
土
を
こ
ね
、
野
焼

き
し
て
楽
し
む
。

◆
伊
達

伊
達
市
の
「
北
黄
金
貝
塚
公
園
」
は
竪
穴
式
住
居
や

貝
塚
を
再
現
し
、
縄
文
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
紹
介
。
発

掘
作
業
を
疑
似
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。

市
民
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
遺
跡
保
存
や
啓
発
活

動
に
参
加
。
同
公
園
で
縄
文
期
に
生
え
て
い
た
ク
リ
、

ト
チ
、
ナ
ラ
な
ど
を
植
樹
す
る
「
縄
文
ス
ク
ス
ク
森
づ

く
り
の
会
」、
公
園
の
展
示
物
を
見
学
者
に
解
説
す
る

「
オ
コ
ン
シ
ベ
の
会
」
が
あ
る
。
市
教
委
の
大
島
文
化

財
課
長
は
「
遺
跡
を
自
分
た
ち
で
守
っ
て
い
く
意
識
が

生
ま
れ
、
大
変
う
れ
し
い
」
と
話
す
。

岸
は
40
カ
所
も
の
貝
塚
が
分
布
し
、
ほ
と
ん
ど
が
有
珠
地

区
と
黄
金
地
区
に
集
中
し
て
い
る
。

北
黄
金
貝
塚
は
縄
文
早
期
（
７
０
０
０
年
前
）
か
ら
中

期
（
６
０
０
０
〜
４
０
０
０
年
前
）
の
遺
跡
で
、
住
居
や

墓
の
ほ
か
に
、
全
国
的
に
も
ほ
と
ん
ど
例
の
な
い
「
水
場

の
祭
祀
（
さ
い
し
）
場
」
が
発
見
さ
れ
た
。
石
作
り
の
道

具
な
ど
を
供
養
す
る
神
聖
な
場
所
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

オ
ッ
ト
セ
イ
や
ク
ジ
ラ
の
骨
で
作
っ
た
道
具
類
、
ハ
マ

グ
リ
、
カ
キ
な
ど
の
貝
殻
も
多
い
。

×
　
　
×
　
　
×

道
南
で
は
、
南
茅
部
町
で
発
掘
調
査
が
盛
ん
だ
。
集
落

規
模
と
し
て
は
国
内
最
大
級
の
大
船
Ｃ
遺
跡
な
ど
88
カ
所

の
遺
跡
が
あ
り
、
出
土
品
は
精
巧
な
漆
塗
り
製
品
な
ど
３

５
０
万
点
を
超
え
る
。

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
中
空
土
偶
」
や
、

縄
文
時
代
の
農
耕
を
知
る
手
が
か
り
に
な
っ
た
粟
（
あ

わ
）
・
ヒ
エ
の
種
子
な
ど
、
全
国
的
な
注
目
を
集
め
る
出

土
品
が
多
い
。

集
落
規
模
の
大
き
さ
は
、
食
糧
を
得
る
の
が
容
易
で
移

動
の
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
と
想
像
で
き
る
。

●お問合せ先

南茅部町教育委員会埋蔵文化財調査室

Tel.01372-2-3789
伊達市教育委員会文化財課 Tel.0142-21-5213

※南茅部町では平成14年12月28日、埋蔵

文化財調査団事務所で火災が発生、全焼し

ました。この火災により、約9000年前の

漆副葬品などの文化財が被災しました。現

在、改修・修復作業に取り組んでいます。

Data

充
実
し
た
博
物
館
だ
。
大
島
さ
ん
は
同
公
園
で
毎
月

「
縄
文
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
講
師
を
務
め
て
い
る
。

北黄金貝塚（伊達市）※第1回北海道遺産写真コンクールグランプリ作



路
面
電
車

私
と
遺
産

先
進
的
な
歴
史
生
か
し
て

札
幌
市
中
央
区
の
富
樫
俊
介
さ
ん
（
61
）
は
、
札
幌

で
生
ま
れ
市
電
を
見
な
が
ら
育
っ
た
。「
中
央
区
南
３

西
５
の
、
市
電
の
線
路
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

所
に
自
宅
が
あ
り
、
市
電
に
は
乗
る
と
い
う
よ
り
見
て

い
た
」

中
学
生
の
こ
ろ
、
遅
刻
し
そ
う
に
な
る
と
市
電
に
乗

っ
て
登
校
し
た
。
頻
繁
に
市
電
に
乗
っ
た
の
は
高
校
の

時
で
、
毎
日
、
す
す
き
の
と
北
24
条
を
往
復
し
た
。

「
市
電
全
盛
の
こ
ろ
。
満
員
で
電
車
に
乗
れ
ず
、
遅
刻

し
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
」
と
懐
か
し
む
。

首
都
圏
に
進
学
、
就
職
し
た
が
、
71
年
に
札
幌
に
戻

っ
た
。
４
年
前
、
市
電
の
活
用
を
考
え
る
市
民
グ
ル
ー

プ
「
札
幌
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
会
」
に
入
会
し
た
。

札
幌
の
市
電
は
サ
サ
ラ
電
車
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
、
連

結
車
、
婦
人
子
供
専
用
車
の
導
入
な
ど
先
進
的
な
取
り

組
み
を
し
て
き
た
。
そ
ん
な
歴
史
を
胸
に
、
富
樫
さ
ん

は
「
今
は
ご
く
限
ら
れ
た
と
こ
ろ
し
か
路
線
が
残
っ
て

い
な
い
が
、
札
幌
の
名
に
恥
じ
な
い
先
進
的
な
こ
と
を

し
て
ほ
し
い
。
市
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
復
活
も
い
い
」

と
話
す
。

遠
ざ
か
る

「
チ
ン
チ
ン
」の
音

22

路
面
電
車
が
運
行
す
る
街
は
道
内
で
札
幌
、

函
館
だ
け
。
札
幌
市
の
路
面
電
車
は
１
９
１
８

（
大
正
７
）
年
、
そ
れ
ま
で
馬
車
鉄
道
を
走
ら

せ
て
い
た
札
幌
電
気
軌
道
が
開
道
50
周
年
記
念

大
博
覧
会
の
開
催
中
に
開
通
さ
せ
た
。

南
１
条
線
（
南
１
西
15
〜
南
１
東
２
）
停
公

線
（
北
４
西
４
札
幌
駅
前
〜
中
島
公
園
）
南
４

条
線
（
南
４
西
３
〜
南
４
東
３
）
の
３
路
線

５
・
３
キ
ロ
を
、
定
員
26
人
の
車
両
24
両
が
運

行
し
た
。
片
道
６
銭
、
往
復
10
銭
。
人
気
を
集

め
、
し
ば
し
ば
「
満
員
」
の
札
を
掲
げ
て
走
っ

た
。
電
車
の
直
前
直
後
を
横
断
す
る
人
や
軌
道

内
で
遊
ぶ
子
供
も
多
く
、
電
車
が
走
る
時
は
足

踏
み
式
の
警
鈴
（
フ
ッ
ト
ゴ
ン
グ
）
の
「
チ
ン

チ
ン
」
音
が
響
い
た
。

業
績
は
順
調
だ
っ
た
が
、
電
車
の
公
益
的
性

格
か
ら
札
幌
市
は
27
（
昭
和
２
）
年
、
買
収
し

て
市
営
化
。
太
平
洋
戦
争
中
は
節
電
の
た
め
に

停
留
所
が
廃
止
さ
れ
た
り
し
た
が
、
乗
務
員
不

足
を
女
子
挺
身
（
て
い
し
ん
）
隊
員
や
一
般
市

民
の
奉
仕
隊
員
が
運
転
し
て
補
い
、
市
電
は
維

持
さ
れ
た
。

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

体
験
運
転
な
ど
触
れ
合
い
事
業

―
―
市
電
の
会

23

遠
ざ
か
る

「
チ
ン
チ
ン
」の
音



市
電
を
街
づ
く
り
に
生
か
そ
う
と
90
年
、
札
幌
市
中

央
区
の
連
合
町
内
会
、
商
店
街
な
ど
が
「
市
電
の
会
」

を
発
足
さ
せ
た
。
同
会
は
91
年
か
ら
00
年
ま
で
、
主
要

交
差
点
や
電
停
を
大
型
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
で
飾
り
、
乗

客
や
市
民
を
楽
し
ま
せ
た
。
92
年
、
ド
イ
ツ
の
「
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
市
電
友
の
会
」
と
姉
妹
提
携
し
た
。

今
年
は
、
市
電
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
体
験
運
転
や
市

電
と
の
綱
引
き
を
行
い
、
幼
稚
園
児
と
小
学
生
を
対
象

に
し
た
「
市
電
の
絵
」
コ
ン
ク
ー
ル
も
開
催
す
る
。
中

央
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
今
年
４
月
「
市
電
沿
線
ぐ
る

っ
と
探
検
」
が
新
設
さ
れ
、
市
電
運
転
席
か
ら
の
風
景

や
、
電
停
周
囲
の
景
色
を
動
画
で
見
せ
て
い
る
。「
市

電
倶
楽
部
」
と
い
う
情
報
ペ
ー
ジ
も
あ
る
。

交
通
資
料
館
（
南
区
真
駒
内
東
町
１
）
に
は
、
過
去

の
路
面
電
車
や
除
雪
車
、
昔
の
車
掌
の
制
服
、
乗
車
券

な
ど
が
展
示
さ
れ
、
車
両
は
乗
っ
た
り
触
っ
た
り
で
き

る
。

戦
後
の
札
幌
市
の
膨
張
に
応
じ
て
63
（
昭
和
38
）
年
に

鉄
北
線
が
北
27
条
か
ら
麻
生
ま
で
、
翌
年
に
は
新
琴
似
ま

で
延
長
し
た
。

ピ
ー
ク
時
の
64
年
に
は
７
系
統
９
路
線
（
合
計
約
25
キ

ロ
）、
乗
客
は
１
日
約
28
万
人
。
ラ
ッ
シ
ュ
対
策
と
し
て
、

２
両
編
成
の
「
親
子
電
車
」
や
、
急
行
運
転
を
導
入
。
市

電
は
通
勤
通
学
客
の
ほ
か
初
詣
で
客
や
花
見
客
、
札
幌
ま

つ
り
の
行
楽
客
で
も
超
満
員
だ
っ
た
。

し
か
し
、
自
動
車
の
普
及
や
地
下
鉄
の
開
業
で
路
線
は

次
々
と
廃
止
。
74
年
に
西
４
丁
目
〜
す
す
き
の
の
１
路
線

の
み
と
な
っ
た
。

縮
小
の
流
れ
の
な
か
で
も
、
皇
太
子
御
成
婚
（
93
年
）

を
記
念
し
て
華
や
か
に
飾
り
付
け
た
花
電
車
を
は
じ
め
、

サ
サ
ラ
電
車
に
電
球
５
０
０
個
を
取
り
付
け
た
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
電
車
、車
両
内
外
を
飾
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
電
車
、

ハ
ー
ト
や
天
使
の
人
形
で
車
内
を
飾
る
バ
レ
ン
タ
イ
ン
電

車
な
ど
が
市
民
の
心
を
明
る
く
し
て
い
る
。

同
市
総
合
交
通
対
策
調
査
審
議
会
は
昨
年
４
月
、
路
線

の
ル
ー
プ
化
（
環
状
型
）、
地
下
鉄
と
の
乗
り
継
ぎ
施
設

の
整
備
、
優
先
信
号
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
低
床
車
導
入
な

ど
を
提
言
し
た
。
し
か
し
、
市
電
は
今
年
度
、
２
億
８
５

０
０
万
円
の
赤
字
の
見
込
み
。
同
市
が
策
定
し
た
今
年
度

か
ら
５
カ
年
の
「
交
通
事
業
改
革
プ
ラ
ン
」
で
も
、
乗
客

の
減
少
と
施
設
の
老
朽
化
で
経
営
は
急
速
に
悪
化
す
る
と

予
想
し
て
い
る
。

札幌の除雪風景

函
館
の
ハ
イ
カ
ラ
号

新琴似駅前 
’74廃止 
北24条 

’71廃止 

’71廃止 

’60廃止 

桑園駅前 

桑園駅通 
’71廃止 

円山公園 
’73廃止 

創
成
川 

札
幌
駅
前 

道
庁
前 

西4丁目 

すすきの 

苗
穂
駅
前 

’71 
廃止 

豊
平
川 

すすきの 

中島公園 

幌平橋 

地
下
鉄
南
北
線 

幌
南
小
学
校
前 

石
山
通 

電
車
事
業
所
前 

西15丁目 

西
18
丁
目 

西
11
丁
目 

大
通 

西4丁目 

す
す
き
の 

創
成
小
学
校
前 ■

か
つ
て
の
札
幌
市
電
路
線 

■
現
在
路
線 

’71 
廃止 

’73 
廃止 

一条橋 

’48 
廃止 

中島公園 豊平駅前 

●お問合せ先

函館市交通局管理運輸部 Tel.0138-32-1730
札幌市交通局電車事業所 Tel.011-551-3944

営業

キロ

営業

キロ

Data
［函館］

開通：大正2年（北海道で最初の路面電車が誕
生。東雲町～湯の川間5.83Km、車輛数
5両、区内3銭）
：10.9km（道路事情や乗客の変化などに
より路線を縮小し、平成5年4月から現
在の2系統に。現在は輸送人員約2万人/
日、保有車輛数35両。全盛期の昭和39
年頃には営業キロ17.9km、輸送人員約
14万人/日、保有車両数87両）

［札幌］

開通：大正7年（3路線約5.3Km、車両数24両、
片道6銭）
：8.465km（道路事情の変化や地下鉄開通
などにより路線を縮小し、昭和49年5月
から現在の1系統に。現在は輸送人員約
2.3万人/日、保有車両数30両。全盛期の
昭和40年頃には営業キロ25Km、輸送人
員約27万8千人/日、保有車両数154両）



卍 
卍 

卍 
卍 卍 

松前城 

228

松前湾 

光善寺 
法憧寺 

龍雲院 

法源寺 
阿吽寺 

役場 

函館 

上ノ国 

福
山
城
（
松
前
城
）
と
寺
町

北
海
道
で
最
も
早
く
サ
ク
ラ
が
見
ご
ろ
と
な
る
渡
島
管

内
松
前
町
の
松
前
公
園
。
福
山
（
松
前
）
城
は
、
こ
の
公

園
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
建
つ
。
戦
後
に
焼
失
し
再
建
さ
れ

た
天
守
閣
と
、
城
の
背
後
に
集
中
的
に
配
置
さ
れ
た
五
つ

の
寺
が
江
戸
時
代
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。
道
内
唯
一
の

城
を
誇
り
に
思
う
気
持
ち
は
町
民
に
根
強
い
。
門
や
土
塀

の
復
元
工
事
が
今
も
着
々
と
進
ん
で
い
る
う
え
、
天
守
閣

を
築
城
当
時
の
木
造
に
復
元
す
る
構
想
も
あ
る
。

●お問合せ先

松前町商工観光課商工観光係

Tel.01394-2-2275
松前観光協会 Tel.01394-2-2726
松前町教育委員会文化財課

（松前城に関する問合せ Tel.01394-2-3060）

福山（松前）城（国指定文化財）

1606年築城（前身である福山館）

松前藩主松前家墓所（国指定史跡）

松前藩の始祖・武田信広から十九代にわた

る藩主、その室や子などが眠る

龍雲院（曹洞宗・国指定重要文化財）

江戸時代の伽藍を残す

法幢寺（曹洞宗）

松前家の菩提寺

法源寺（曹洞宗・山門は国指定重要文化財）

山門は道内最古の建造物の一つ

光善寺（浄土宗）

桜の銘木・血脈桜が境内に

阿吽寺（真言宗）

本尊の不動明王立像は平安後期のもので、

仏教美術史においても貴重な作品

Data

よみがえる
築城時の姿

2425



私
と
遺
産

往
時
の
景
観
復
活
に
信
念

「
松
前
歴
ま
ち
商
店
街
組
合
」
の
組
合
長
を
務
め
、
商
店

街
で
薬
局
を
経
営
す
る
西
村
吉
之
助
さ
ん
（
73
）
は
札
幌
医

大
付
属
病
院
薬
剤
部
に
勤
務
し
た
あ
と
、
１
９
５
５
年
に
古

里
に
戻
っ
た
。
再
建
し
た
松
前
城
に
つ
い
て
「
立
派
に
な
っ

た
が
、城
の
堀
に
埋
め
ら
れ
た
土
を
掘
り
返
し
て
水
を
入
れ
、

石
垣
も
整
備
す
る
と
城
が
、
ぐ
っ
と
引
き
立
つ
」
と
今
後
の

輕
復
元
輒
に
思
い
を
は
せ
る
。

商
店
街
も
「
昔
の
よ
う
な
瓦
の
街
並
み
を
再
現
し
た
い
。

カ
ラ
フ
ル
な
看
板
は
だ
め
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
協
定
は
み
ん

な
の
意
思
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
」
と
話
す
。
さ
ら
に
電
線
の

地
下
埋
設
、
そ
れ
が
不
可
能
な
ら
ば
、
電
柱
を
商
店
街
の
後

ろ
に
移
設
し
、
表
通
り
か
ら
目
立
た
な
い
よ
う
に
景
観
を
改

善
す
る
こ
と
も
胸
の
中
で
温
め
て
い
る
。

「
家
並
み
を
整
え
る
だ
け
で
な
く
、
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
を

催
す
な
ど
し
て
観
光
客
が
い
つ
も
訪
れ
る
よ
う
な
、
魅
力
の

あ
る
商
店
街
に
し
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

建
て
替
え
に
統
一
基
準

て
た
い
」
と
説
明
す
る
。

モ
デ
ル
地
区
の
具
体
的
な
計
画
づ
く
り
に
は
行
政
だ
け
で

な
く
、
町
民
が
主
体
的
に
か
か
わ
っ
た
。
地
区
指
定
の
93
年

に
「
歴
史
を
生
か
す
街
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
が
発
足
し
て

論
議
を
重
ね
、
97
年
、
協
議
会
が
発
展
的
に
解
消
し
、
商
店

街
の
商
店
主
ら
に
よ
る
「
松
前
歴
ま
ち
商
店
街
組
合
」（
組

合
員
62
人
）
が
設
立
さ
れ
た
。

商
店
街
は
延
長
４
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
幅
６
メ
ー

ト
ル
の
道
道
を
14
・
５
メ
ー
ト
ル
に
広
げ
、
両
側
に
歩
道
を

整
え
る
計
画
。
４
月
施
行
の
「
ま
ち
づ
く
り
協
定
」
に
沿
い
、

商
店
が
建
て
直
す
際
に
は
（
１
）
歩
道
境
界
か
ら
50
セ
ン
チ

離
す
（
２
）
建
物
の
色
は
「
白
」
を
基
調
（
３
）
金
属
成
形

の
瓦
を
使
う
（
４
）
自
動
販
売
機
を
店
の
前
面
に
置
か
な
い
、

な
ど
の
統
一
基
準
を
同
組
合
が
設
け
た
。
着
工
前
に
審
査
を

受
け
る
決
ま
り
だ
。

武
家
屋
敷
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
町
営
住
宅
も
お
目
見
え

し
、
町
づ
く
り
は
松
前
城
の
歴
史
と
共
に
進
ん
で
い
る
。

松
前
家
の
初
代
藩
主
、
松
前
慶
広
が
こ
の
地
に
築
城
し

た
の
は
江
戸
幕
府
が
開
か
れ
て
間
も
な
い
１
６
０
６
（
慶

長
11
）
年
。
火
災
と
修
築
を
経
て
１
８
５
４
（
安
政
元
）

年
に
建
て
替
え
、
箱
館
戦
争
で
は
旧
幕
府
軍
と
官
軍
の
戦

場
に
な
っ
た
。
維
新
後
の
１
８
７
５
（
明
治
８
）
年
に
開

拓
使
が
主
な
建
物
や
石
垣
を
取
り
壊
し
、
堀
も
埋
め
た
。

残
っ
た
３
階
建
て
天
守
閣
も
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
、

町
役
場
の
火
災
の
延
焼
で
焼
失
。
現
在
の
天
守
閣
は
町
民

や
道
内
の
小
中
高
校
生
ら
の
寄
付
金
で
60
年
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
再
建
し
た
。

同
町
は
76
年
に
史
跡
福
山
城
保
存
管
理
計
画
を
策
定

し
、
本
州
か
ら
職
人
を
招
い
て
石
垣
や
塀
な
ど
の
復
元
を

進
め
て
い
る
。
京
都
の
宮
大
工
の
手
で
復
元
さ
れ
る
「
天

神
坂
門
」
は
今
年
12
月
に
完
成
の
予
定
。
岐
阜
の
左
官
職

人
に
よ
る
土
塀
工
事
は
土
に
わ
ら
く
ず
を
切
り
込
み
、
自

然
乾
燥
さ
せ
る
工
程
を
６
回
繰
り
返
す
も
の
で
、
下
塗
り

が
終
わ
っ
た
ば
か
り
だ
。

天
守
閣
に
つ
い
て
同
町
教
委
の
久
保
泰
文
化
財
課
長
は

「
今
の
天
守
は
再
建
し
た
も
の
で
、
復
元
で
は
な
い
。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
寿
命
は
意
外
に
短
い
が
、
し
っ
か
り

と
し
た
木
造
な
ら
数
百
年
に
一
度
の
補
修
で
長
持
ち
す

る
。
工
事
中
の
姿
を
積
極
的
に
見
せ
る
こ
と
で
教
育
に
も

つ
な
が
る
」
と
次
の
世
代
に
復
元
を
託
す
。

一
方
、
寺
町
は
江
戸
時
代
、
15
も
の
寺
や
神
社
が
あ
っ

た
。
焼
失
や
合
併
、
町
内
外
へ
の
移
転
で
減
少
し
た
が
、

１
８
４
２
（
天
保
13
）
年
に
建
築
さ
れ
た
国
の
重
要
文
化

財
の
龍
雲
院
、
山
門
が
国
の
重
文
指
定
の
法
源
寺
な
ど
貴

重
な
寺
院
建
築
が
現
存
す
る
。

松
前
町
は
93
年
、
道
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
歴
史
を
生

か
す
街
並
み
整
備
モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定
さ
れ
た
。
城
を
中

心
と
し
た
約
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
▽
城
を
含
む
文
化
財
保

存
ゾ
ー
ン
▽
松
前
藩
屋
敷
や
散
策
路
を
整
備
す
る
高
台
公
園

ゾ
ー
ン
▽
北
前
船
が
接
岸
し
た
旧
波
止
場
周
辺
の
海
岸
ゾ
ー

ン
▽
本
町
中
央
部
・
商
店
街
ゾ
ー
ン
に
４
区
分
し
、
特
色
あ

る
町
作
り
を
進
め
る
。

同
町
都
市
整
備
課
の
藤
崎
秀
人
課
長
は
「
松
前
城
は
町
の

宝
。
歴
史
を
後
世
に
伝
え
な
が
ら
、
町
の
顔
づ
く
り
に
役
立



螺
湾
ブ
キ

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

新
商
品
続
々
、

町
お
こ
し
に
一
役

螺
湾
ブ
キ
が
北
海
道
遺
産
に
選
ば
れ
、
町
お
こ
し
に
取

り
組
ん
で
い
る
足
寄
町
民
は
活
気
づ
い
た
。
商
工
業
者
、

農
林
業
者
、
町
職
員
な
ど
で
組
織
す
る
足
寄
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
研
究
会
（
甲
斐
孝
志
会
長
）
は
、
螺
湾
ブ
キ
の
商
品

開
発
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、
観
光
産
業
と
の
連
携
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

同
研
究
会
は
螺
湾
ブ
キ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制
作
し
、
ロ

ゴ
マ
ー
ク
が
入
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
エ
プ
ロ
ン
を
作
っ
た
。

７
月
、
螺
湾
ブ
キ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
合
わ
せ
て
１
泊

２
日
の
北
海
道
遺
産
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
、
道
内
か

ら
参
加
し
た
20
人
が
刈
り
取
り
を
体
験
し
た
。
６
月
に
は

足
寄
町
農
協
主
催
の
「
ラ
ワ
ン
ぶ
き
狩
り
」
も
行
わ
れ
た
。

商
品
開
発
で
は
、
同
農
協
が
山
菜
工
場
で
水
煮
缶
詰
、

水
煮
袋
詰
を
製
造
。
町
内
の
菓
子
店
で
は
ヨ
ウ
カ
ン
、
ま

ん
じ
ゅ
う
、
最
中
な
ど
が
売
ら
れ
て
い
る
。

生
の
螺
湾
ブ
キ
を
販
売
す
る
朝
市
か
ら
活
動
を
始
め
た

螺
湾
地
区
の
主
婦
５
人
グ
ル
ー
プ
「
ふ
き
の
と
う
」
は
、

加
工
食
品
開
発
の
実
績
が
目
覚
ま
し
い
。
螺
湾
ブ
キ
の
つ

く
だ
煮
「
ほ
ら
ふ
き
」
と
「
ら
わ
ん
ぶ
き
炊
き
込
み
ご
飯

の
素
」
の
製
品
化
に
成
功
し
、
同
町
観
光
物
産
協
会
の
売

店
や
同
農
協
の
Ａ
コ
ー
プ
で
販
売
し
て
い
る
。

今
年
３
月
に
は
同
農
協
の
食
生
活
改
善
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
品
し
た
「
ら
わ
ん
ぶ
き
の
パ
イ
」
に
特
別
賞
が
贈
ら
れ

た
。
代
表
の
木
村
栄
子
さ
ん
（
53
）
は
「
こ
れ
か
ら
も
新

商
品
開
発
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
張
り
切
っ
て
い
る
。

る
。
そ
れ
ほ
ど
巨
大
な
螺
湾
ブ
キ
は
姿
を
消
し
た
が
、
現

在
で
も
高
さ
２
〜
３
メ
ー
ト
ル
、
茎
の
直
径
が
約
10
セ
ン

チ
に
な
る
。

螺
湾
ブ
キ
は
、螺
湾
川
の
清
流
と
川
岸
の
砂
質
の
土
壌
、

そ
れ
に
豊
か
な
山
林
に
囲
ま
れ
た
地
理
的
な
好
条
件
が
重

螺
湾
（
ら
わ
ん
）
ブ
キ
は
日
本
一
面
積
の
広
い
町
（
約

１
４
０
０
平
方
キ
ロ
）
十
勝
管
内
足
寄
町
の
螺
湾
地
区
を

流
れ
る
螺
湾
川
に
沿
っ
て
自
生
す
る
日
本
で
最
大
の
フ
キ

だ
。
馬
に
乗
っ
た
人
の
頭
上
に
、
高
さ
４
メ
ー
ト
ル
前
後

の
フ
キ
の
葉
が
生
い
茂
る
大
正
初
期
の
写
真
が
残
っ
て
い

清
流
の
恵
み

高
々
と

2627

ら

わ

ん



な
っ
て
大
き
く
育
つ
と
み
ら
れ
て
い
る
。
で
も
、
大
き
さ

だ
け
が
売
り
物
で
は
な
い
。
肉
厚
で
繊
維
は
太
い
の
に
柔

ら
か
く
、
風
味
の
豊
か
さ
が
特
徴
だ
。
普
通
の
フ
キ
と
成

分
を
比
べ
る
と
繊
維
が
約
２
倍
、カ
ル
シ
ウ
ム
が
約
４
倍
。

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
。

今
年
の
収
穫
期
は
６
月
中
旬
か
ら
７
月
中
旬
ま
で
。
上

螺
湾
地
区
の
農
家
５
戸
で
作
る
「
ら
わ
ん
グ
リ
ー
ン
研
究

グ
ル
ー
プ
」（
木
村
明
雄
代
表
）
が
自
生
地
で
刈
り
取
り

し
た
。
89
年
か
ら
、
地
元
の
螺
湾
郵
便
局
を
通
じ
て
「
ゆ

う
パ
ッ
ク
」
で
全
国
に
発
送
し
て
い
る
。
自
生
地
以
外
で

も
、
足
寄
町
農
協
が
育
て
た
種
苗
の
提
供
を
受
け
、
約
15

★
研
究
者
は
僕
た
ち
２
人

足
寄
町
立
螺
湾
小
（
柳
橋
敏
雄
校
長
、
児
童
７
人
）
の

山
田
修
平
君
（
５
年
）
と
中
村
優
紀
君
（
６
年
）
が
螺
湾

ブ
キ
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

昨
年
春
、
転
校
し
て
き
た
山
田
君
が
螺
湾
ブ
キ
に
興
味

を
持
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
フ
キ
の
情
報
を
収
集
。
螺

湾
ブ
キ
の
自
生
地
の
観
察
や
フ
キ
で
和
紙
を
作
る
実
験
を

し
た
。
山
田
君
は
観
察
、
実
験
記
録
を
昨
年
の
「
十
勝
子

ど
も
大
会
」
理
科
作
品
の
部
で
発
表
し
、

み
ご
と
に
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

今
年
は
中
村
君
と
共
同
研
究
し
て
い

る
。
２
人
は
螺
湾
ブ
キ
を
収
穫
し
て
い

る
「
ら
わ
ん
グ
リ
ー
ン
研
究
グ
ル
ー
プ
」

会
員
の
阿
部
喜
一
さ
ん
（
53
）
方
の
自

生
地
に
５
月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬
ま
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

定
期
的
に
通
い
、
成
長
を
観
察
。「
７
日
間
で
28
セ
ン
チ
、

22
日
間
で
１
０
９
セ
ン
チ
成
長
し
た
」
な
ど
と
成
長
記
録

を
つ
け
た
。

校
舎
近
く
に
自
生
し
て
い
る
螺
湾
ブ
キ
も
観
察
。
水
槽

の
中
に
土
を
入
れ
、
螺
湾
ブ
キ
を
種
苗
か
ら
育
て
る
実
験

も
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
で
撮
影
し
た
写
真
を
添
え
て
模
造
紙
に
書
い
て
い
る
。

書
き
上
げ
た
模
造
紙
は
既
に
９
枚
。
観
察
眼
の
鋭
さ
を
物

語
る
記
録
だ
。

２
人
は
７
月
の
螺
湾
ブ
キ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
研
究
成
果

を
発
表
。
辻
井
達
一
・
北
海
道
遺
産
構
想
推
進
協
議
会
会

長
か
ら
「
成
長
記
録
は
貴
重
だ
。
科
学
的
な
研
究
手
法
は

素
晴
ら
し
い
」
と
絶
賛
さ
れ
た
。
柳
橋
校
長
ら
８
人
の
教

職
員
は
２
人
の
研
究
を
応
援
。
２
人
は
地
域
で
「
た
い
し

た
子
供
た
ち
だ
」
と
評
判
だ
。

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
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~
~
~

阿
寒
湖 

大誉地 

陸別町 

足寄町 

螺
湾
本
町 

愛冠 
螺湾ブキ 
自生地 

242

241

役場 
足寄 

ふるさと銀河線 

本別町 

採りたての生ぶきの産地直売の他、ようかんなどの

菓子類、螺港ブキの灰を釉薬にしたコーヒーカップ

や皿、花瓶なども

*一般ふきは、蕗の成分組成（五訂日本食品標準成分

表）による

*螺港ブキは、道立食品加工技術センター分析による

Data

カルシウム マグネシウム 繊維 灰分
（mg100g）（mg100g）（%） （%）

螺港ブキ（生） 173.0 32.7 2.01 1.06

一般ふき（生） 40.0 ― 1.30 0.70

戸
の
農
家
が
畑
で
有
機
露
地
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●お問合せ先

足寄町農林課農政係 Tel.01562-5-2141



ピ
ア
ソ
ン
記
念
館

私
と
遺
産命

あ
る
限
り
保
存
に
力

北
見
ピ
ア
ソ
ン
会
会
長
で
元
市
議
の
水
津
仁
郎
さ
ん

（
78
）
は
、
カ
シ
ワ
、
ハ
ル
ニ
レ
な
ど
30
種
類
、
１
６

０
本
の
木
に
囲
ま
れ
た
館
を
訪
れ
る
た
び
に
「
命
の
あ

る
限
り
、
保
存
に
力
を
注
ぎ
た
い
。
大
事
な
宝
物
を
後

世
に
残
す
の
は
義
務
」
と
強
く
思
う
と
い
う
。

水
津
さ
ん
の
家
は
菓
子
店
。
父
親
に
手
を
引
か
れ
、

焼
き
立
て
の
食
パ
ン
を
毎
朝
、
夫
妻
に
届
け
た
。

「
節
く
れ
だ
っ
た
大
き
な
手
で
頭
を
な
で
て
く
れ
た

ピ
ア
ソ
ン
さ
ん
の
ぬ
く
も
り
が
、
今
で
も
鮮
明
に
よ
み

が
え
り
ま
す
」

建
築
か
ら
88
年
た
ち
、
老
朽
化
は
著
し
い
。
水
津
さ

ん
は
「
幸
い
設
計
図
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
建
築
当
時

の
建
物
を
再
現
し
た
い
。
そ
れ
に
向
か
っ
て
、
若
い
人

た
ち
に
会
員
の
輪
を
広
げ
る
事
が
不
可
欠
」
と
話
す
。

「
ピ
ア
ソ
ン
さ
ん
の
遺
産
は
す
が
す
が
し
さ
と
、
わ

け
へ
だ
て
の
な
い
人
間
愛
」
と
い
う
。

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

入
場
者
大
幅
増
は
確
実

ピ
ア
ソ
ン
会
は
、
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
足
跡
と
記
念
館

を
知
ら
せ
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
北
見
市
の
市
民
団
体

人間愛伝えた
宣教師の家

28

Ｊ
Ｒ
北
見
駅
か
ら
歩
い
て
15
分
ほ
ど
の
高
台
に
２
階
建

て
洋
館
「
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
」
は
建
っ
て
い
る
。
米
国
人

宣
教
師
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ペ
ッ
ク
、
ア
イ
ダ
の
ピ
ア
ソ
ン
夫

妻
が
３
本
の
柏
が
あ
っ
た
こ
の
高
台
を
「
三
柏
（
み
か
し

わ
）
の
丘
」
と
呼
ん
で
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
に
建
て

た
私
邸
だ
っ
た
。

27
歳
の
ピ
ア
ソ
ン
が
来
日
し
た
の
は
１
８
８
８
（
明
治

21
）
年
。
93
年
ご
ろ
、
生
涯
の
伝
道
の
地
と
し
て
北
海
道

へ
移
っ
た
。
94
年
、
同
じ
宣
教
師
の
ア
イ
ダ
・
ゲ
ッ
プ
さ

ん
と
結
婚
。
静
か
で
優
し
く
語
り
、
聖
者
の
雰
囲
気
を
持

つ
ピ
ア
ソ
ン
さ
ん
と
は
対
照
的
に
、
ア
イ
ダ
夫
人
は
強
い

自
尊
心
と
使
命
感
に
満
ち
た
タ
フ
な
女
性
だ
っ
た
と
い

う
。

この設計図どおりには建築されなかった。建築を手がけた地元の
棟梁が西洋建築を図面どおりに建てる技術がなかったと思われる。
（開館30周年記念誌より）

ピアソン宣教師夫妻

設計者　ヴォーリズ

人間愛伝えた
宣教師の家

29



で
、
会
員
は
約
１
１
０
人
。
敷
地
の
樹
木
に
樹
名
板
を

取
り
付
け
、
花
壇
を
整
備
し
て
き
た
。

今
年
５
月
に
同
館
で
「
竜
馬
、
直
寛
と
ピ
ア
ソ
ン
の

絆
（
き
ず
な
）
展
」
を
開
催
。
前
庭
で
７
月
６
日
に
開

い
た
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
３
０
０
人
が
来
場
し

た
。
小
中
学
校
の
吹
奏
楽
、
看
護
学
校
生
の
ハ
ン
ド
ベ

ル
、
大
人
の
混
声
合
唱
が
あ
り
、
紙
芝
居
も
演
じ
ら
れ

た
。同

館
の
昨
年
度
の
入
場
者
は
４
６
６
６
人
。
北
海
道

遺
産
に
指
定
さ
れ
て
観
光
バ
ス
が
次
々
に
止
ま
る
よ
う

に
な
り
、
入
場
者
の
大
幅
増
は
確
実
だ
。
市
は
駐
車
場

の
新
設
、
ト
イ
レ
の
増
築
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
は
「
こ
の
機
会
を
生
か
し
、
ハ
ッ
カ
記
念

館
と
セ
ッ
ト
で
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

函
館
、
室
蘭
、
札
幌
、
小
樽
、
旭
川
、
釧
路
、
名
寄
、

遠
軽
。
徒
歩
や
馬
の
背
に
揺
ら
れ
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
い

る
と
こ
ろ
で
訪
ね
な
か
っ
た
土
地
は
な
い
と
い
う
。
帯
広

で
監
獄
伝
道
を
行
い
、
旭
川
で
は
遊
郭
廃
止
と
廃
（
は
い
）

娼
（
し
ょ
う
）
運
動
に
取
り
組
み
、
英
国
人
宣
教
師
の
ジ

ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
と
と
も
に
ア
イ
ヌ
民
族
を
援
助
し

た
。夫

妻
が
伝
道
の
終
点
に
選
ん
だ
地
は
、
ア
イ
ヌ
語
で

「
地
の
果
て
」
の
意
味
を
持
つ
野
付
牛
（
現
在
の
北
見
）。

故
郷
に
似
た
風
景
の
そ
の
地
に
自
宅
を
持
っ
た
。

館
は
、
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
近
江
兄
弟
社
を
創
設
し
た

Ｗ
・
Ｍ
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
氏
の
設
計
。
米
国
様
式
の
移
民
住

宅
に
ス
イ
ス
風
の
山
荘
を
取
り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
。
テ
ラ

ス
が
張
り
出
し
、
大
き
な
窓
は
上
下
に
開
閉
し
、
石
の
集

合
煙
突
が
あ
っ
た
。

敷
地
に
カ
ル
カ
ヤ
や
キ
キ
ョ
ウ
が
香
り
、
日
曜
学
校
の

子
供
た
ち
が
賛
美
歌
を
歌
い
庭
の
芝
生
で
遊
ぶ
姿
が
あ
っ

た
。
同
市
高
栄
東
町
の
佐
藤
全
さ
ん
（
78
）
は
「
夫
妻
の

い
つ
く
し
み
深
い
ま
な
ざ
し
が
、今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

深
い
人
間
愛
を
感
じ
た
」
と
話
す
。

夫
妻
は
伝
道
の
傍
ら
、
妨
害
や
暴
力
と
闘
い
な
が
ら
熱

心
に
廃
娼
運
動
に
取
り
組
ん
だ
。「
人
情
味
豊
か
で
、
素

朴
な
人
ば
か
り
」
と
表
現
し
た
北
見
に
別
れ
を
告
げ
、
帰

国
し
た
の
は
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
。
来
日
か
ら
40
年

も
た
っ
て
い
た
。

館
は
後
任
の
宣
教
師
や
信
者
の
私
邸
、
児
童
相
談
所
と

主
を
変
え
た
が
、
68
年
に
北
見
市
が
取
得
。
復
元
し
71
年
、

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

記
念
館
の
１
階
は
夫
妻
を
し
の
ぶ
展
示
室
。
ピ
ア
ソ
ン

が
30
年
間
か
け
て
執
筆
・
出
版
し
た
「
略
註
（
り
ゃ
く
ち

ゅ
う
）
旧
新
約
聖
書
」
の
原
稿
、
開
拓
者
に
勇
気
を
与
え

た
１
９
０
６
年
製
の
鐘
、
賛
美
歌
の
伴
奏
に
使
っ
た
１
８

７
８
年
製
の
オ
ル
ガ
ン
な
ど
が
置
い
て
あ
る
。

祖
父
の
形
見
で
、
帰
国
に
際
し
て
親
友
の
野
付
牛
中

（
現
北
見
北
斗
高
）
初
代
校
長
の
佐
藤
猪
之
助
氏
に
贈
っ

た
望
遠
鏡
も
。帰
国
を
翌
年
に
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
祝
会
で
、

ピ
ア
ソ
ン
は
望
遠
鏡
を
手
に
「
普
通
に
見
れ
ば
ア
メ
リ
カ

の
私
達
、
逆
に
向
け
る
と
私
達
が
日
本
の
皆
さ
ま
を
見
ら

れ
る
。
時
折
、
逆
さ
ま
に
し
て
の
ぞ
い
て
く
だ
さ
い
」
と
、

強
い
哀
惜
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
語
っ
た
と
い
う
。

夫
妻
を
囲
ん
だ
記
念
写
真
に
は
、
ア
イ
ダ
夫
人
が
ド
イ

ツ
語
を
教
え
た
札
幌
農
学
校
の
生
徒
、有
島
武
郎
の
姿
も
。

愛
用
の
机
、
椅
子
が
書
斎
風
景
を
再
現
し
て
い
る
。

２
階
に
唐
笠
（
と
う
が
さ
）
記
念
室
。
医
師
で
俳
人
の

唐
笠
学
氏
が
39
年
、主
な
く
荒
れ
果
て
た
館
を
買
い
取
り
、

大
修
理
し
て
14
年
間
、
住
宅
兼
集
会
所
と
し
て
使
用
し
館

39

旭川 
JR石北線 

旭川 

東急デパート 

北見市役所 

網走 JR北見駅 ふるさと銀河線 
池田 

ピアソン記念館 

●お問合せ先

北網圏北見文化センター

Tel.0157-23-6700
ピアソン記念館 Tel.0157-23-2546

ジョージ ・ペック・ピアソン（1861年生ま

れ）は宣教師として明治21年来日。 明治学

院での教職生活などを経て北海道に渡り、各

地で伝導活動の後、大正3年に北見市へ移住。

昭和3年、15年にわたる日本での伝導活動を

終え帰国。

住　所：北見市幸町7丁目4番28号（JR北

見駅から徒歩15分）

建　築：1914年（大正3年・1970年修復）

建　物：木造2階建て（約180㎡ ）

展示品：オルガン・愛用の机・銀杯・ラン

プ・教会の鐘・著書等

休館日：月曜、祝日の翌日、年末年始

入　場：無料（9：30～16：30）

Data

の
保
存
に
尽
力
し
た
。

館
の
周
囲
は
都
市
化

し
た
が
、
館
と
敷
地
、

隣
の「
ピ
ア
ソ
ン
公
園
」

の
緑
と
さ
え
ず
る
小
鳥

は
当
時
の
ま
ま
。
１
本

残
っ
た
カ
シ
ワ
の
老
木

が
、
誰
に
も
優
し
か
っ

た
夫
妻
の
人
柄
を
語
り

か
け
る
よ
う
だ
。



留
萌
の
ニ
シ
ン
街
道
（
佐
賀
番
屋
、
旧
花
田
家
番
屋
、
岡
田
家
）

私
と
遺
産

漁
師
は
金
遣
い
荒
か
っ
た

子
供
の
こ
ろ
か
ら
ニ
シ
ン
漁
で
汗
を
流
し
た
小
平
町

鬼
鹿
の
鳴
海
憲
太
郎
さ
ん
（
87
）
は
、
大
正
期
の
漁
民

と
旧
花
田
家
番
屋
に
ま
つ
わ
る
話
を
懐
か
し
く
語
っ

た
。
以
下
は
鳴
海
さ
ん
の
思
い
出
…
…
。

大
正
初
め
に
既
に
ニ
シ
ン
は
減
っ
て
た
が
、
そ
れ
で

も
２
、
３
年
は
群
来
で
海
が
真
っ
白
に
染
ま
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
お
れ
は
津
軽
の
出
身
で
４
代
目
だ
が
、
あ
の

こ
ろ
の
漁
師
は
大
金
が
舞
い
込
ん
だ
ら
、
女
と
酒
で
そ

の
年
の
う
ち
に
全
部
使
っ
た
も
の
だ
。「
翌
春
、
漁
を

す
れ
ば
い
い
べ
」
ぐ
ら
い
の
感
じ
で
、
貯
蓄
す
る
考
え

は
さ
ら
さ
ら
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
ふ
う
だ
か
ら
お
れ
の

お
や
じ
は
財
産
を
何
も
残
さ
ず
、
お
れ
の
代
に
な
っ
て

も
貧
乏
が
続
い
て
る
。

花
田
家
の
人
は
格
式
が
高
く
て
、
お
れ
ら
は
相
手
に

さ
れ
な
か
っ
た
。
花
田
は
見
識
も
高
か
っ
た
な
。
ニ
シ

ン
を
引
き
揚
げ
る
の
に
普
通
は
人
夫
が
モ
ッ
コ
を
背
負

っ
た
が
、
花
田
は
ウ
イ
ン
チ
と
ト
ロ
ッ
コ
を
使
っ
て
大

掛
か
り
に
や
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ニ
シ
ン
を
取
り
過
ぎ
た
な
。

漁
場
の
に
ぎ
わ
い
伝
え

30

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

か
さ
む
保
存
費
用

苫
前
町
の
岡
田
家
を
管
理
す
る
水
産
加
工
会
社
専
務

の
岡
田
裕
幹
さ
ん
（
52
）
は
「
老
朽
化
が
ひ
ど
く
、
個

31

ニシン街道は夕陽の名所でもある。旧花田家番屋の美しいシルエット。



留
萌
管
内
の
「
ニ
シ
ン
街
道
」
沿
い
の
漁
場
で
、

本
州
か
ら
来
た
ヤ
ン
衆
が
沖
揚
げ
音
頭
に
乗
り
、

海
を
真
っ
白
に
染
め
る
ニ
シ
ン
を
追
い
か
け
た
。

最
盛
期
は
江
戸
末
期
か
ら
明
治
後
期
と
さ
れ
、
日

本
海
沿
岸
の
こ
の
一
帯
は
「
千
石
場
所
」
と
し
て

大
に
ぎ
わ
い
し
た
。
街
道
沿
い
の
海
岸
に
並
ぶ
佐

賀
番
屋
（
留
萌
市
）
旧
花
田
家
番
屋
（
小
平
町
）

岡
田
家
（
苫
前
町
）
は
、
ニ
シ
ン
漁
業
の
網
元
や

庶
民
の
暮
ら
し
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
文
化
遺
産
だ
。

◆
佐
賀
番
屋

１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
ま
で
１
１
３
年
間
、

ニ
シ
ン
漁
が
行
わ
れ
た
留
萌
市
礼
受
（
れ
う
け
）

の
佐
賀
家
漁
場
。
こ
の
前
浜
に
99
年
春
、
ニ
シ
ン

の
群
来
（
く
き
）
が
45
年
ぶ
り
に
現
れ
、
番
屋
は

一
躍
、
脚
光
を
浴
び
た
。

建
物
と
前
浜
、
船
着
き
場
が
今
も
そ
の
ま
ま
残

る
道
内
唯
一
の
番
屋
で
、
97
年
に
国
の
史
跡
指
定

を
受
け
た
。

青
森
県
下
北
で
海
運
業
を
し
て
い
た
佐
賀
家
が

１
８
４
４
（
弘
化
元
）
年
、
漁
場
を
開
い
た
の
が

始
ま
り
。
番
屋
か
ら
は
手
紙
や
台
帳
な
ど
約
１
万

５
０
０
０
点
の
文
書
が
見
つ
か
り
「
北
前
船
に
よ

る
大
阪
方
面
へ
の
流
通
状
況
が
分
か
る
資
料
」

（
留
萌
市
）
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

◆
旧
花
田
家
番
屋

佐
賀
番
屋
か
ら
国
道
２
３
２
号
を
北
上
す
る

と
、
小
平
町
鬼
鹿
に
旧
花
田
家
番
屋
が
建
つ
。
安

芸
（
広
島
県
）
出
身
の
花
田
家
の
祖
先
が
１
８
６

３
（
文
久
３
）
年
、
同
町
で
漁
場
を
開
い
た
。
明

治
中
期
の
最
盛
期
に
は
18
カ
統
の
定
置
網
を
経

営
。
米
倉
な
ど
１
０
０
棟
に
近
い
建
物
を
持
ち
、

雇
い
人
も
５
０
０
人
を
超
え
る
大
ニ
シ
ン
漁
家
と

し
て
名
を
は
せ
た
。

重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
て
同
町
が
花
田
家
か

ら
買
収
し
１
９
７
６
年
７
月
、
親
方
の
居
室
、
漁

夫
の
寝
所
な
ど
を
再
現
し
た
観
光
施
設
と
し
て
オ

ー
プ
ン
し
た
。
昨
年
度
の
入
り
込
み
数
は
12
万
８

０
０
０
人
。
町
の
代
表
的
観
光
施
設
に
な
っ
た
。

◆
岡
田
家

「
ニ
シ
ン
街
道
」
最
北
の
番
屋
は
、
苫
前
町
苫

前
の
漁
港
近
く
に
あ
る
岡
田
家
。
１
８
８
６
（
明

治
19
）
年
の
建
築
で
、
岡
田
家
が
海
淵
鹿
之
助
と

い
う
人
物
か
ら
購
入
し
た
。
ニ
シ
ン
が
姿
を
消
す

１
９
５
５
年
ご
ろ
ま
で
使
わ
れ
た
。

旧花田家番屋内部（小平町）

佐賀番屋（留萌市）

岡田家（苫前町）

ニ
シ
ン
料
理
の
伝
統
が
今
も
地
域
に
残
る

佐賀番屋（留萌市）：現状は内部見学不可。収蔵品の一部

は海のふるさと館で保管

旧花田家番屋（小平町）：入場料・高校生以上350円、小中
学生100円。5～10月9時30分～17時、11～4月10時～16時、
休館・月曜と12月28日～1月15日。隣接する道の駅飲食
施設にはニシンそばやニシン定食あり

岡田家（苫前町）：現状は内部見学不可。収蔵品は苫前町

郷土資料館（入館料・高校生以上210円、小中学生100円、
5月1日～11月10日の10時～17時開館。月曜休館）で展示。
●お問合せ先

留萌市 海のふるさと館 Tel.0164-43-6677
留萌市企画財政部調整課調整係

Tel.0164-42-1801
小平町 旧花田家番屋管理事務所 Tel.0164-57-1411

小平町総務課企画振興係 Tel.0164-56-2111
苫前町 苫前町企画振興課まちおこし係

Tel.01646-4-2211

Data
人
で
保
存
・
管
理
す
る
の
は
経
済
的
に
不
可
能
」
と
訴

え
る
。

小
平
町
が
所
有
す
る
旧
花
田
家
番
屋
、
所
有
者
か
ら

委
託
さ
れ
留
萌
市
が
管
理
す
る
佐
賀
番
屋
と
は
異
な

り
、
行
政
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
。
岡
田
さ
ん
は

「
保
存
し
た
い
気
持
ち
は
や
ま
や
ま
だ
。し
か
し
…
…
」。

玄
関
軒
下
の
土
台
が
下
が
り
、
母
屋
の
木
は
年
々
や
せ

細
っ
て
い
る
。台
風
で
毎
年
の
よ
う
に
屋
根
が
は
が
れ
、

補
修
に
50
万
円
か
か
る
。

３
棟
の
番
屋
だ
け
が
北
海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ
た
こ

と
に
疑
問
の
声
も
あ
る
。
番
屋
は
、
南
は
寿
都
町
の
橋

本
家
か
ら
北
は
羽
幌
町
天
売
の
池
田
家
ま
で
延
び
て
い

る
。「
留
萌
市
海
の
ふ
る
さ
と
館
」
の
福
士
廣
志
館
長

は「
支
庁
割
り
で
留
萌
管
内
に
限
定
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

日
本
海
沿
岸
一
帯
を
街
道
に
す
れ
ば
広
域
的
に
連
携

し
、
イ
ベ
ン
ト
効
果
が
図
ら
れ
る
の
だ
が
」
と
疑
問
を

話
す
。



根
釧
台
地
の
格
子
状
防
風
林
（
中
標
津
町
な
ど
）

私
と
遺
産

「
ナ
カ
シ
の
地
上
絵
」
と
命
名

「
何
だ
、
こ
れ
は
」。
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

で
飛
行
を
疑
似
体
験
し
て
い
た
飯
島
実
さ
ん
（
52
）
は
、

高
度
10
万
フ
ィ
ー
ト
（
約
30
キ
ロ
）
ま
で
機
体
を
上
昇

さ
せ
た
と
き
、
整
然
と
区
画
さ
れ
た
格
子
の
存
在
に
気

づ
き
、「
ナ
ス
カ
」
な
ら
ぬ
「
ナ
カ
シ
の
地
上
絵
」
と

命
名
し
た
。
東
京
航
空
局
中
標
津
出
張
所
長
を
し
て
い

た
99
年
の
こ
と
だ
。

赴
任
し
た
こ
ろ
か
ら
妙
に
気
に
な
る
林
だ
っ
た
。

「
高
さ
が
見
事
に
同
じ
と
い
う
こ
と
は
、
枯
れ
る
の
も

一
斉
だ
ろ
う
な
」
と
。
林
業
予
算
が
大
幅
に
削
ら
れ
、

下
草
刈
り
や
間
伐
も
ま
ま
な
ら
ず
、
す
で
に
枯
れ
て
い

る
林
も
あ
っ
た
。
単
一
樹
種
に
頼
る
こ
と
の
危
う
さ
も

感
じ
た
。

ナ
ス
カ
の
よ
う
な
「
単
な
る
遺
跡
」
に
し
て
は
い
け

な
い
と
思
う
。
巨
大
な
工
作
物
を
手
が
け
た
以
上
は
、

日
本
全
体
の
資
産
と
し
て
き
ち
ん
と
残
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
単
な
る
「
人
寄
せ
材
料
」
で
は
な
く
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
に
も
動
物
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る

「
生
き
た
林
」
と
し
て
。

間
も
な
く
職
を
辞
し
、
中
標
津
に
自
分
で
汗
を
流
し

て
山
小
屋
を
造
る
計
画
だ
。
そ
し
て
「
自
分
に
も
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
」
と
生
き
が
い
探
し
を
し
て
い
る
お

年
寄
り
を
仲
間
に
引
き
入
れ
、
森
づ
く
り
の
実
践
を
考

え
て
い
る
。「
３
０
０
年
先
を
見
す
え
た
夢
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
す
」

防風と防霧兼ね
1万5708ヘクタール
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上
空
か
ら
見
な
け
れ
ば
と
て
も
「
絵
」
に
は

見
え
な
い
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
（
南
米
ペ
ル
ー
）。

人
工
衛
星
か
ら
も
鮮
明
に
見
え
る
こ
と
で
知
ら

れ
る
が
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
地
上
絵
が
本
道
に

あ
る
。
根
釧
台
地
の
格
子
状
防
風
林
。
毛
利
衛

さ
ん
が
乗
っ
た
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
・
エ
ン
デ

バ
ー
か
ら
送
ら
れ
た
映
像
は
、
な
る
ほ
ど
碁
盤

目
状
に
掘
ら
れ
た
水
路
の
よ
う
だ
。

摩
周
湖
を
眼
下
に
望
む
こ
と
も
あ
れ
ば
釧
路

湿
原
の
上
空
を
飛
ぶ
こ
と
も
あ
る
輕
日
替
わ
り

空
路
輒
の
中
標
津
空
港
便
。
知
床
連
峰
を
間
近

に
望
み
な
が
ら
高
度
を
下
げ
、
雲
海
を
抜
け
た

あ
た
り
で
広
大
な
牧
草
地
を
区
切
る
カ
ラ
マ
ツ

林
が
見
え
て
く
る
。

こ
れ
が
地
上
絵
の
正
体
。「
何
の
変
哲
も
な

い
林
」
に
し
か
見
え
な
い
の
は
、
高
度
不
足
の

せ
い
。
二
百
数
十
キ
ロ
上
空
を
飛
ぶ
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
の
宇
宙
飛
行
士
だ
け
に
許
さ
れ
た
感

動
な
の
だ
。

中
標
津
町
の
歴
史
小
説
家
、
佐
々
木
譲
さ
ん

（
52
）
は
「
グ
レ
ー
ト
・
グ
リ
ー
ン
・
グ
リ
ッ

ド
（
偉
大
な
る
緑
の
格
子
）」
と
呼
び
、「
意
識

の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
く
ぐ
ら
せ
る
」
こ
と
を
勧
め

る
。選

定
前
ま
で
は
誰
に
も
注
目
さ
れ
な
い
林
だ

33



知床半島 

標津 

野付半島 

根室 

根室半島 

別海 

中標津 

開陽台 摩周湖 

屈斜路湖 

▲ 

根釧台地の 
格子状防風林 

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

モ
デ
ル
ツ
ア
ー
を
実
施

●
守
る
会
●

道
が
「
北
の
遺
産
構
想
」
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
た

２
年
前
、
中
標
津
町
街
づ
く
り
推
進
室
の
係
長
だ
っ
た

矢
島
竜
二
さ
ん
（
49
）
は
、
い
ち
早
く
動
い
た
。「
日

本
一
の
防
風
保
安
林
を
守
る
会
」
を
立
ち
上
げ
、「
た

だ
の
林
」
に
し
か
見
え
な
い
防
風
林
の
壮
大
な
ス
ケ
ー

ル
を
エ
ン
デ
バ
ー
か
ら
の
写
真
を
見
せ
て
訴
え
た
。

選
定
後
の
７
月
に
行
わ
れ
た
「
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
」
で

は
、
視
界
３
３
０
度
の
開
陽
台
か
ら
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
を
実
施
。
手
前
に
格
子
状
防
風
林
、
背
後
に
国
後

島
を
眺
め
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
25
人
の
参
加
者
も
大
満

足
だ
っ
た
。

●
馬
の
道
●

「
３
Ｇ
Ｒ
」
の
名
づ
け
親
の
佐
々
木
さ
ん
は
、
中
標

津
町
の
市
街
地
か
ら
開
陽
台
ま
で
の
約
15
キ
ロ
を
「
馬

の
道
」
と
し
て
整
備
し
、
将
来
的
に
は
摩
周
湖
か
ら
根

室
海
峡
ま
で
を
結
ぶ
壮
大
な
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・

コ
ー
ス
構
想
を
あ
た
た
め
る
。

●
実
の
な
る
木
●

「
幅
１
８
２
メ
ー
ト
ル
の
防
風
林
を
３
分
割
し
、
中

央
の
60
メ
ー
ト
ル
を
広
葉
樹
に
植
え
替
え
た
ら
ど
う

か
」。
中
標
津
町
議
の
松
村
康
弘
さ
ん
（
49
）
も
ユ
ニ

ー
ク
な
提
案
を
す
る
。「
真
ん
中
に
実
の
な
る
木
を
植

え
れ
ば
、
子
供
た
ち
も
入
っ
て
行
く
だ
ろ
う
し
、
野
生

動
物
の
隠
れ
場
所
や
移
動
経
路
に
も
な
る
。
魅
力
的
な

林
に
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
」
と
期
待
す
る
。

っ
た
。
宇
宙
飛
行
士
に
な
っ
た
気
分
で
「
意
識

の
フ
ィ
ル
タ
ー
」
を
働
か
せ
よ
う
と
し
た
人
々

の
熱
意
が
「
た
だ
の
林
」
を
地
上
絵
に
変
え
た
。

そ
の
歴
史
は
約
１
０
０
年
前
に
さ
か
の
ぼ

る
。
開
拓
使
顧
問
の
米
国
人
、
ホ
ー
レ
ス
・
ケ

プ
ロ
ン
が
３
・
３
キ
ロ
ご
と
に
１
８
２
メ
ー
ト

ル
幅
の
防
風
林
の
設
定
を
提
唱
。
開
墾
も
防
風

林
を
残
す
形
で
行
わ
れ
た
が
、
や
が
て
薪
炭
材

や
坑
木
と
し
て
大
半
が
切
ら
れ
た
。

森
林
を
復
元
す
る
た
め
に
成
長
の
早
い
カ
ラ

マ
ツ
が
選
ば
れ
、
本
格
的
な
植
林
が
行
わ
れ
た

の
が
30
〜
40
年
前
。
防
風
と
防
霧
を
兼
ね
て
中

標
津
、
別
海
、
標
津
、
標
茶
の
４
町
の
総
面
積

１
万
５
７
０
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
植
え
ら
れ
た
。

大
地
が
雪
で
覆
わ
れ
る
冬
。
葉
を
落
と
し
た

カ
ラ
マ
ツ
林
の
格
子
は
、
と
り
わ
け
美
し
い
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
と
な
っ
て
地
球
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
宇
宙
へ
と
伝
え
る
。

中標津町開陽台から防風林の一部を展望できる

Data

●お問合せ先

中標津町経済振興課地域振興係

Tel. 01537-3-3111

格子状防風林が北海道遺産に選定されたことをきっかけに、中標
津町では平成14年9月、「地球環境ワイズユース大学」が開かれ
た。この発想のきっかけは「KJ法」で有名な川喜多二郎氏が学園
紛争時代に開いた「移動大学」にある。今回のワイズユース大学
では、都市計画や地域づくりの分野で活躍する社会人、学生と地
域住民の計35名が集い、3日間にわたって、ニセコ、十勝、九州
の阿蘇など全国各地で取り組まれているワイズユース（アウトド
ア、森づくり、グリーンストックなど）の事例について、その実
践者たちから講義を受けるとともに、自然散策や釣り、乗馬、カ
ヌーなどを実体験する現地講習も行った。

スペースシャトルから撮影された防風
林。格子状の様子が宇宙からでもよく分
かる。



石狩市では平成14年9月、石狩川
が北海道遺産に選定されたのを契機
に、「北海道遺産石狩川歴史・文化
伝承事業」を開催。この中では鮭地
びき網漁が32年ぶりに復活した。

石
狩
川結

実
し
た
川

静
め
る
努
力

3435

●お問合せ先

北海道遺産構想推進協議会

Tel.011-218-2858
石狩市経済部商工労働観光課

Tel.0133-72-3167

総 延 長：268km（日本第3位）

流域面積：14.330k㎡（日本第2位／北海

道全体の6分の1に相当し、48市

町村が連なる）

支　　川：大小70余り

Data

浦臼町晩生内

1981年8月の石狩川はんらんで冠
水した国道12号と函館本線。江別
市豊幌付近。（写真提供：毎日新聞社）

石
狩
川
は
大
雪
山
系
石
狩
岳
（
１
９
６
７
メ

ー
ト
ル
）
に
源
を
発
し
、
大
小
70
余
り
の
支
流

を
合
わ
せ
て
日
本
海
に
注
ぐ
大
河
川
で
あ
る
。

本
流
延
長
は
か
つ
て
日
本
第
２
位
だ
っ
た
が
、

治
水
の
た
め
の
直
線
化
工
事
な
ど
で
約
１
０
０

キ
ロ
短
縮
し
、現
在
は
２
６
８
キ
ロ
で
信
濃
川
、

利
根
川
に
次
い
で
第
３
位
。
流
域
面
積
は
利
根

川
に
次
ぐ
第
２
位
の
１
万
４
３
３
０
平
方
キ
ロ

に
及
び
、
北
海
道
の
総
面
積
の
６
分
の
１
を
占
め
る
。

◆
未
曽
有
の
水
害

81
年
８
月
３
日
。
サ
ハ
リ
ン
中
部
の
発
達
し
た
低
気
圧

か
ら
南
に
延
び
た
前
線
が
北
海
道
中
央
部
に
停
滞
し
て
い

た
。
こ
こ
に
北
上
し
た
台
風
12
号
の
影
響
で
石
狩
、
空
知

地
方
は
６
日
朝
ま
で
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。

総
雨
量
は
岩
見
沢
４
１
０
ミ
リ
、
札
幌
２
９
４
ミ
リ
に

達
し
、
被
害
は
死
者
２
人
、
家
屋
の
全
半
壊
22
戸
、
床
上

結
実
し
た
川

静
め
る
努
力



浸
水
４
８
１
９
戸
、
床
下
浸
水
１
万
５
４
４
３
戸
。
田
畑

の
被
害
は
７
万
３
８
２
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ん
だ
。

江
別
市
豊
幌
の
農
業
、
山
本
宏
さ
ん
（
45
）
は
、
石
狩

川
支
流
の
幌
向
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
水
が
自
宅
周
辺
の

水
田
に
押
し
寄
せ
る
光
景
を
忘
れ
ら
れ
な
い
。「
水
田
が

海
み
た
い
に
な
り
、
白
波
が
立
っ
て
い
た
。
生
き
た
心
地

が
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

和
人
に
よ
る
開
拓
が
始
ま
っ
て
１
３
０
年
余
り
。
ほ
ぼ

10
年
に
１
回
の
割
合
で
石
狩
川
の
流
域
を
洪
水
が
襲
っ
て

き
た
。
そ
の
中
で
、こ
の
洪
水
（
通
称
・
56
水
害
）
は
最
大
規

模
の
水
害
だ
っ
た
。千
歳
川
放
水
路
計
画
の
発
端
と
な
り
、

北
海
道
開
発
局
が
治
水
事
業
を
見
直
す
契
機
と
な
っ
た
。

◆
治
水
効
果

昨
年
９
月
９
日
か
ら
13
日
ま
で
、
道
内
は
停
滞
し
た
前

線
に
台
風
の
影
響
が
加
わ
っ
て
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ

た
。
石
狩
川
下
流
域
の
総
雨
量
は
１
７
２
ミ
リ
。
75
年
８

月
の
洪
水
発
生
時
に
匹
敵
す
る
雨
量
だ
っ
た
が
、
被
害
は

最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た
。

「
治
水
対
策
の
効
果
が
あ
っ
た
」
と
、
石
狩
川
開
発
建

設
部
の
高
橋
季
承
計
画
課
長
。
堤
防
の
か
さ
上
げ
、
川
の

し
ゅ
ん
せ
つ
・
掘
削
に
加
え
て
排
水
機
場
、
石
狩
放
水
路

の
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
。

高
橋
課
長
は
「
し
か
し
、
想
定
規
模
を
上
回
る
洪
水
が

発
生
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
」
と
慎
重
だ
。

◆
治
水
事
業
の
開
始

石
狩
川
で
１
８
９
８
（
明
治
31
）
年
、
大
規
模
な
洪
水

が
発
生
。
１
１
２
人
が
死
亡
し
18
万
６
０
０
０
戸
の
家
屋

が
被
害
を
受
け
た
。
本
格
的
な
治
水
事
業
の
着
手
の
き
っ

私
と
遺
産

石
狩
史
研
究
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

北
海
道
開
発
局
に
勤
め
て
い
た
坂
田
資
宏
（
も
と
ひ

ろ
）
さ
ん
（
71
）
＝
札
幌
市
南
区
＝
が
小
説
「
石
狩
川
」

に
出
合
っ
た
の
は
約
40
年
前
。
農
地
改
良
の
た
め
長
期

滞
在
し
た
当
別
町
内
の
寄
宿
先
で
読
み
、
史
実
と
符
合

す
る
地
名
、
登
場
人
物
な
ど
に
興
味
を
持
っ
た
。

坂
田
さ
ん
は
休
日
に
な
る
と
、
町
内
の
旧
家
を
訪
ね

て
モ
デ
ル
調
べ
を
始
め
た
。「
細
か
な
デ
ー
タ
は
違
っ

て
い
て
も
、
小
説
は
全
体
と
し
て
当
別
の
歴
史
そ
の
も

の
」
と
坂
田
さ
ん
。
い
つ
し
か
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な
り
、

開
発
局
を
定
年
退
職
後
は
当
別
町
の
歴
史
研
究
専
門
員

と
し
て
町
史
の
研
究
に
当
た
る
。

毎
週
３
回
、
町
中
心
部
の
ビ
ル
に
あ
る
当
別
歴
史
研

究
室
に
通
い
、
古
文
書
を
ひ
も
と
く
。
記
者
が
取
材
に

訪
れ
た
日
、
小
説
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
我
妻

謙
の
家
に
残
さ
れ
た
文
書
の
整
理
に
追
わ
れ
て
い
た
。

坂
田
さ
ん
は
「
当
別
移
住
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
戊
辰

戦
争
に
お
け
る
岩
出
山
藩
の
戦
い
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
」
と
い
う
。
歴
史
遺
産
と
し
て
も
、
石
狩
川
は

と
う
と
う
と
流
れ
続
け
る
。

か
け
に
な
っ
た
。

札
幌
農
学
校
工
学
科
第
一
期
生
で
、
の
ち
に
道
庁
石
狩

川
治
水
事
務
所
長
を
務
め
た
岡
崎
文
吉
（
１
８
７
２
〜
１

９
４
５
年
）
が
調
査
に
当
た
り
、
10
年
を
超
え
る
実
地
調

査
や
研
究
の
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
１
９
１
０
年
以
降
、
治
水
工
事
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
岡
崎
の
計
画
し
た
「
岡
崎
式
単
床
護
岸
（
コ
ン

ク
リ
ー
ト
マ
ッ
ト
レ
ス
）」は
、下
流
の
一
部
に
今
も
残
る
。

濁
流
に
感
じ
る
叙
情
―
―
明
治
初
期
の
石
狩
川

明
治
初
期
、
現
在
の
当
別
町
に
入
植
し
た
岩
出
山
藩
の

伊
達
邦
直
主
従
を
モ
デ
ル
に
し
た
本
庄
睦
男
（
１
９
０
５

〜
３
９
年
）
の
小
説
「
石
狩
川
」
は
、
開
拓
期
の
石
狩
川

を
描
く
。

新
た
な
開
拓
地
を
探
し
て
主
人
公
の
阿
賀
妻
謙
ら
が
ト

ウ
ベ
ツ
探
検
に
出
か
け
た
折
、
配
下
の
武
士
が
洪
水
で
濁

流
に
の
ま
れ
る
。
本
庄
は
「
暗
い
雨
空
を
う
つ
し
た
上
に
、

泥
土
や
砂
礫
（
さ
れ
き
）
を
溶
し
こ
み
、
く
す
ぶ
っ
た
色

で
さ
ま
ざ
ま
な
流
木
を
内
部
に
か
く
し
て
い
た
」
と
表
現

し
た
。

初
版
本
の
あ
と
が
き
で
本
庄
は
「
お
こ
が
ま
し
く
も
作

者
は
『
石
狩
川
』
の
興
亡
史
を
書
き
た
い
と
念
願
し
た
。

川
鳴
り
の
音
と
漫
々
た
る
洪
水
の
光
景
は
作
者
の
抒
情

（
じ
ょ
じ
ょ
う
）
を
掻
（
か
）
き
立
て
る
」
と
記
し
て
い

る
。「
川
鳴
り
の
音
と
漫
々
た
る
洪
水
の
光
景
」
は
、
本

庄
が
筆
を
執
っ
た
原
点
で
あ
り
、
石
狩
川
は
現
在
と
は
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
暴
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と

を
想
像
さ
せ
る
。



上
ノ
国
の
中
世
の
館

36

檜
山
管
内
上
ノ
国
町
の
夷
王
山
（
い
お
う
ざ
ん
）（
１

５
９
メ
ー
ト
ル
）
に
登
る
と
、
眼
下
に
天
ノ
川
が
日
本
海

に
注
ぎ
、
河
口
の
両
側
に
湾
曲
す
る
海
岸
線
を
一
望
で
き

る
。
中
腹
に
広
が
る
の
が
１
４
７
０
年
代
に
築
城
さ
れ
た

山
城
「
勝
山
館
」
の
跡
だ
。
城
に
は
推
定
２
０
０
戸
近
い

和
人
と
ア
イ
ヌ
民
族
と
が
一
緒
に
１
世
紀
以
上
も
暮
ら
し

て
い
た
。
現
地
に
立
つ
と
、
５
０
０
年
前
の
中
世
へ
の
ロ

マ
ン
を
い
や
応
な
し
に
か
き
た
て
ら
れ
る
。
23
年
前
に
始

ま
っ
た
発
掘
調
査
で
既
に
10
万
点
の
遺
物
を
掘
り
出
し
、

今
後
も
続
く
。

◆
ア
イ
ヌ
民
族
と

北
海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ
た
の
は
15
世
紀
の
和
人
の
山

城
、
勝
山
館
、
花
沢
館
と
洲
崎
館
の
跡
。
中
で
も
勝
山
館

跡
は
35
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
最
も
大
き
く
、
発
掘
も
先
行
し
て

い
る
。
二
つ
の
沢
に
挟
ま
れ
た
小
高
い
丘
と
い
う
地
形
を

利
用
し
た
自
然
の
砦
（
と
り
で
）
で
あ
り
、
漁
師
や
鍛
冶

屋
も
暮
ら
す
生
活
圏
だ
っ
た
。

勝
山
館
を
築
い
た
の
は
松
前
藩
の
祖
と
さ
れ
る
武
田
信

広
。
武
田
は
花
沢
館
の
あ
る
じ
、
蛎
崎
季
繁
の
客
将
と
し

て
１
４
５
７
年
の
ア
イ
ヌ
民
族
・
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
と
の
戦

い
に
勝
ち
、
そ
の
手
柄
で
洲
崎
館
を
築
き
、
や
が
て
新
し

く
築
造
し
た
勝
山
館
に
移
り
住
ん
で
地
歩
を
固
め
た
。

発
掘
調
査
で
、
館
の
背
後
の
６
５
０
基
の
墳
墓
群
か
ら

和
人
の
墓
の
間
に
ア
イ
ヌ
民
族
の
墓
も
確
認
さ
れ
、
両
者

の
「
混
住
」
が
確
定
的
と
な
っ
た
。
当
初
か
ら
発
掘
調
査

37

に
携
わ
る
同
町
教
委
文
化
財
課
主
任
学
芸
員
の
松
崎

水
穂
さ
ん
（
55
）
は
「
和
人
対
ア
イ
ヌ
と
い
う
対
立

的
な
図
式
で
は
こ
う
は
な
ら
な
い
。
お
互
い
に
受
け

入
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

館
主
が
住
ん
で
い
た
ら
し
い
住
居
跡
か
ら
、
専
用

井
戸
や
鉄
・
銅
の
加
工
場
跡
も
確
認
さ
れ
た
。
陶
磁

器
、
木
製
の
浮
き
（
漁
具
）、
ニ
シ
ン
や
マ
ダ
イ
の

骨
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
作
っ
た
と
み
ら
れ
る
シ
カ
や
ヒ

グ
マ
の
骨
の
狩
猟
道
具
（
骨
角
器
）
な
ど
、
人
々
の

館
で
の
暮
ら
し
の
遺
物
も
多
数
発
掘
さ
れ
た
。

◆
防
御
に
優
れ
た
館

勝
山
館
の
正
面
に
行
く
に
は
木
々
が
生
い
茂
り
、

Ｓ
字
カ
ー
ブ
の
上
り
坂
が
連
続
す
る
細
い
山
道
を
た

ど
る
ほ
か
な
い
。
館
を
攻
撃
す
る
側
は
見
通
し
が
利

か
ず
、自
分
を
防
御
兵
に
裸
で
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
。

15
分
ほ
ど
登
っ
て
よ
う
や
く
視
界
が
開
く
。
勝
山

館
は
段
々
畑
の
よ
う
に
３
段
の
平
坦
（
へ
い
た
ん
）

部
に
区
切
ら
れ
る
。
手
前
の
第
１
平
坦
部
と
中
央
部

の
第
２
平
坦
部
と
の
間
に
は
、
深
さ
８
メ
ー
ト
ル
の

Ｖ
字
形
の
空
堀
（
水
を
張
ら
な
い
堀
）
が
22
メ
ー
ト

ル
間
隔
で
２
列
横
た
わ
り
、
館
を
守
っ
て
い
る
。
空

堀
を
築
く
た
め
に
掘
り
取
っ
た
土
量
は
10
ト
ン
ダ
ン

プ
カ
ー
１
１
０
０
台
分
に
の
ぼ
っ
た
。

背
後
の
か
ら
め
手
に
た
ど
り
着
く
こ
と
も
地
形
的

に
難
し
く
、防
衛
能
力
に
優
れ
た
館
だ
っ
た
よ
う
だ
。

歴
史
の
ロ
マ
ン

か
き
た
て

歴
史
の
ロ
マ
ン

か
き
た
て

た
て
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江差 

上ノ国 

JR江差線 
上ノ国町役場 

江差木古内線 
夷王山 

松前 

日本海 

▲ 

▲ 

洲崎館跡 

勝山館跡 

花沢館跡 

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

新
た
な
観
光
地
に

勝
山
館
跡
が
北
海
道
遺
産
選
定
を
受
け
、
新
た
な
観

光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
江
差
、
上
ノ
国
、

松
前
の
３
町
を
結
ぶ
国
道
２
２
８
号
を「
歴
ま
ち
街
道
」

と
し
て
、
観
光
バ
ス
が
４
月
下
旬
か
ら
夷
王
山
駐
車
場

に
停
車
し
始
め
た
。

バ
ス
の
観
光
客
が
館
跡
の
近
く
を
探
訪
す
る
機
会
も

あ
る
。
上
ノ
国
町
企
画
政
策
課
の
疋
田
英
夫
課
長
は

「
段
階
的
に
整
備
し
積
極
的
に
公
開
し
た
い
。
03
〜
04

年
度
に
は
一
部
を
復
元
し
て
説
明
案
内
板
も
設
置
し
、

将
来
は
観
光
資
源
と
し
て
生
か
し
た
い
」
と
話
す
。

同
町
教
委
文
化
財
課
の
渡
部
孝
之
課
長
は
「
多
く
の

方
が
現
地
に
立
っ
て
、
中
世
の
人
々
の
生
活
を
実
感
し

て
ほ
し
い
。
北
海
道
に
、
開
拓
使
が
置
か
れ
る
前
の
歴

史
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た
う
え
で
、
北
海
道
の
歩
み

を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
力
説
す
る
。

Data

◆
町
民
参
加
の
発
掘

長
年
に
わ
た
る
発
掘
調
査
に
多
く
の
町
民
が
参
加
し

た
。
中
で
も
ベ
テ
ラ
ン
主
婦
３
人
は
、
豊
富
な
経
験
か
ら

得
意
分
野
ご
と
の
調
査
補
助
員
の
役
割
を
担
い
、
現
場
の

リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
だ
。

土
の
色
や
硬
さ
で
古
さ
を
判
断
す
る
土
層
の
識
別
は
、

上
ノ
国
町
豊
田
の
竹
内
江
美
子
さ
ん
（
48
）
に
任
せ
ら
れ

て
い
る
。「
子
供
が
風
邪
を
ひ
く
と
、
祖
父
母
に
預
け
て

発
掘
を
続
け
た
。
神
社
跡
か
ら
多
量
の
お
さ
い
銭
が
出
た

と
き
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

焼
き
物
の
見
分
け
方
が
得
意
な
同
町
大
留
、
山
崎
洋
子

さ
ん
（
55
）
は
「
茶
道
具
が
見
つ
か
っ
た
と
き
、
実
際
に

お
茶
を
た
し
な
ん
だ
生
活
が
あ
っ
た
と
知
り
、
す
ご
い
と

こ
ろ
だ
と
思
っ
た
」
と
興
味
津
々
。
建
物
に
詳
し
く
な
っ

た
同
町
大
留
萌
、
笠
谷
奈
智
子
さ
ん
（
49
）
は
「
土
の
下

に
柱
の
跡
が
あ
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
次
に
何

が
出
て
く
る
か
楽
し
み
」
と
好
奇
心
旺
盛
だ
。

現
場
か
ら
歴
史
を
解
き
明
か
す
の
は
町
民
の
手

だ
。
松
崎
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
が
得
意
分
野
を
見
つ
け
、

工
夫
を
重
ね
て
い
ろ
い
ろ
な
力
を
出
し
合
う
。
町
民

の
協
力
な
し
で
調
査
は
で
き
な
い
」
と
強
調
す
る
。

●お問合せ先

上ノ国町教育委員会文化財課 Tel.01395-5-2230
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ア
イ
ヌ
文
様

「
独
特
の
曲
線
美
」

求
め
る
名
工
の
血

二
風
谷
に
「
北
の
工
房
つ
と
む
」
と
い
う
木
彫
品
店

が
あ
る
。
店
主
の
工
芸
家
、
貝
澤
徹
さ
ん
（
43
）
は
今

年
２
月
、
第
35
回
北
海
道
ア
イ
ヌ
伝
統
工
芸
展
の
伝
統

工
芸
品
部
門
で
知
事
賞
を
獲
得
し
た
。
受
賞
作
品
は
、

直
径
70
セ
ン
チ
の
盆
。
モ
レ
ウ
や
ラ
ム
ラ
ム
ノ
カ
が
複

雑
に
絡
み
あ
っ
て
い
る
。

貝
澤
さ
ん
は
「
名
工
」
と
呼
ば
れ
た
ウ
ト
レ
ン
ト
ク

さ
ん
を
曽
祖
父
に
、
祖
父
も
父
も
工
芸
家
と
い
う
環
境

で
育
っ
た
。
高
校
卒
業
後
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
家
業

に
就
き
、ペ
ン
皿
を
手
は
じ
め
に
木
彫
品
を
制
作
し
た
。

ク
マ
や
フ
ク
ロ
ウ
を
彫
る
の
と
違
い
、
ア
イ
ヌ
文
様

に
心
理
的
な
抵
抗
が
あ
っ
た
。「
20
代
ま
で
『
ア
イ
ヌ

は
い
や
だ
。
ア
イ
ヌ
文
様
は
彫
り
た
く
な
い
』
と
思
っ

て
い
た
。
ア
イ
ヌ
文
様
を
最
初
に
彫
っ
た
の
は
32
歳
ぐ

ら
い
。
そ
の
こ
ろ
、
自
分
が
ア
イ
ヌ
で
あ
る
こ
と
に
対

応
で
き
、
受
け
流
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
。

二
風
谷
で
客
死
し
た
英
国
人
医
師
・
マ
ン
ロ
ー
の
ア

イ
ヌ
工
芸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
今
年
初
め
、
英
国
の
エ
デ

ィ
ン
バ
ラ
で
じ
っ
く
り
見
て
き
た
。
角
盆
、
小
刀
（
マ

キ
リ
）、
酒
を
神
に
捧
げ
る
は
し
（
イ
ク
パ
ス
イ
）
な

ど
の
文
様
に
、
貝
澤
さ
ん
は
目
を
み
は
っ
た
。「
マ
キ

リ
１
本
で
彫
っ
て
仕
上
げ
た
。
そ
れ
な
の
に
ラ
ム
ラ
ム

ノ
カ
は
私
の
作
品
よ
り
き
め
細
か
い
。
独
特
の
曲
線
も

美
し
か
っ
た
」。
自
分
も
そ
の
技
術
を
会
得
し
た
い
と

願
う
。

民
族
文
化
、

華
や
か
に
伝
え
る

民
族
文
化
、

華
や
か
に
伝
え
る

盆
を
彫
る
貝
澤
貢
男
さ
ん
（
平
取
町
在
住
）



ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
と
歴
史
は
平
取
町
の
個
性
だ
。

同
町
は
こ
の
個
性
を
町
外
に
強
調
す
る
計
画
だ
。

ま
ず
、
ア
イ
ヌ
文
様
を
基
本
に
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

作
成
す
る
。
町
外
へ
発
信
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス

タ
ー
に
印
刷
す
る
。

次
に
、
ア
イ
ヌ
語
に
由
来
す
る
町
内
の
地
名
を
調
査

し
、
研
究
者
や
町
民
が
自
由
に
検
索
し
て
そ
の
意
味
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
作
り
。
そ
の
土
地
に
03

年
度
か
ら
地
名
看
板
を
設
置
す
る
。

看
板
の
デ
ザ
イ
ン
に
ア
イ
ヌ
文
様
を
活
用
す
る
ア
イ

デ
ア
も
出
て
い
る
。

二
風
谷
工
芸
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
に
住
む
プ
ロ
の
工

芸
家
を
講
師
に
、
ア
イ
ヌ
文
様
の
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
を

手
ほ
ど
き
し
て
い
る
。
町
立
二
風
谷
ア
イ
ヌ
文
化
博
物

館
、
萱
野
茂
二
風
谷
ア
イ
ヌ
資
料
館
、
マ
ン
ロ
ー
記
念

館
と
と
も
に
民
族
文
化
を
人
々
に
伝
え
て
い
る
。

日
高
管
内
平
取
町
二
風
谷
に
あ
る
町
立
二
風
谷
ア
イ
ヌ

文
化
博
物
館
。
そ
の
展
示
室
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
ヌ
文

様
の
刺
し
ゅ
う
を
施
し
た
着
物
や
頭
巾
、
彫
刻
を
施
し
た

盆
や
た
ば
こ
入
れ
が
並
ぶ
。
天
井
か
ら
ア
イ
ヌ
文
様
の
15

枚
の
布
が
つ
り
下
げ
ら
れ
、
民
族
文
化
を
華
や
か
に
伝
え

て
い
る
。

◆
差
別
超
え
「
道
民
の
宝
」
に

同
博
物
館
と
近
所
の「
萱
野
茂
二
風
谷
ア
イ
ヌ
資
料
館
」

に
あ
る
生
活
用
具
１
１
２
１
点
が
今
年
２
月
、
国
の
重
要

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
指
定
文
化
財
に

刺
し
ゅ
う
や
、
切
り
抜
い
た
白
布
を
生
地
に
張
り
つ
け
る

切
伏
（
き
り
ぶ
せ
）、
彫
刻
で
ア
イ
ヌ
文
様
が
描
か
れ
る
。

同
博
物
館
の
学
芸
員
、
吉
原
秀
喜
さ
ん
（
44
）
は
、「
ち

ょ
っ
と
し
た
空
間
が
あ
れ
ば
文
様
を
施
す
習
慣
が
、
少
な

く
と
も
縄
文
期
以
来
受
け
継
が
れ
て
き
た
」
と
話
す
。

同
博
物
館
に
よ
る
と
、
成
人
前
の
娘
は
針
仕
事
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
義
務
だ
っ
た
。
若
い
男
性
に
自
分
が
刺
し

ゅ
う
し
た
手
甲
（
て
っ
こ
う
）、
脚
半
を
贈
る
の
は
「
妻

の
仕
事
を
一
通
り
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
。
ま
た
、
男
が
木
彫
り
が
上
手
な
の

は
、
刃
物
を
巧
み
に
使
え
る
証
拠
。
狩
猟
に
必
要
な
弓
矢

や
ワ
ナ
を
立
派
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
食
べ
物
に

困
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
意
味
に
な
る
。
年
ご
ろ
の
男
は

腕
に
よ
り
を
か
け
て
彫
り
物
を
し
て
好
き
な
娘
に
贈
っ
た

と
い
う
。

ア
イ
ヌ
文
様
の
基
本
は
、
渦
巻
き
（
モ
レ
ウ
）
と
げ
の

あ
る
形
（
ア
イ
ウ
シ
）
う
ろ
こ
（
ラ
ム
ラ
ム
ノ
カ
）
の
３

種
類
。
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
、
連
続
し
た
線
で
結
ん
で

い
く
。
吉
原
さ
ん
は
特
に
モ
レ
ウ
を
重
視
し
「
一
つ
の
要

素
、
パ
ー
ツ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
様
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
周
囲
に
展
開
す
る
役
割
を
持
つ
」
と
語
る
。

着
物
の
場
合
、
普
段
着
は
よ
そ
か
ら
侵
入
さ
れ
や
す
い

「
す
そ
」「
え
り
」「
そ
で
」
な
ど
に
文
様
を
描
い
た
。
渦

巻
き
や
と
げ
が
苦
手
な
悪
魔
を
追
い
払
う
意
味
が
あ
っ

た
。
踊
り
や
祭
礼
に
着
る
衣
服
は
背
中
や
全
身
に
文
様
が

描
か
れ
た
。

明
治
以
降
の
中
央
政
府
の
ア
イ
ヌ
同
化
政
策
の
た
め
、

サ
ケ
漁
、
入
れ
墨
、
ア
イ
ヌ
語
な
ど
多
く
の
ア
イ
ヌ
文
化

が
失
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
と
就
職
な
ど
実
生
活
の
不

利
の
た
め
「
ア
イ
ヌ
的
な
も
の
」
を
自
ら
避
け
る
傾
向
も

出
た
。
ア
イ
ヌ
文
様
の
伝
承
も
危
う
い
時
代
を
経
て
、
よ

う
や
く
道
民
の
宝
（
北
海
道
遺
産
）
と
認
め
ら
れ
る
時
代

が
来
た
。
今
、
ア
イ
ヌ
文
様
の
工
芸
家
は
道
内
で
数
百
人

に
の
ぼ
る
。

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

237
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萱
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●お問合せ先

平取町立二風谷アイヌ文化博物館

Tel.01457-2-2892



ワ
ッ
カ
原
生
花
園

私
と
遺
産保

存
し
後
世
に
伝
え
る

サ
ロ
マ
湖
の
開
口
部
に
通
じ
る
道
路
の
舗
装（
78
年
）

と
栄
浦
大
橋
の
架
橋
（
88
年
）
で
、
ワ
ッ
カ
原
生
花
園

を
訪
れ
る
マ
イ
カ
ー
が
急
増
し
た
。
所
か
ま
わ
ず
歩
き

回
る
観
光
客
に
草
花
は
踏
み
つ
け
ら
れ
た
。
自
動
車
の

タ
イ
ヤ
跡
が
刻
ま
れ
、
盗
掘
さ
れ
た
。
常
呂
町
教
委
文

化
財
係
学
芸
員
で
郷
土
研
究
同
好
会
事
務
局
長
の
佐
々

木
覚
さ
ん
（
54
）
は
「
楽
園
は
ひ
ん
死
の
状
態
に
陥
っ

た
」
と
話
す
。
だ
か
ら
「
車
の
乗
り
入
れ
禁
止
と
、
観

賞
を
散
策
路
か
ら
に
限
っ
た
の
は
大
英
断
で
し
た
」と
、

高
く
評
価
す
る
。

佐
々
木
さ
ん
は
94
年
か
ら
自
然
保
護
監
視
員
と
な
っ

た
。
徒
歩
で
園
内
を
回
り
、
花
の
状
態
を
見
て
日
誌
に

記
録
し
た
。

同
好
会
は
常
呂
町
の
歴
史
、
自
然
、
風
土
を
テ
ー
マ

に
「
常
呂
文
庫
」
を
15
回
発
刊
し
た
。「
ワ
ッ
カ
・
そ

の
自
然
」
を
執
筆
、
編
集
し
た
佐
々
木
さ
ん
は
「
単
な

る
ガ
イ
ド
に
終
わ
ら
ず
、
保
存
し
後
世
に
伝
え
る
こ
と

に
力
点
を
置
い
た
」
と
話
す
。

40

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

町
の
大
き
な
誇
り

―
―
常
呂
の「
自
然
環
境
保
全
宣
言
」

41

か
け
が
い
の
な
い
大
自
然
の
営
み
を
後
世
に
伝

咲き誇る花、空舞う野鳥
草原の道は「龍宮街道」
咲き誇る花、空舞う野鳥
草原の道は「龍宮街道」



え
、
人
類
の
未
来
を
共
有
す
る
た
め
に
…
…

常
呂
町
は
98
年
、
町
議
会
の
全
会
一
致
の
採
択
に
基

づ
い
て
「
ワ
ッ
カ
自
然
環
境
保
全
宣
言
」
を
し
た
。
同

町
の
長
谷
川
京
・
企
画
財
政
課
長
は
「
小
さ
な
町
の
大

き
な
誇
り
。
こ
れ
か
ら
も
官
、
民
、
学
が
一
体
で
花
園

を
守
り
ま
す
」
と
語
る
。

「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
・
ワ
ッ
カ
」。
84
年
か
ら
常
呂

高
校
が
全
生
徒
で
雑
草
の
ヨ
モ
ギ
駆
除
に
汗
を
流
す
。

「
ワ
ッ
カ
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
開
く
常
呂
小
の

子
供
た
ち
は
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
と
環
境
保
護
の
重

要
さ
を
学
ぶ
。

常
呂
農
協
青
年
部
は
「
花
と
羊
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
名
で
98
年
か
ら
花
園
に
羊
を
放
牧
し
、
そ
の
雑
草
駆

除
効
果
を
調
査
す
る
よ
う
東
京
農
大
に
依
頼
し
た
。

「
森
は
恋
人
・
川
は
仲
人
」
を
合
言
葉
に
、
30
年
前

か
ら
常
呂
川
上
流
の
山
と
流
域
に
植
樹
を
続
け
て
い
る

の
は
常
呂
漁
協
婦
人
部
。
こ
れ
ま
で
に
約
52
万
本
を
植

え
、
漁
協
創
立
１
０
０
周
年
の
２
０
１
２
年
ま
で
に
合

計
１
０
０
万
本
と
す
る
計
画
。
魚
を
増
や
す
「
魚
つ
き

林
」
の
成
長
を
見
守
る
。

原
生
花
園
の
拠
点「
ワ
ッ
カ
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」

で
、
植
物
の
写
真
パ
ネ
ル
や
「
ワ
ッ
カ
・
四
季
紀
行
」

ビ
デ
オ
を
観
賞
で
き
る
。
同
町
は
常
呂
遺
跡
の
出
土
品

を
展
示
し
た
「
遺
跡
の
館
」、
縄
文
・
擦
文
期
の
復
元

住
居
を
見
学
で
き
る
「
遺
跡
の
森
」
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、

観
光
客
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
計
画
だ
。

ワ
ッ
カ
原
生
花
園
は
、
網
走
国
定
公
園
に
あ
る
日
本
最

大
の
海
岸
草
原
。
年
間
３
万
４
０
０
０
ト
ン
の
水
揚
げ
を

誇
る
ホ
タ
テ
漁
業
、
国
内
最
多
の
２
５
０
０
カ
所
余
り
の

竪
穴
が
残
る
国
指
定
史
跡
・
常
呂
遺
跡
、
全
国
に
知
ら
れ

る
カ
ー
リ
ン
グ
と
並
び
、
５
１
０
０
人
の
常
呂
町
民
の
宝

だ
。常

呂
町
は
91
年
、
草
原
を
横
断
す
る
町
道
24
キ
ロ
か
ら

マ
イ
カ
ー
を
締
め
だ
し
散
策
路
と
し
た
。
年
間
約
４
０
０

０
万
円
に
の
ぼ
る
国
か
ら
の
道
路
交
付
金
を
返
上
す
る
と

い
う
つ
ら
い
決
断
だ
っ
た
が
、「
か
け
が
え
の
な
い
花
園

を
守
り
後
世
に
残
そ
う
」
と
い
う
強
い
思
い
が
勝
っ
た
。

約
１
万
年
前
、
段
丘
が
結
ば
れ
て
砂
州
と
な
り
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
と
サ
ロ
マ
湖
を
隔
て
た
。
そ
し
て
幅
２
０
０
〜

７
０
０
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
20
キ
ロ
の
草
原
が
生
ま
れ
た
。

「
地
球
の
造
形
芸
術
作
品
」
は
面
積
約
７
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
草
原
、
湿
原
、
砂
浜
、
湿
地
、
樹
林
地
帯
が
あ
り
、

多
様
で
豊
か
な
生
態
系
が
息
づ
い
て
い
る
。

「
ワ
ッ
カ
」
は
「
水
が
あ
る
と
こ
ろ
」
を
意

味
す
る
ア
イ
ヌ
語
の
「
ワ
ッ
カ
・
オ
・
イ
」。

こ
ん
こ
ん
と
わ
き
出
す
泉
が
草
原
の
生
命
を
は

ぐ
く
ん
で
き
た
。
風
が
強
く
、
土
質
の
水
は
け

が
良
い
た
め
樹
木
が
育
た
ず
草
原
が
生
ま
れ
た

と
い
う
。

春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
色
彩
と
香
り
の
豊
か

な
交
響
曲
を
奏
で
る
花
は
三
百
数
十
種
。
１
９

２
１
（
大
正
10
）
年
６
月
に
訪
れ
た
文
学
者
、

大
町
桂
月
は
色
と
り
ど
り
に
咲
き
誇
る
花
と
青

空
に
舞
う
野
鳥
に
心
を
奪
わ
れ
、
常
呂
か
ら
湧

別
に
通
じ
る
草
原
の
道
を
「
龍
宮
街
道
」
と
命
名
し
た
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
が
海
明
け
す
る
４
月
下
旬
、
紫
色
の

ス
ミ
レ
を
序
曲
に
黄
色
の
セ
ン
ダ
イ
ハ
ギ
の
群
落
が
春
ら

ん
ま
ん
を
奏
で
る
。
初
夏
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
エ
ゾ
ス
カ
シ

ユ
リ
、
エ
ゾ
キ
ス
ゲ
、
ス
ズ
ラ
ン
、
鮮
や
か
な
青
の
ム
シ

ャ
リ
ン
ド
ウ
、
真
紅
の
ハ
マ
ナ
ス
。
９
月
に
入
る
と
ア
ッ

ケ
シ
ソ
ウ
が
色
づ
き
、
紅
葉
と
サ
ロ
マ
湖
の
夕
日
に
観
光

客
は
息
を
の
む
。

草
原
に
隣
り
あ
っ
た
「
ワ
ッ
カ
の
森
」
に
ミ
ズ
ナ
ラ
、

カ
シ
ワ
の
大
木
が
生
い
茂
り
、
カ
ッ
コ
ウ
、
ウ
グ
イ
ス
、

ア
オ
サ
ギ
、ヒ
バ
リ
な
ど
１
２
４
種
の
鳥
が
鳴
き
交
わ
す
。

キ
タ
キ
ツ
ネ
、
エ
ゾ
シ
カ
、
エ
ゾ
リ
ス
も
姿
を
見
せ
る
。

「
龍
宮
街
道
」
で
潮
風
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
み
、

自
転
車
の
ぺ
タ
ル
を
踏
み
心
地
よ
い
汗
を
流
す
若
者
。
馬

車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
花
に
見
入
る
熟
年
夫

婦
。
観
光
客
は
１
年
で
８
万
人
を
超
え
る
。
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●お問合せ先

常呂町経済部産業課観光係

Tel.0152-54-2111
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咲き、1991年には植生環境の保全を目的に

一般車輛の乗入れが規制された。
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ア
イ
ヌ
語
地
名

私
と
遺
産

２
〜
３
割
、
原
形
と
ど
め
ず

旭
川
市
立
忠
和
中
校
長
の
尾
崎
功
さ
ん
（
58
）
は
８

月
に
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
地
誌
―
上
川
盆
地
の
川
と
山
」

を
自
費
出
版
し
た
。

「
こ
の
へ
ん
は
シ
カ
や
ク
マ
が
通
っ
た
ん
だ
な
と
か
、

イ
ト
ウ
が
い
た
ん
だ
な
と
か
、
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク

が
取
れ
た
ん
だ
な
と
か
―
―
。
ア
イ
ヌ
語
は
研
究
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
こ
の
地
域
が
か
つ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ

っ
た
の
か
連
想
で
き
る
ん
で
す
よ
」。
尾
崎
さ
ん
は
ア

イ
ヌ
語
研
究
の
魅
力
を
こ
う
語
る
。

尾
崎
さ
ん
が
研
究
に
取
り
組
ん
だ
の
は
名
寄
市
の
中

多
寄
小
校
長
だ
っ
た
５
年
前
、
松
浦
武
四
郎
セ
ミ
ナ
ー

で
研
究
発
表
し
た
の
が
き
っ
か
け
。
そ
の
後
、
ア
イ
ヌ

語
地
名
研
究
会
に
入
会
し
、
天
塩
川
流
域
の
ア
イ
ヌ
語

地
名
の
本
２
冊
を
出
版
し
た
。

今
回
は
上
川
地
方
の
ア
イ
ヌ
語
の
集
大
成
。石
狩
川
、

美
瑛
川
、
忠
別
川
、
愛
別
川
な
ど
９
河
川
の
流
域
を
調

べ
上
げ
た
。
２
〜
３
割
は
ア
イ
ヌ
語
地
名
の
原
形
を
と

ど
め
て
い
な
い
と
い
い
、
尾
崎
さ
ん
は
「
川
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
護
岸
に
な
り
、
東
２
号
川
と
か
面
白
み
の
な

い
名
前
が
つ
い
て
い
た
り
す
る
。
地
名
だ
け
は
残
し
た

い
」
と
力
を
込
め
る
。

「
ア
イ
ヌ
語
地
名
地
誌
」
は
１
２
０
０
円
。
旭
川
市

の
冨
貴
堂
書
店
で
扱
っ
て
い
る
。

自
然
、

命
が
宿
る
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自
然
、

命
が
宿
る



か
つ
て
旭
川
市
西
部
に
あ
る
山

の
大
き
な
岩
石
付
近
に
、
ワ
シ
や

タ
カ
が
生
息
し
て
い
た
。
ア
イ
ヌ

の
人
た
ち
は
い
つ
し
か
、
山
周
辺

の
地
域
を
「
チ
カ
プ
ニ
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
。「
チ
カ
プ
」
は

ア
イ
ヌ
語
で
鳥
、「
ニ
」
は
場
所

を
意
味
す
る
。

◆
か
つ
て
の
姿
、
連
想
で
き
る

旭
川
市
近
文
（
ち
か
ぶ
み
）
。

「
チ
カ
プ
ニ
」
が
音
訳
さ
れ
て
で

き
た
地
名
だ
。
か
つ
て
近
文
ア
イ

ヌ
コ
タ
ン
（
集
落
）
が
あ
っ
た
。

地
名
の
由
来
と
な
っ
た
岩
石
は
今
の
近
文
山
に
あ
り
、
そ

こ
か
ら
嵐
山
に
か
け
た
一
帯
は
聖
地
（
チ
ノ
ミ
シ
リ
）
で

も
あ
っ
た
。

「
ア
イ
ヌ
語
の
地
名
は
そ
こ
が
良
い
所
な
の
か
、
悪
い

所
な
の
か
。
何
が
採
れ
る
の
か
、
ど
ん
な
生
き
物
が
い
る

の
か
分
か
る
ん
だ
よ
。
子
供
の
こ
ろ
祖
母
か
ら
『
ウ
エ
ン

ナ
イ
に
は
行
く
な
』
と
言
わ
れ
た
。
悪
い
場
所
と
い
う
意

味
で
、行
っ
て
み
る
と
が
け
の
、ひ
ど
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
」。

近
文
で
生
ま
れ
育
っ
た
ア
イ
ヌ
の
杉
村
フ
サ
さ
ん
（
73
）

は
語
る
。
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
者
の
１
人
だ
。

近
文
か
ら
南
西
に
春
志
内
（
は
る
し
な
い
）
と
い
う
所

が
あ
る
。「
食
料
が
群
生
す
る
沢
」
と
い
う
意
味
の
ア
イ

ヌ
語
「
ハ
ル
ウ
シ
ナ
イ
」
が
由
来
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
南
西
に
、
景
勝
地
と
し
て
有
名
な
神
居
古
潭

（
か
む
い
こ
た
ん
）。「
カ
ム
イ
コ
タ
ン
」
は
「
神
の
居
所
」

と
い
う
意
味
だ
が
、
こ
こ
の
神
は
魔
神
。
川
の
流
れ
が
急

で
転
覆
事
故
が
相
次
ぎ
、
ア
イ
ヌ
に
恐
れ
ら
れ
て
い
た
と

い
う
。
点
在
す
る
岩
は
魔
神
が
退
治
さ
れ
、
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
た
も
の
と
い
う
伝
説
が
残
る
。

杉
村
さ
ん
が
子
供
の
こ
ろ
、
自
宅
の
窓
か
ら
遠
く
の

山
々
が
見
渡
せ
た
。
南
東
に
は
大
雪
山
系
、
北
西
に
は
嵐

山
。
近
く
に
は
小
川
が
せ
せ
ら
ぎ
、
ド
ジ
ョ
ウ
が
た
く
さ

ん
生
息
し
て
い
た
。
雪
解
け
に
な
る
と
、
母
と
と
も
に
山

で
木
を
採
取
。
ハ
ル
ウ
シ
ナ
イ
な
ど
で
山
菜
を
採
っ
て
は

保
存
し
た
。
い
ず
れ
も
厳
し
い
冬
へ
の
備
え
だ
っ
た
。
秋

に
は
川
に
サ
ケ
が
う
よ
う
よ
し
て
い
た
。

近
文
コ
タ
ン
は
今
は
な
い
。
嵐
山
公
園
に
あ
る
「
ア
イ

ヌ
伝
承
の
コ
タ
ン
」
な
ど
、
一
部
に
そ
の
名
残
が
あ
る
に

す
ぎ
な
い
。
ア
イ
ヌ
語
を
話
せ
る
人
も
い
な
く
な
っ
た
。

「
川
を
改
修
し
て
、
魚
を
住
め
な
く
し
て
。
洪
水
が
起

き
る
な
ら
、
そ
こ
に
住
ま
な
け
れ
ば
い
い
。
危
な
い
な
ら
、

川
に
近
づ
か
な
け
れ
ば
い
い
。
自
然
が
な
く
な
っ
た
の
は

く
や
し
い
よ
」。
杉
村
さ
ん
の
表
情
が
曇
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

道
な
ど
、
ア
イ
ヌ
語
併
記
の

看
板
設
置

北
海
道
の
地
名
の
う
ち
約
８
割
が
ア
イ
ヌ
語
由
来
と

さ
れ
る
。
北
海
道
開
発
局
や
道
は
、
ア
イ
ヌ
語
を
併
記

し
た
看
板
を
設
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

旭
川
市
は
昨
年
７
月
に
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
表
記
推
進

懇
談
会
」
を
設
置
、
学
者
や
ア
イ
ヌ
語
研
究
家
、
ア
イ

ヌ
民
族
の
市
民
の
計
７
人
で
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
97

年
の
ア
イ
ヌ
新
法
制
定
を
受
け
、
市
は
ア
イ
ヌ
文
化
の

振
興
策
を
検
討
し
て
い
た
。「
地
名
か
ら
入
れ
ば
市
民

が
ア
イ
ヌ
語
に
興
味
を
持
ち
、
文
化
に
も
関
心
を
持
つ

よ
う
に
な
る
」（
市
教
委
文
化
振
興
係
）
と
い
う
発
想

だ
。来

年
中
に
、
市
内
の
約
５
カ
所
に
ア
イ
ヌ
語
と
日
本

語
を
併
記
し
た
看
板
を
設
置
す
る
予
定
。
忠
別
川
、
牛

朱
別
川
、
神
居
古
潭
、
近
文
な
ど
約
30
カ
所
が
候
補
に

挙
が
っ
て
い
る
。

従
来
の
ア
イ
ヌ
語
を
併
記
し
た
看
板
に
は
、
ア
イ
ヌ

語
が
小
さ
く
表
記
さ
れ
由
来
の
分
か
ら
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
っ
た
。
同
文
化
振
興
係
は
「
ア
イ
ヌ
語
と
日
本
語
の

地
名
を
同
じ
大
き
さ
に
し
た
い
。
ど
う
し
て
こ
の
地
名

が
で
き
た
の
か
由
来
の
分
か
る
も
の
に
し
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

▲
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た。十勝からきたアイヌはそれを見て度肝を抜かれて帰っていった、というもの。



旧
国
鉄
士
幌
線
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
橋
梁
群

私
と
遺
産

残
し
た
い
輕
埋
も
れ
た
宝
輒

「
ひ
が
し
大
雪
ア
ー
チ
橋
友
の
会
」
の
事
務
局
長
と

し
て
、
保
存
運
動
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

が
角
田
久
和
さ
ん
（
50
）。
広
島
市
出
身
で
10
年
前
、

夫
人
の
実
家
が
あ
る
上
士
幌
町
に
移
住
し
た
。
本
業
は

角
田
建
築
事
務
所
を
経
営
す
る
一
級
建
築
士
。「
友
の

会
」
の
事
務
局
は
建
築
事
務
所
内
に
あ
る
。

角
田
さ
ん
ら
は
97
年
「
地
域
の
宝
さ
が
し
の
会
」
を

発
足
さ
せ
た
。
後
世
に
残
し
た
い
埋
も
れ
た
宝
の
発
掘

に
努
め
、
秋
に
掘
り
残
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
凍
結
を
経

た
翌
年
春
、
意
外
に
う
ま
い
こ
と
を
発
見
し
た
。
音
更

川
を
利
用
し
た
木
材
流
送
の
基
地
を
捜
し
、
馬
頭
観
音

を
探
っ
た
。
食
べ
物
や
花
、
動
物
も
宝
さ
が
し
の
対
象

だ
っ
た
。

ア
ー
チ
橋
も
、
も
ち
ろ
ん
貴
重
な
宝
。
だ
か
ら
、
ア

ー
チ
橋
を
取
り
上
げ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
呼
び
掛
け

に
応
じ
、
角
田
さ
ん
は
「
保
存
す
る
会
」
の
発
起
人
に

名
を
連
ね
た
。

「
ア
ー
チ
橋
の
活
用
で
全
国
か
ら
滞
在
型
観
光
客
を

呼
び
込
め
た
ら
町
お
こ
し
に
な
る
」
と
張
り
切
る
。

こ
の
橋
は
長
さ
１
３
０
メ
ー
ト
ル
。
糠
平
か
ら
十
勝
三

股
に
か
け
て
約
50
本
に
の
ぼ
る
旧
国
鉄
士
幌
線
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ア
ー
チ
橋
梁
群
の
中
で
、
最
も
長
い
。
柱
の
間
が
10

メ
ー
ト
ル
の
ア
ー
チ
が
11
基
連
続
し
、
薄
い
ベ
ー
ジ
ュ
色

が
美
し
い
。

近
く
で
見
る
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
壁
が
朽
ち
始
め
て

十
勝
管
内
上
士
幌
町
役
場
企
画
課
の
平
岡
崇
志
さ
ん

（
26
）
に
あ
る
日
、
同
行
を
お
願
い
し
た
。

同
町
の
市
街
地
か
ら
国
道
２
７
３
号
を
車
で
北
上
し
、

糠
平
湖
北
端
の
丸
山
橋
を
渡
っ
て
右
折
。
林
道
を
し
ば
ら

く
走
る
と
、
タ
ウ
シ
ュ
ベ
ツ
川
橋
梁
（
き
ょ
う
り
ょ
う
）

が
見
え
た
。

役
目
終
え
て
も

美
と
ど
め

44

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

45

旧
国
鉄
士
幌
線
の
廃
止
で
、
旧
国
鉄
清
算
事
業
団
は

上
士
幌
町
に
ア
ー
チ
橋
を
解
体
・
撤
去
す
る
方
針
を
示

し
た
。
解
体
の
危
機
を
前
に
、
北
海
道
産
業
考
古
学
会

は
97
年
７
月
、
同
町
で
「
上
士
幌
鉄
道
ア
ー
チ
橋
と
産

タウシュベツ



業
遺
産
の
保
存
活
用
」と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。

研
究
者
た
ち
は
「
ア
ー
チ
橋
の
保
存
運
動
に
乗
り
出
し

て
ほ
し
い
」
と
地
元
に
要
請
し
た
。

同
町
の
ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
「
地
域
の
宝
さ
が
し

の
会
」
が
こ
れ
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
同
会
を
母
体

に
同
年
10
月
「
ひ
が
し
大
雪
鉄
道
ア
ー
チ
橋
を
保
存
す

る
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。

署
名
運
動
や
保
存
活
用
策
の
提
言
な
ど
活
発
な
運
動

を
展
開
。
こ
の
運
動
が
上
士
幌
町
役
場
を
動
か
し
、
１

年
後
の
98
年
10
月
、
旧
国
鉄
清
算
事
業
団
が
同
町
に
橋

梁
群
と
線
路
跡
地
の
一
部
を
無
償
譲
渡
す
る
契
約
が
結

ば
れ
、
保
存
が
決
ま
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
こ
れ
ま
で
に

同
町
は
大
小
34
の
ア
ー
チ
橋
を
取
得
し
た
。
こ
の
う
ち

４
本
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

上
士
幌
町
役
場
で
は
企
画
課
ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り
推

進
室
が
ア
ー
チ
橋
梁
群
の
保
存
・
活
用
策
を
検
討
。
環

境
省
の
「
長
距
離
自
然
歩
道
構
想
」
に
沿
っ
て
、
旧
国

鉄
士
幌
線
線
路
跡
地
を
整
備
す
る
計
画
案
が
浮
上
し
て

い
る
。

民
間
レ
ベ
ル
で
は
「
保
存
す
る
会
」
を
継
承
し
て
99

年
10
月
、「
ひ
が
し
大
雪
ア
ー
チ
橋
友
の
会
」（
坂
本
徳

寧
会
長
、
会
員
２
３
６
人
）
が
発
足
。
ア
ー
チ
橋
散
策

地
図
の
作
製
や
遠
足
、
線
路
跡
地
の
草
刈
り
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
企
画
、
会
報
「
め
が
ね
橋
だ
よ
り
」
発
行
な
ど

活
発
に
活
動
し
て
き
た
。

こ
の
あ
と
、
写
真
集
の
出
版
や
ア
ー
チ
橋
利
用
プ
ラ

ン
作
り
を
計
画
。
登
録
文
化
財
が
あ
る
市
町
村
で
作
る

全
国
近
代
化
遺
産
活
用
連
絡
協
議
会
の
来
年
度
総
会
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
誘
致
し
、
ア
ー
チ
橋
の
保
存
・
活
用

に
弾
み
を
つ
け
た
い
考
え
だ
。

い
た
。
毎
年
、
秋
に
な
る
と
湖
の
水
位
が
上
昇
し
橋
は
水

没
。
水
位
が
下
が
る
１
月
に
は
再
び
湖
面
に
姿
を
現
す
た

め
「
幻
の
橋
」
と
も
言
わ
れ
る
。

こ
の
ア
ー
チ
橋
が
支
え
た
線
路
は
１
９
５
５
年
、
糠
平

ダ
ム
完
成
と
共
に
水
没
す
る
た
め
廃
止
さ
れ
た
が
、
橋
は

残
っ
た
。

国
道
に
戻
っ
て
再
び
北
上
す
る
と
約
５
分
後
、
第
５
音

更
川
橋
梁
（
長
さ
１
０
９
メ
ー
ト
ル
）
が
見
え
た
。
柱
の

間
が
10
メ
ー
ト
ル
の
ア
ー
チ
が
連
続
し
、
川
を
ま
た
ぐ
部

分
の
間
隔
は
23
メ
ー
ト
ル
。
さ
ら
に
数
分
後
、
第
６
音
更

川
橋
梁
（
長
さ
96
メ
ー
ト
ル
）
が
見
え
て
き
た
。
周
囲
の

樹
木
に
隠
れ
る
よ
う
に
、
け
わ
し
い
が
け
地
に
架
け
ら
れ

て
い
る
。

旧
国
鉄
士
幌
線
は
帯
広
駅
か
ら
上
士
幌
町
の
十
勝
三
股

駅
ま
で
延
長
78
・
３
キ
ロ
。
帯
広
〜
上
士
幌
間
が
１
９
２

６
年
に
開
通
し
、
39
年
に
十
勝
三
股
ま
で
延
び
た
。
線
路

は
音
更
川
の
渓
谷
に
沿
っ
て
い
た
た
め
多
く
の
橋
を
架
け

る
必
要
が
あ
り
、
大
雪
山
国
立
公
園
内
の
渓
谷
美
と
調
和

第
五
音
更
川
橋
梁

第三音更川橋梁

第
二
音
更
川
橋
梁
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帯広 

旧国鉄士幌線 

ひがし大雪博物館 

糠平湖 

層
雲
峡 ▲

 

▲ 狢はアーチ橋 

狢 
狢 
狢 狢 狢 
狢 

狢 
狢 狢 

狢 
狢 狢 
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●お問合せ先

上士幌町企画課 Tel.01564-2-2111
ひがし大雪アーチ橋友の会事務局

Tel.01564-2-3358

士幌線は十勝北部の農産物や森林資源の開発

に貢献したが、1000mで25m登る急勾配

と半径200mのカーブが続き、終着の十勝三

股駅は海抜661,8mという本格的な山岳鉄道

でもあった。そして音更川の渓谷に沿って作

られたため多くの橋を架ける必要があった

が、コストをおさえるために現地でとれる砂

利や砂を使って建設できること、また大雪山

国立公園内の渓谷美に合う橋にすることから

もアーチ橋を架けることとなった。

士幌線：1937年・上士幌～糠平間開通

39年・糠平～十勝三股間開通

78年・糠平～十勝三股間廃線

87年・帯広～糠平間廃線

Data

す
る
デ
ザ
イ
ン
に
し
よ
う
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
橋
を

採
用
し
た
。

士
幌
線
は
十
勝
北
部
の
森
林
資
源
と
農
作
物
の
輸
送
に

貢
献
し
た
が
、
車
社
会
の
到
来
で
78
年
に
糠
平
〜
十
勝
三

股
間
が
バ
ス
転
換
さ
れ
、
87
年
に
全
線
が
廃
止
さ
れ
た
。



摩
周
湖

私
と
遺
産自

然
が
く
れ
た
財
産

「
私
が
摩
周
湖
を
意
識
し
た
の
は
20
歳
代
半
ば
で
す
」。

摩
周
湖
世
界
遺
産
登
録
実
行
委
員
会
の
会
長
で
、
燃
料
販

売
業
を
営
む
桐
木
（
き
り
の
き
）
茂
雄
さ
ん
（
39
）
は
苦

笑
い
す
る
。

弟
子
屈
で
生
ま
れ
育
っ
た
桐
木
さ
ん
に
摩
周
湖
は
「
ご

く
普
通
の
湖
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
」。
高
校
卒
業
後
に

東
京
の
専
門
学
校
で
経
理
を
修
め
、
札
幌
の
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
販
売
会
社
に
３
年
勤
め
て
か
ら
家
業
を
継
い
だ
。

取
引
先
の
人
を
摩
周
湖
へ
案
内
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
見
慣
れ
た
摩
周
湖
へ
行
く
の
は
い
や
だ
っ
た
が
、
上
司

の
指
示
な
の
で
」
仕
方
な
し
に
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
っ
た
。

展
望
台
に
立
ち
、
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
風
景
と
す
が

す
が
し
い
空
気
に
「
自
分
の
町
に
こ
ん
な
に
す
ご
い
所
が

あ
っ
た
ん
だ
と
感
動
。初
め
て
摩
周
湖
を
意
識
し
ま
し
た
」

と
い
う
。

桐
木
さ
ん
は
、
仲
間
と
町
の
将
来
を
語
り
あ
い
「
摩
周

湖
を
核
に
経
済
、
文
化
、
教
育
を
考
え
よ
う
」
と
の
結
論

を
得
た
。「
そ
の
た
め
に
は
自
然
の
保
全
が
最
も
重
要
。

摩
周
湖
は
自
然
が
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
た
財
産
。
大
切

に
残
し
た
い
」
と
話
す
。
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屈
斜
路
カ
ル
デ
ラ
が
現
在
の
形
を
見
せ
始
め
た
７

０
０
０
〜
８
０
０
０
年
前
、
大
噴
火
で
山
が
消
え
、

大
地
が
陥
没
し
て
水
が
た
た
え
ら
れ
摩
周
湖
が
誕
生

し
た
。
阿
寒
国
立
公
園
の
な
か
で
も
特
に
、
原
始
の

自
然
に
囲
ま
れ
た
湖
は
訪
れ
る
人
の
心
を
捕
ら
え
て

放
さ
な
い
。
夏
の
湖
を
覆
う
変
幻
自
在
の
霧
、
霧
氷

が
輝
く
厳
寒
期
の
湖
。「
神
秘
の
湖
」
と
呼
ば
れ
る
。

周
囲
を
カ
ル
デ
ラ
壁
に
取
り
囲
ま
れ
た
湖
面
標
高

は
３
５
１
メ
ー
ト
ル
。
湖
面
面
積
19
・
２
平
方
キ
ロ

と
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
が
、
水
深
は
２
１
１
メ

ー
ト
ル
も
あ
る
。

こ
の
湖
は
不
思
議
な
こ
と
に
、
流
れ
込
む
川
も
流

れ
出
す
川
も
な
い
の
に
水
位
が
一
定
に
保
た
れ
て
い

る
。
鍋
形
の
湖
は
、
水
が
染
み
に
く
い
岩
盤
で
で
き

て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
う
え
、
水
が
通
り
や
す

い
地
層
が
湖
面
の
約
１
メ
ー
ト
ル
上
に
あ
り
、
外
輪

山
の
山
肌
か
ら
流
れ
込
む
水
が
そ
こ
か
ら
伏
流
水
と

し
て
流
れ
出
す
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

乳
白
色
の
霧
に
は
２
種
類
あ
る
。
地
元
の
人
が

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

世
界
遺
産
目
指
し
、

ご
み
減
量
に
挑
む

47



よ
そ
も
の
の
霧

自
前
の
霧

391

243

▲ 

▲ 網走 

川湯温泉 

釧路 

屈斜路湖 

美幌峠 

摩周湖 

弟
子
屈
町
は
摩
周
湖
を
は
じ
め
屈
斜
路
湖
、
硫
黄
山
、

川
湯
温
泉
と
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
昨
年
度
、
１

２
２
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
た
。
宿
泊
客
は
こ
の
う
ち

46
％
で
「
５
割
台
に
乗
せ
る
の
が
当
面
の
目
標
」（
伊
藤

昌
行
・
同
町
企
画
振
興
課
課
長
補
佐
）
と
い
う
。

同
町
は
今
年
度
初
め
て
、
昨
年
５
月
発
足
し
た
町
お
こ

し
グ
ル
ー
プ
「
摩
周
湖
世
界
遺
産
登
録
実
行
委
員
会
」

（
桐
木
茂
雄
会
長
、
２
０
０
人
）
に
85
万
円
を
助
成
し
た
。

同
委
員
会
は
勉
強
会
を
２
年
間
積
み
重
ね
、
摩
周
湖
を
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
加
え
る
運
動
を
始
め
た
。

同
委
員
会
は
昨
年
11
月「
北
の
大
地
か
ら
の
世
界
遺
産
」

を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
町
民
と
の
意
見
交

換
会
を
毎
月
開
き
、
今
月
20
日
、
摩
周
湖
の
ご
み
拾
い
を

す
る
。
11
月
に
は
「
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
。
世
界

遺
産
の
先
輩
、
屋
久
島
（
鹿
児
島
県
）
白
神
山
地
（
秋
田
、

青
森
県
）
か
ら
中
学
生
を
迎
え
る
。

同
委
員
会
は
今
年
８
月
、
摩
周
湖
展
望
台
に
通
じ
る
道

路
の
車
両
乗
り
入
れ
禁
止
、
電
気
バ
ス
の
運
行
、
展
望
台

付
近
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
山
ろ
く
へ
の
移
転
、
摩
周
湖
博

物
館
の
設
置
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
同
町

に
提
言
し
た
。

車
両
乗
り
入
れ
禁
止
は
、
市
街
地
と
川
湯
温
泉
地
区
に

駐
車
場
を
造
り
博
物
館
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
キ
ャ
ン
プ
場
を

併
設
す
る
構
想
と
一
体
化
し
て
い
る
。
そ
の
経
済
効
果
を

24
億
円
と
試
算
し
た
。

同
町
は
同
委
員
会
と
協
力
、
摩
周
湖
に
関
す
る
資
料
、

研
究
デ
ー
タ
の
収
集
を
行
い「
町
民
は
摩
周
湖
の
専
門
家
」

を
目
指
し
て
い
る
。「
守
る
も
の
が
　
こ
こ
に
あ
る
」。
同

委
員
会
の
ポ
ス
タ
ー
が
町
中
に
張
り
出
さ
れ
て
い
る
。

●お問合せ先

弟子屈町商工観光課観光振興係 Tel.01548-2-2191
弟子屈町企画振興課企画振興係 Tel.01548-2-2191

８
月
に
多
い
。
展
望
台
か
ら
見
る
と
、
カ
ル
デ
ラ
壁

を
霧
が
伝
い
下
り
る
様
子
や
、
湖
面
を
覆
う
霧
の
向

こ
う
に
摩
周
岳
を
望
む
、
雲
上
か
ら
の
よ
う
な
景
観

な
ど
、
そ
の
都
度
違
っ
た
表
情
が
見
ら
れ
る
。

冬
の
顔
は
「
霧
氷
」。
氷
点
下
20
度
を
超
え
る
厳

寒
の
な
か
で
霧
が
発
生
し
、
風
が
な
い
と
き
に
木
の

枝
に
咲
く
。
し
か
し
、
そ
の
氷
は
繊
細
で
、
日
が
当

た
る
と
10
分
余
り
で
消
え
て
し
ま
う
。

青
く
澄
ん
だ
湖
水
は
、
１
９
３
１
年
の
観
測
で
透

明
度
41
・
６
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
世
界
一
を
誇
っ

た
。
最
近
は
30
メ
ー
ト
ル
前
後
だ
が
、
そ
れ
で
も
世

界
屈
指
だ
。

湖
に
顔
を
出
す
小
さ
な
中
島
。
そ
の
昔
、
稚
内
の

方
に
い
た
首
長
が
殺
さ
れ
、
孫
を
抱
い
て
逃
げ
た
老

女
が
孫
を
見
失
い
、
捜
し
歩
い
た
末
に
摩
周
湖
で
寝

込
み
そ
の
ま
ま
島
に
な
っ
た
―
―
な
ど
と
伝
え
ら
れ

る
。

「
よ
そ
も
の
の
霧
」
と
呼
ぶ
霧
は
暖
流
と
寒
流
が
ぶ

つ
か
る
釧
路
沖
で
生
ま
れ
、
南
風
に
運
ば
れ
て
内
陸

に
入
り
込
み
釧
路
湿
原
、
根
釧
原
野
を
経
て
摩
周
湖

へ
た
ど
り
着
く
。

「
自
前
の
霧
」
は
気
温
と
湖
水
の
冷
た
さ
の
差
が

大
き
い
と
き
に
発
生
す
る
。
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
５
〜

湖面面積：19.2裄（長軸6.75袰、短経3袰）

湖面標高：海抜351m（周囲を海抜500～700m

のカルデラ壁が取り巻き、湖面との比高

は150～350mに及ぶ）

水　　深：最深211.4m（平均137.5m）

注入河川：なし

排水河川：なし

摩周湖宣言

本日ここに集まった摩周湖シンポジウム参加者は、

摩周湖や周辺環境の保全に向けて以下宣言します。

1.我々は、かけがえのない摩周湖の美しさを恒久的

に維持させていくために、摩周湖を中心とした周

辺地域の環境保全に全力を挙げて取り組み、環境

と調和したライフスタイルの実現を目指します。

1.我々は、摩周湖が北海道遺産に選定されたことを

郷土の誇りとし、これを契機として、摩周湖を含

めた郷土の宝を守り、後世に引き継いでいく精神

を育んでいくためにも、摩周湖がユネスコ世界遺

産に登録されるよう地元のみならず、全国の多く

の摩周湖ファンとともにそのための活動を行って

いきます。

平成13年11月18日

摩周湖シンポジウム参加者一同
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北
海
道
の
ラ
ー
メ
ン

私
と
遺
産

輕
横
綱
輒
に
対
抗
、
燃
え
る
旭
川

旭
川
市
の
人
気
ラ
ー
メ
ン
店
「
よ
し
乃
」
社
長
の
浦

野
勉
さ
ん
（
66
）
は
、
市
内
の
有
力
店
30
店
で
つ
く
る

「
ラ
ー
メ
ン
の
会
旭
川
」
会
長
。
ラ
ー
メ
ン
に
よ
る

輕
ま
ち
お
こ
し
輒
の
キ
ー
マ
ン
と
し
て
活
躍
す
る
。

「
札
幌
で
お
い
し
い
店
は
10
軒
に
３
軒
、
旭
川
で
は

10
軒
に
７
軒
―
―
と
い
う
の
が
東
京
の
ラ
ー
メ
ン
通
の

評
価
で
す
よ
」。
横
綱
ブ
ラ
ン
ド
「
札
幌
ラ
ー
メ
ン
」

へ
の
対
抗
心
を
燃
や
す
。
人
口
36
万
人
の
同
市
に
店
は

５
０
０
軒
前
後
。
市
内
で
２
年
以
上
営
む
こ
と
が
ラ
ー

メ
ン
の
会
の
入
会
条
件
で
、
そ
っ
く
り
社
団
法
人
「
北

海
道
全
調
理
師
会
」
に
加
入
す
る
。
ラ
ー
メ
ン
店
が
組

織
化
さ
れ
調
理
師
会
に
加
わ
る
の
は
、
全
国
的
に
も
異

例
だ
と
い
う
。

「
旭
川
ラ
ー
メ
ン
の
名
は
確
実
に
浸
透
し
て
い
る
。

『
他
流
試
合
を
恐
れ
ず
、
気
を
抜
く
な
』
と
会
員
に
は

っ
ぱ
を
か
け
て
い
ま
す
」

旭
川
市
生
ま
れ
の
夕
張
市
育
ち
。
郵
便
局
職
員
を
経

て
北
炭
夕
張
新
鉱
に
も
ぐ
っ
て
い
た
。
62
人
が
死
亡
し

た
65
年
の
ガ
ス
爆
発
事
故
を
間
一
髪
で
ま
ぬ
か
れ
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
転
進
。
31
歳
で
店
を
構
え
た
。「
最

初
の
５
年
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
」。
納
得
で
き

る
も
の
が
作
れ
る
ま
で
に
10
年
か
か
っ
た
。

「
有
力
専
門
店
を
集
め
た
、
全
国
組
織
を
作
り
た
い
」

と
壮
大
な
夢
を
胸
に
描
く
。

店
の
数
や
市
場
規
模
、
起
源
…

国
民
食
だ
け
ど
、

な
ぞ
が
山
盛
り

4849



25
件
の
北
海
道
遺
産
の
中
で
唯
一
「
味
覚
」
と
し
て
選

ば
れ
た
の
が
ラ
ー
メ
ン
だ
。カ
レ
ー
な
ど
と
並
ぶ
国
民
食
。

１
億
総
「
ラ
ー
メ
ン
評
論
家
」
と
い
っ
て
い
い
。
と
こ
ろ

が
、
正
確
な
市
場
規
模
も
歴
史
も
分
か
ら
な
い
。
全
国
ブ

ラ
ン
ド
「
札
幌
ラ
ー
メ
ン
」
に
対
し
て
、
旭
川
や
函
館
、

釧
路
な
ど
の
「
地
場
ラ
ー
メ
ン
」
が
続
々
と
名
乗
り
を
上

げ
て
輕
戦
国
時
代
輒
に
突
入
し
た
。

調
べ
て
み
る
と
謎
が
多
い
。
ま
ず
、
ラ
ー
メ
ン
店
の
数
。

店
の
業
界
団
体
が
な
い
た
め
、
道
製
麺
（
め
ん
）
協
同
組

合
に
聞
い
た
と
こ
ろ
「
専
門
店
も
あ
れ
ば
中
華
料
理
店
も

あ
り
、
軒
数
も
市
場
規
模
も
分
か
り
ま
せ
ん
」（
事
務
局
）。

行
列
の
で
き
る
店
も
あ
れ
ば
閑
古
鳥
の
鳴
く
店
も
あ
り
、

競
争
は
過
酷
。
ど
こ
か
で
閉
店
す
れ
ば
ど
こ
か
で
開
店
し

て
い
る
と
い
っ
た
あ
り
さ
ま
で
、
把
握
は
難
し
そ
う
だ
。

ル
ー
ツ
も
諸
説
ふ
ん
ぷ
ん
。
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
、

札
幌
・
北
大
前
で
麺
類
を
出
し
て
い
た
「
竹
谷
食
堂
」
の

中
国
人
料
理
人
の
肉
そ
ば
が
お
い
し
い
と
評
判
に
な
っ

た
。
こ
の
料
理
人
が
料
理
を
作
り
終
え
る
と
「
好
了
！

（
ハ
オ
・
ラ
ー
＝
出
来
た
）」
と
叫
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
、
店
主

が
「
ラ
ー
・
麺
」
と
名
づ
け
た
―
―
と
い
う
説
が
あ
る
。

東
京
・
浅
草
の
「
来
々
軒
」
が
明
治
の
終
わ
り
に
ラ
ー
メ

ン
を
出
し
た
、
と
い
う
異
説
も
。

戦
後
の
食
糧
難
で
ラ
ー
メ
ン
が
全
国
的
な
ブ
ー
ム
と
な

っ
た
の
は
確
か
な
よ
う
だ
。
特
に
北
海
道
で
は
、
富
良
野

や
美
瑛
な
ど
の
小
麦
地
帯
を
背
景
に
、
札
幌
や
旭
川
で
ラ

ー
メ
ン
店
が
激
増
。
そ
し
て
昭
和
40
年
代
、
札
幌
市
で
ス

ー
プ
に
み
そ
を
入
れ
る
革
命
的
メ
ニ
ュ
ー
が
出
現
し
、
札

幌
ラ
ー
メ
ン
を
全
国
ブ
ラ
ン
ド
に
押
し
上
げ
た
。

道
地
域
政
策
課
で
北
海
道
遺
産
の
指
定
に
携
わ
っ
た
横

田
喜
美
子
主
査
は
「
由
来
や
現
況
の
よ
く
分
か
ら
な
い
遺

産
と
い
う
の
も
、
ユ
ニ
ー
ク
で
す
よ
ね
」
と
笑
う
。

「
ラ
ー
メ
ン
業
界
は
個
人
主
義
の
世
界
」
と
、
道
内
有

名
店
社
長
は
打
ち
明
け
る
。「
ス
ー
プ
の
製
法
を
店
の
ス

タ
ッ
フ
が
盗
ん
で
他
店
に
売
り
、
訴
訟
ざ
た
に
な
る
な
ん

て
ザ
ラ
で
す
」。
社
長
は
規
模
を
拡
大
し
て
も
、
ス
ー
プ

の
製
法
は
決
し
て
社
員
に
教
え
な
い
と
い
う
。

味
も
盛
り
付
け
も
ま
ち
ま
ち
。
行
列
の
出
来
る
店
が
必

ず
し
も
お
い
し
い
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
が
ま
た
、
魅
力

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

「
札
幌
ラ
ー
メ
ン
」
に
対
す
る
「
地
場
ラ
ー
メ
ン
」

の
挑
戦
は
、
旭
川
市
で
始
ま
っ
た
。
同
市
観
光
課
の
長

谷
川
寛
治
課
長
は
「
旭
川
に
来
た
ら
、
と
に
か
く
ま
ず

ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る
―
―
が
、
観
光
客
の
常
識
」
と
い

う
。同

市
で
８
月
の
夏
祭
り
に
開
か
れ
る
「
ラ
ー
メ
ン
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
人
気
だ
。
目
抜
き
通
り
の
両
側
に

テ
ン
ト
が
並
び
、
味
を
競
う
。「
３
枚
１
０
０
０
円
」

の
チ
ケ
ッ
ト
で
食
べ
比
べ
も
で
き
る
。
ま
た
、
同
市
は

毎
年
、
横
浜
ド
ー
ム
で
「
ラ
ー
メ
ン
・
ナ
イ
タ
ー
」
と

銘
打
ち
、
観
客
に
３
０
０
０
食
の
旭
川
ラ
ー
メ
ン
を
配

る
。旭

川
市
を
追
撃
す
る
の
が
塩
ラ
ー
メ
ン
の
有
名
な
函

館
市
。
１
８
８
４
（
明
治
17
）
年
５
月
、
市
内
の
「
養

和
軒
」
が
１
杯
15
銭
で
売
り
出
し
た
南
京
ソ
バ
が
ル
ー

ツ
と
言
わ
れ
、
５
月
８
日
を
「
ラ
ー
メ
ン
の
日
」
に
指

定
。
ラ
ー
メ
ン
の
ま
ち
福
島
県
喜
多
方
市
に
学
び
、
函

館
市
内
の
専
門
店
が
共
通
の
の
ぼ
り
を
掲
げ
る
。

今
年
５
月
に
は
市
制
施
行
80
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
全
国
か
ら
有
名
店
を
呼
ん
で
「
函
館
塩
ラ
ー
メ
ン

サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
た
。

釧
路
市
や
岩
見
沢
市
で
も
「
地
場
の
味
」
を
活
発
に

売
り
出
す
動
き
。
ラ
ー
メ
ン
戦
国
時
代
を
ど
こ
が
勝
ち

抜
く
の
だ
ろ
う
か
。

●お問合せ先

北海道製麺協同組合 Tel.011-241-1770
（函館ラーメン）日の出製麺譁 Tel.0138-77-8189
（旭川ラーメン）旭川製麺譁 Tel.0166-82-3545
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小
樽
み
な
と
と
防
波
堤

私
と
遺
産

世
界
的
な
大
事
業

小
樽
市
在
住
の
小
説
家
、
蜂
谷
涼
さ
ん
（
40
）
に
、

小
樽
港
防
波
堤
建
設
を
題
材
に
し
た
著
書
「
海
明
け
」

（
昨
年
８
月
・
講
談
社
刊
）
が
あ
る
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
り
な
が
ら
、
困
難
を
極
め
た
防
波
堤
建
設
や
そ
れ

に
携
わ
っ
た
人
々
、
当
時
の
小
樽
の
世
相
を
描
き
、

「
小
樽
再
発
見
」
の
貴
重
な
資
料
と
も
な
っ
て
い
る
。

蜂
谷
さ
ん
は
小
樽
生
ま
れ
。
東
京
で
テ
レ
ビ
番
組
の

企
画
や
コ
ピ
ー
作
り
に
携
わ
る
傍
ら
文
筆
活
動
を
続

け
、
90
年
「
銀
の
針
」
で
第
11
回
読
売
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
大
賞
の
佳
作
を
受
賞
。
小
説
で
は

94
年
「
分
別
回
収
」
で
文
学
界
新
人
賞
候
補
に
、
96
年

「
煌
浪
の
岸
」
で
小
説
新
潮
長
編
新
人
賞
候
補
と
な
っ

た
。７

年
前
、
小
樽
に
戻
っ
て
か
ら
「
以
前
と
違
っ
た
視

点
で
小
樽
を
見
つ
め
た
い
」
と
題
材
を
考
え
た
。
高
台

に
あ
る
自
宅
か
ら
毎
日
、
港
と
防
波
堤
を
見
る
う
ち

「
グ
ロ
ー
バ
ル
と
い
う
言
葉
が
な
い
時
代
、
世
界
に
冠

た
る
防
波
堤
建
設
は
、
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で
壮
大
な

事
業
だ
っ
た
」
と
、
小
説
の
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
た
。

資
料
の
収
集
か
ら
書
き
上
げ
る
ま
で
約
１
年
。
物
語

は
明
治
・
大
正
時
代
の
小
樽
を
舞
台
に
、
独
立
心
旺
盛

な
女
性
が
逆
境
に
負
け
ず
に
道
を
切
り
開
き
、
そ
の
過

程
で
防
波
堤
建
設
の
指
揮
を
執
っ
て
い
た
幹
部
と
恋
心

を
抱
き
あ
う
ス
ト
ー
リ
ー
。
当
時
の
小
樽
の
繁
栄
ぶ
り

100
年
経
て
も

ゆ
る
が
ぬ
機
能

5051



ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

臨
海
公
園
な
ど
施
設
整
備
進
む

小
樽
市
港
湾
部
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
01
年
度
の
小

樽
港
の
貨
物
取
扱
量
は
２
３
３
０
万
ト
ン
に
の
ぼ
り
、

市
は
港
湾
関
連
施
設
の
整
備
を
順
次
進
め
て
い
る
。
港

に
近
接
し
て
、
か
つ
な
い
臨
海
公
園
（
１
万
２
８
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
）
運
河
公
園
（
７
７
６
２
平
方
メ
ー
ト

ル
）
築
港
臨
海
公
園
（
１
万
２
６
６
３
平
方
メ
ー
ト
ル
）

が
あ
り
、
市
民
や
観
光
客
が
憩
う
。

小
樽
港
の
歴
史
を
知
る
に
は
小
樽
開
発
建
設
部
の
小

樽
港
湾
建
設
事
務
所
に
隣
接
す
る
「
お
た
る
み
な
と
資

料
館
」（
築
港
２
の
２
）
が
最
適
。
港
の
推
移
を
写
真

や
文
献
、
ビ
デ
オ
で
紹
介
、
ケ
ー
ソ
ン
の
模
型
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
テ
ス
ト
ピ
ー
ス
の
実
物
、
工
具
類
な
ど
貴

重
な
資
料
が
多
い
。

小
樽
港
を
外
海
の
荒
波
か
ら
守
る
防
波
堤
は
大
き
く
分

け
て
三
つ
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
北
防
波
堤
が
明
治
時
代
、

国
内
初
の
長
大
堤
防
と
し
て
11
年
が
か
り
で
造
ら
れ
、
商

都
・
小
樽
の
繁
栄
の
足
が
か
り
に
な
っ
た
と
い
う
大
き
な

業
績
は
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
１
０
０
年
以
上
経

た
今
も
そ
の
機
能
に
少
し
も
ゆ
る
ぎ
な
く
、
当
時
の
輝
か

し
い
成
果
を
伝
え
る
第
一
級
の
遺
産
と
な
っ
て
い
る
。

北
防
波
堤
の
建
設
が
始
ま
っ
た
の
は
１
８
９
７
（
明
治

30
）
年
。
当
時
、
小
樽
港
は
石
炭
の
積
み
出
し
と
水
産
物

の
輸
送
で
重
要
性
が
増
し
、
外
国
貿
易
の
拠
点
も
視
野
に

入
れ
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
波
浪
に
よ
っ
て
荷
役
作
業
は

苦
難
を
強
い
ら
れ
、
船
の
沈
没
も
起
き
て
い
た
。
こ
の
た

め
、
旧
北
海
道
庁
は
国
の
威
信
を
か
け
て
防
波
堤
建
設
を

決
め
、
小
樽
築
港
事
務
所
の
初
代
所
長
に
後
に
「
港
湾
工

学
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
広
井
勇
・
工
学
博
士
（
１
８
６
２

〜
１
９
２
８
）
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
。

広
井
博
士
は
高
知
県
生
ま
れ
。
東
京
外
国
語
学
校
で
学

ん
だ
後
、
札
幌
農
学
校
２
期
生
と
な
り
、
新
渡
戸
稲
造
、

内
村
鑑
三
ら
と
研
さ
ん
を
積
み
、
卒
業
後
、
米
国
へ
留
学
。

橋
造
り
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
専

門
書
と
称
賛
さ
れ
た
。
広
井
博
士
は
頑
丈
で
耐
久
性
の
高

い
防
波
堤
を
目
指
し
た
が
、
本
州
の
防
波
堤
建
設
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
海
中
で
ひ
び
割
れ
す
る
な
ど
相
次

い
で
失
敗
し
て
い
た
た
め
、
ヒ
ン
ト
を
海
外
に
求
め
た
。

セ
イ
ロ
ン
（
現
ス
リ
ラ
ン
カ
）
の
コ
ロ
ン
ボ
港
防
波
堤

建
設
を
参
考
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
斜
め
に
積
み
、
脱
落
を
防

ぐ
と
と
も
に
隣
接
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
同
士
が
相
互
に
も
た
れ

あ
い
、
波
力
を
分
散
さ
せ
る
画
期
的
な
工
法
を
取
り
入
れ

た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
火
山
灰
を
配
合
し
て
耐
久
性
を
強

め
１
９
０
８
（
明
治
41
）
年
、
１
２
８
９
メ
ー
ト
ル
の
北

防
波
堤
が
完
成
し
た
。

こ
の
間
、
広
井
博
士
の
心
は
休
ま
る
こ
と
が
な
く
、
暴

風
の
日
、
防
波
堤
が
崩
れ
て
い
た
ら
自
決
し
よ
う
と
拳
銃

を
懐
に
し
の
ば
せ
て
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
る
。

広
井
博
士
の
後
を
継
い
だ
伊
藤
長
右
衛
門
・
第
２
代
所

長
は
陸
上
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
大
型
の
箱「
ケ
ー
ソ
ン
」

を
造
り
、
斜
路
で
海
に
滑
り
落
と
す
方
法
を
考
案
。
反
対

側
の
南
防
波
堤
と
中
央
の
島
防
波
堤
を
手
が
け
た
。

日
本
の
防
波
堤
建
設
の
試
金
石
と
な
っ
た
北
防
波
堤
を

命
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
広
井
博
士
の
志
と
、
そ
れ
に
伴

う
工
法
は
、
明
治
人
の
気
概
と
優
秀
な
技
術
の
証
し
と
し

て
今
も
生
き
続
け
て
い
る
。

や
風
俗
、
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
目
に
浮
か
ぶ
ほ
ど
丹

念
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

蜂
谷
さ
ん
は
「
人
が
国
家
を
ど
う
支
え
て
い
く
か
を

考
え
な
が
ら
執
筆
し
た
。
小
樽
港
を
題
材
に
書
き
た
い

こ
と
は
、
ま
だ
数
多
く
あ
り
ま
す
」
と
意
欲
を
燃
や
し

て
い
る
。

▲
 

▲ 

5

高島漁港 

北防波
堤 

島堤 南防波堤 

小樽港 

色内ふ頭 
港町ふ頭 中央ふ頭 

勝納
ふ頭
 

小樽運河 臨港線 

マイカル 
小樽 

札
幌 

南小樽 

小樽 小樽市役所 

余市 

建設：明治41年完成 総延長：1141m

Data

●お問合せ先

小樽市港湾部 Tel.0134-23-1107



北
海
道
大
学

札
幌
農
学
校
第
２
農
場

私
と
遺
産

旧
来
の
技
術
、き
ち
ん
と
残
す

第
２
農
場
の
建
物
内
に
は
、
北
海
道
開
拓
の
父
ケ
プ

ロ
ン
米
農
務
長
官
が
１
８
７
１
年
に
持
ち
込
ん
だ
リ
ー

パ
ー
（
麦
刈
り
取
り
機
）
な
ど
10
点
あ
ま
り
を
含
め
、

約
３
０
０
点
以
上
の
農
具
を
収
蔵
し
て
い
る
。
農
具
の

調
査
や
管
理
に
あ
た
っ
て
き
た
北
大
の
端
俊
一
教
授

（
農
業
機
械
学
）
は
「
札
幌
農
学
校
当
時
を
思
い
起
こ
さ

せ
る
。
敬
意
を
払
っ
て
い
る
」
と
愛
着
を
持
つ
一
人
だ
。

端
教
授
自
身
も
北
大
農
学
部
を
１
９
６
７
年
に
卒
業

し
た
。
ま
だ
第
２
農
場
が
利
用
さ
れ
て
い
た
大
学
４
年

の
時
に
、
種
牛
舎
で
数
日
間
、
行
っ
た
牧
草
の
乾
燥
実

験
が
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
卒
業
後
は
４
年
間

の
帯
広
畜
産
大
助
手
を
経
て
、
助
手
と
し
て
母
校
に
戻

っ
て
き
た
。

１
０
０
周
年
（
１
９
７
６
年
）
に
際
し
て
は
、
図
書

館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ー
ク
博
士
ら
が
開
拓
使
に

出
し
た
手
紙
を
手
が
か
り
に
農
具
の
由
来
を
た
ど
っ

た
。「
輸
入
さ
れ
た
農
具
は
当
時
の
日
本
の
経
済
水
準

か
ら
す
る
と
、
高
額
。
開
拓
使
が
農
学
校
に
力
を
入
れ

て
い
た
と
感
じ
た
」
と
言
う
。

第
２
農
場
の
一
般
公
開
に
関
す
る
専
門
委
員
会
委
員

長
を
４
月
か
ら
務
め
て
お
り
、「
新
し
い
も
の
に
目
が

行
き
が
ち
だ
が
、
今
ま
で
培
わ
れ
た
技
術
を
き
ち
ん
と

残
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
研
究
者
に
も
ぜ
ひ
活
用
し

て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

開
拓
の

原
点
を
見
る

5253
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獣医学部 

北18条通り 

中
央
通
り 西

5
丁
目
・
樽
川
通
り 

地
下
鉄
南
北
線
「
北
18
条
駅
」へ 

札幌農学校 
第2農場 

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

バ
ー
ン
の
一
般
公
開
、

今
後
も
年
２
回
程
度

北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
通
り
北
端
に
位
置
す
る
第

２
農
場
は
、
周
囲
の
騒
々
し
さ
と
は
対
照
的
に
ひ
っ
そ

り
と
し
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

入
り
口
近
く
の
事
務
所
で
警
備
員
が
24
時
間
態
勢
で

見
守
っ
て
い
る
が
、敷
地
内
に
自
由
に
出
入
り
で
き
る
。

カ
メ
ラ
や
絵
筆
を
手
に
し
た
市
民
や
道
外
か
ら
の
観
光

客
が
訪
れ
る
、
輕
オ
ア
シ
ス
的
存
在
輒
で
も
あ
る
。

施
設
の
文
化
的
価
値
を
伝
え
よ
う
と
、
00
年
１
月
の

大
学
評
議
会
は
、
整
備
計
画
を
決
定
し
、
こ
れ
ま
で
閉

鎖
し
て
管
理
し
て
い
た
モ
デ
ル
バ
ー
ン
や
コ
ー
ン
バ
ー

ン
の
内
部
の
一
般
公
開
へ
の
道
を
開
い
た
。

一
般
公
開
は
北
大
創
立
１
２
５
周
年
の
昨
年
と
、
今

年
６
月
の
大
学
祭
、
今
年
10
月
の
３
回
し
か
行
わ
れ
て

い
な
い
。
一
方
で
整
備
は
、
敷
地
に
砂
利
を
敷
い
た
歩

道
や
順
路
の
標
識
を
設
置
し
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
進

ん
で
い
る
。

一
般
公
開
は
、
市
民
が
建
物
内
部
を
目
に
す
る
貴
重

な
機
会
。今
後
も
年
２
回
程
度
公
開
し
て
い
く
方
針
で
、

端
教
授
は
「
モ
デ
ル
バ
ー
ン
の
家
畜
房
に
牛
の
模
型
を

置
く
な
ど
、
当
時
の
様
子
を
復
元
し
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
て
い
る
。

「
第
２
農
場
」
は
、
北
海
道
畜
産
の
発
祥
の
地
。
札
幌
市
北

区
北
18
西
８
の
北
海
道
大
学
構
内
に
あ
り
、
国
内
最
古
の
洋
式

農
業
建
築
物
の
モ
デ
ル
バ
ー
ン
（
模
範
家
畜
房
）
コ
ー
ン
バ
ー

ン
（
穀
物
庫
）
な
ど
が
建
ち
並
ぶ
。
69
年
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
。

第
２
農
場
は
、
北
大
の
前
身
、
札
幌
農
学
校
が
開
校
し
た
１

８
７
６
（
明
治
９
）
年
の
直
後
か
ら
１
９
６
７
年
ま
で
続
い
た

研
究
施
設
で
、
家
畜
を
使
っ
た
洋
式
農
法
を
実
践
し
た
。
１
万

９
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
内
に
モ
デ
ル
バ
ー
ン
や
コ
ー

ン
バ
ー
ン
、
種
牛
舎
、
牧
牛
舎
、
脱
ぷ
室
・
収
穫
室
・
動
力
室
、

秤
量
場
、
釜
場
、
精
乳
場
、
事
務
所
の
計
９
棟
が
現
存
す
る
。

モ
デ
ル
バ
ー
ン
は
、
牛
と
馬
の
家
畜
房
や
牧
草
の
乾
燥
室
を

備
え
る
。
木
造
２
階
建
て
で
、
建
て
床
面
積
は
４
７
６
・
９
平

方
メ
ー
ト
ル
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
の
家
畜
房
に
な
ら

っ
て
、
同
大
出
身
の
札
幌
農
学
校
第
２
代
教
頭
、
ホ
イ
ラ
ー
氏

が
設
計
し
た
。
初
代
教
頭
、
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
「
北
海
道
農
業

の
模
範
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
が
名
称
に
込
め
ら
れ

た
と
い
う
。

コ
ー
ン
バ
ー
ン
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
貯
蔵
す
る
施
設
。
高

床
式
の
木
造
２
階
建
て
で
、ね
ず
み
返
し
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

１
階
は
す
の
こ
張
り
で
、
通
気
の
よ
い
構
造
。
建
て
床
面
積
は

１
１
０
平
方
メ
ー
ト
ル
。

と
も
に
建
築
物
と
し
て
も
貴
重
な
価
値
を
持
つ
。
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
の
起
源
と
い
わ
れ
る
「
バ
ル
ー
ン
フ
レ
ー
ム
方
式
」
を

採
用
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

第
２
農
場
の
歴
史
は
、
開
校
当
時
の
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
大
農

経
営
構
想
か
ら
始
ま
る
。
１
戸
の
酪
農
家
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
、

北
海
道
開
拓
の
模
範
農
場
と
し
て
発
足
し
た
。
中
核
施
設
の
モ

デ
ル
バ
ー
ン
と
コ
ー
ン
バ
ー
ン
は
、
開
校
翌
年
に
完
成
し
た
。

以
前
は
現
在
の
図
書
館
周
辺
に
あ
っ
た
が
、
総
合
大
学
へ
発
展

す
る
過
程
の
１
９
１
１
（
明
治
44
）
年
に
現
在
地
に
移
転
し
た
。

72
〜
80
年
に
修
復
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
第
２
農
場
で
飼
育
さ
れ
た
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
血

統
は
同
大
学
で
今
も
脈
う
ち
、
こ
れ
ま
で
の
出
産
数
は
雌
雄
と

も
に
１
０
５
０
頭
を
超
え
る
と
い
う
。

Data

●お問合せ先

北海道大学総合博物館 Tel.011-706-2658



姥
神
大
神
宮
渡
御
祭

「
エ
ン
ヤ
、
エ
ン
ヤ
」
の
掛
け
声
と
共
に
、
若
者
た
ち
が
13

台
の
山
車
（
や
ま
）
を
引
っ
張
り
、
笛
や
太
鼓
で
囃
子
（
は
や

し
）
を
か
き
鳴
ら
し
た
。
人
口
約
１
万
１
０
０
０
人
の
檜
山
管

内
江
差
町
は
異
様
な
熱
気
に
包
ま
れ
た
。
毎
年
８
月
９
〜
11
日

古い街並みに異様な熱気

雰囲気高揚
光と囃子

5455

に
行
わ
れ
る
渡
御
祭
。
町
内
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
は
１
年
前
か
ら

予
約
で
埋
ま
り
、
６
万
人
と
も
７
万
人
と
も
い
わ
れ
る
江
差
出

身
者
が
帰
省
し
祭
り
に
命
を
燃
や
す
。
そ
の
熱
狂
を
リ
ポ
ー
ト

す
る
。

◆
山
車

１
４
４
７
（
文
安
４
）
年
の
創
立
と
言
わ
れ
る
姥
神
（
う
ば

が
み
）
大
神
宮
。
社
殿
が
現
在
の
位
置
に
移
さ
れ
た
１
６
４
４

（
正
保
元
）
年
に
祭
り
が
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
各
町
内



が
誇
る
13
台
の
山
車
は
、
朱
塗
り
が
基
本
。
旗
や
提
灯
（
ち
ょ

う
ち
ん
）
で
豪
華
に
飾
ら
れ
、
祭
り
の
主
役
を
演
じ
る
。

松
宝
丸
（
陣
屋
町
、
海
岸
町
）
は
北
前
船
を
か
た
ど
っ
た
。

そ
の
他
の
12
台
は
２
段
構
造
。
上
段
に
歴
史
上
の
人
物
の
像
を

乗
せ
、
下
段
で
太
鼓
を
た
た
く
。

山
車
の
サ
イ
ズ
は
高
さ
約
４
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
３
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
約
４
メ
ー
ト
ル
。
松
宝
丸
だ
け
は
低
く
て
縦
長
だ
が
、
そ

の
分
、
松
を
あ
し
ら
っ
た
大
き
な
帆
を
掲
げ
て
い
る
。
神
功

（
じ
ん
ぐ
う
）
皇
后
の
京
人
形
が
乗
っ
た
神
功
山
（
愛
宕
町
）

と
松
宝
丸
は
道
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

山
車
と
共
に
奏
で
ら
れ
る
囃
子
は
京
都
・
祇
園
の
流
れ
を
く

む
。
行
進
し
て
い
る
と
き
の
滑
ら
か
な
「
行
き
山
」
神
社
や
各

家
の
前
で
止
ま
る
と
き
の
荘
厳
な
「
立
て
山
」
宿
に
帰
る
と
き

の
テ
ン
ポ
の
速
い
「
帰
り
山
」
と
使
い
分
け
ら
れ
る
。

◆
宵
宮
祭

祭
り
初
日
の
９
日
は
宵
宮
祭
。「
魂
入
れ
」
の
後
、
子
供
た

ち
が
町
内
で
山
車
を
引
き
回
し
た
。
夜
、
行
列
の
先
頭
を
行
く

山
車
が
神
前
で
決
め
ら
れ
た
。

◆
本
祭
初
日

10
日
、
各
町
内
か
ら
山
車
が
姥
神
大
神
宮
に
集
合
。
午
後
１

時
ご
ろ
、
猿
田
彦
と
神
輿
（
み
こ
し
）
の
神
社
行
列
を
先
頭
に
、

上
町
地
区
に
渡
御
行
列
が
出
発
し
た
。
昼
は
子
供
た
ち
が
中
心

で
、
笛
を
吹
く
の
も
太
鼓
を
打
つ
の
も
子
供
た
ち
。
大
人
は
あ

ま
り
顔
を
見
せ
な
い
。
今
年
の
祭
り
は
、
小
雨
の
降
る
あ
い
に

く
の
天
気
だ
っ
た
が
、
子
供
た
ち
の
奏
で
る
荘
厳
な
囃
子
が
古

い
街
並
み
に
マ
ッ
チ
し
て
神
秘
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

そ
し
て
夜
。
大
人
の
数
が
一
挙
に
増
え
て
祭
り
気
分
が
み
な

ぎ
っ
た
。
山
車
を
引
っ
張
る
男
た
ち
は
、
行
く
先
々
の
家
々
に

「
結
構
な
お
祭
り
で
」
と
あ
い
さ
つ
し
て
、
ず
か
ず
か
と
入
っ

て
い
っ
た
。
家
人
は
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず
、
ご
ち
そ
う
や
酒
を
振

る
舞
い
ご
祝
儀
を
渡
し
た
。
男
た
ち
も
ど
の
山
車
の
所
属
か
を

示
す
名
刺
を
渡
し
、
時
に
は
お
礼
の
切
り
声
を
大
声
で
歌
っ
た
。

ご
祝
儀
の
よ
く
出
る
家
に
は
長
く
と
ど
ま
っ
た
。
祭
り
の
経
費

は
ご
祝
儀
で
ま
か
な
わ
れ
る
た
め
、
各
山
車
は
必
死
だ
。
も
っ

と
も
、
結
局
は
持
ち
出
し
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。

午
後
７
時
ご
ろ
、
愛
宕
町
の
狭
い
道
を
電
灯
を
き
ら
め
か
せ

て
山
車
が
行
進
。
囃
子
は
激
し
く
大
き
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

午
後
10
時
ご
ろ
、
大
神
宮
の
鳥
居
前
に
集
合
。
夜
の
間
も
小
雨

は
断
続
的
に
降
っ
て
い
た
が
、
祭
り
の
テ
ン
シ
ョ
ン
は
上
が
る

ば
か
り
だ
っ
た
。
山
車
の
行
進
の
間
に
、
姥
神
大
神
宮
で
午
後

９
時
か
ら
神
事
「
宿
入
れ
の
儀
」。
町
内
を
練
り
歩
い
た
３
基

の
神
輿
が
戻
っ
た
。

た
い
ま
つ
の
炎
で
参
道
を
掃
き
清
め
、
白
い
衣
の
男
た
ち
が

神
輿
を
担
ぎ
参
道
を
通
っ
て
石
段
を
駆
け
上
が
っ
た
。
拝
殿
に

入
ろ
う
と
す
る
が
、
一
度
で
は
神
に
許
さ
れ
な
い
。
１
基
目
は

７
回
目
、２
基
目
は
５
回
目
、３
基
目
は
３
回
目
で
や
っ
と
納
め

ら
れ
た
。
最
後
の
神
輿
が
拝
殿
に
納
め
ら
れ
た
瞬
間
、
息
を
の

ん
で
い
た
観
衆
か
ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

◆
最
終
日

11
日
、
山
車
は
下
町
地
区
を
行
進
。
昼
間
は
前
日
と
変
わ
ら

な
い
が
、
夜
、
祭
り
は
最
大
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
た
。

午
後
９
時
半
ご
ろ
、
山
車
が
繁
華
街
の
新
地

町
に
集
合
。
山
車
を
紹
介
し
「
２
日
間
の
巡
行
、

ご
苦
労
様
で
す
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
た
び

に
歓
声
が
上
が
っ
た
。

照
明
に
輝
く
13
台
が
通
り
に
並
び
、
そ
れ
ぞ

れ
固
有
の
囃
子
を
奏
で
る
様
は
ま
さ
に
壮
観
。

江
差
の
中
心
街
の
通
り
が
、
山
車
と
観
客
で
す

し
詰
め
状
態
に
な
っ
た
。
山
車
の
照
明
と
ネ
オ

ン
が
熱
狂
す
る
人
達
の
顔
も
照
ら
し
出
し
、
光

と
歓
声
と
囃
子
が
ま
ち
を
包
み
込
ん
だ
。

山
車
を
引
っ
張
っ
て
き
た
若
者
た
ち
が
、
最

も
熱
狂
す
る
の
が
「
ば
か
囃
子
」
だ
。
若
者
ら
は
「
１
銭
け
れ
、

１
銭
け
れ
。
１
銭
も
ら
っ
て
何
す
ん
の
！
」
と
絶
叫
。
太
鼓
の

た
た
き
手
は
力
の
限
り
ば
ち
を
振
る
い
、
山
車
の
上
に
乗
り
電

線
か
ら
山
車
を
守
る
「
線
取
り
」
が
棒
を
床
に
た
た
き
つ
け
た
。

若
者
た
ち
は
何
か
に
つ
か
れ
た
よ
う
に
肩
を
組
ん
で
激
し
く
騒

ぎ
、
息
を
つ
く
間
も
な
く
何
十
分
も
囃
子
を
続
け
た
。
感
極
ま

っ
て
泣
き
出
し
て
し
ま
う
若
い
男
性
の
姿
も
あ
っ
た
。

◆
祭
り
の
あ
と

祭
り
が
終
わ
っ
て
も
、
山
車
は
な
か
な
か
動
こ
う
と
し
な
い
。

何
度
も
注
意
さ
れ
「
か
え
り
山
」
を
奏
で
な
が
ら
、
名
残
を
惜

し
み
、
し
ぶ
し
ぶ
と
引
き
揚
げ
宿
に
山
車
を
戻
し
た
。

そ
の
あ
と
、
静
か
に
祝
宴
が
開
か
れ
た
。
み
ん
な
疲
れ
き
っ

て
い
る
。
何
か
を
や
り
遂
げ
た
よ
う
な
、
そ
れ
で
い
て
寂
し
げ

な
表
情
。
清
正
山
の
頭
取
・
番
重
守
さ
ん
（
57
）
は
「
祭
り
が

終
わ
る
と
寂
し
く
な
る
。
で
も
明
日
か
ら
は
も
う
、
次
の
祭
り

が
早
く
こ
な
い
か
と
頭
の
中
で
考
え
出
し
て
し
ま
う
ん
だ
」
と

笑
っ
た
。

祭
り
の
数
日
後
に
の
ぞ
い
た
祭
り
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
姥

神
大
神
宮
祭
ま
で
あ
と
３
６
０
日
」
と
書
き
込
ん
で
あ
っ
た
。

姥神大神宮 

227
鴎島 

開陽丸 

追分会館 江差町役場 

江差署 

（上町巡行） （下町巡行）

山車の巡行コース 
JR江差駅 

新地町繁華街 

●お問合せ先

江差町観光協会 Tel.01395-2-4815
江差町商工観光課 Tel.01395-2-1020

Data
日程：8月9日～11日（毎年）

人出：3日間で約7万人

山車：13基
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9月 

 ６～８日 「もっと北海道フェア」へのブース出展⑨ 

 １４日 「炭鉱地域づくりサミット」出席（赤平市） 

 ２１日 「石狩川歴史・文化伝承事業～鮭地びき網実演」出席 

  （石狩市）⑩ 

 ２９日 「市電フェスティバル」出席（札幌市） 

 ３０日 「絵手紙・写真コンクール」入選作品展示会⑪ 

10月 
 ２６～２７日 「北海道遺産セミナーｉｎ函館」開催 

　　　　　　　（Ⅰ）「家庭でできる本格的な函館塩ラーメンの作り方」 

　　　　　　　（Ⅱ）「路面電車の車庫見学と函館山の散策」⑫ 

11月  ２日 ＣＢツアーズ主催「北海道遺産のふるさとを訪ねる旅」参加⑬ 

  （増毛の歴史的建物群と留萌のニシン街道・日帰りツアー） 

12月 

1月  

2月  7日 「北海道遺産トップ懇談会」開催　　 

 ８日 赤れんがスクエア２００３冬「北海道遺産夜会」開催 

2003

● ⑧ 

● ⑨ 

● ⑩ 

● ⑪ 

● ⑫ 

● ⑬ 



北海道遺産構想推進協議会の 
活動記録  （平成１４年４月１日～１５年２月上旬） 

4月  １８日 平成１４年度「北海道遺産構想推進協議会総会」開催① 

2002

5月 
 １５日 「北海道のラーメン」認定証授与 

 １６日 「北海道観光商品促進協議会」参加 

 ２４日 「函館塩ラーメン」認定証授与 

6月 
 １日 第１回「北海道遺産 絵手紙・写真コンクール」作品受付 

  開始 

２４～２５日 第２回「北海道遺産交流会議」開催（芦別）②③ 

7月  ５～７日 北海道遺産モデルツアー開催④⑤⑥ 

  （上士幌町・足寄町・中標津町など） 

8月 

１０～１１日 北海道遺産セミナー開催 

  　（Ⅰ）「路面電車とさっぽろ～電車の歴史と街の形成、 

  　　 そしてこれから」 

 　　　　　 　（Ⅱ）「アイヌ文様にふれる～木彫り体験講座」⑦ 

  　（Ⅲ）「家庭でできる本格的な札幌ラーメンの作り方」⑧ 

 ２３日 「旭川ラーメン」認定証授与 

 ３１日 「北海道遺産　絵手紙・写真コンクール」作品受付締め 

  切り 

● ① 

● ② 

● ③ 

● ④ 

● ⑤ 

● ⑥ 

● ⑦ 
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第
1
回
「
北
海
道
遺
産
絵
手
紙
・
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」

グランプリ
村上　幸江
大阪府

路面電車

金賞
【コダック/富士フイルム賞】

西田　啓二
埼玉県
函館山と砲台跡

金賞
【コダック/富士フイルム賞】

脇田　美幸
大阪府
北海道のラーメン

銀賞
[EAST WEST賞/CREATE賞]

安藤　順子
東京都
北海道大学札幌農学校第２農場

銀賞
[EAST WEST賞/CREATE賞]

駒井　麗子
函館市

路面電車

絵
手
紙の部

入選作品

辻　万智子
札幌市
北海道のラーメン

高木　政史
東京都
北海道のラーメン

村木　通輝
東京都
路面電車

栗林　知子
函館市
路面電車

伊藤　長治
旭川市
北海道のラーメン

（
敬
称
略
）



「
絵
手
紙
の
部
」
入
選
作
品

後藤カオル
美幌町
摩周湖

高橋　伸江
札幌市
留萌のニシン街道

水野　妙子
岩見沢市
空知に残る炭鉱関連施設群

高田　弘子
札幌市
空知に残る炭鉱関連施設群

松田　輝子
札幌市
螺湾ブキ

岩本　恭子
神戸市
アイヌ文様

大作　智子
旭川市
石狩川

越野由紀則
紋別市
ピアソン記念館

鎌田　博文
帯広市
旧国鉄士幌線コンクリートアーチ橋梁群

下保　博美
幕別町
旧国鉄士幌線コンクリートアーチ橋梁群

菅原　勇
虻田町
京極のふきだし湧水

三原　敬子
札幌市
京極のふきだし湧水

山田まゆみ
札幌市
稚内港北防波堤ドーム

今田　佳子
京都市
摩周湖

小野　一郎
兵庫県
福山城（松前城）と寺町

松井加　子
府中町
アイヌ語地名

池田なほみ
小樽市
小樽みなとと防波堤

庄内　祐子
札幌市
小樽みなとと防波堤

山内　幹子
函館市
福山城（松前城）と寺町

渡邊百合江
富良野市
霧多布湿原
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第
1
回
「
北
海
道
遺
産
絵
手
紙
・
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」

写
真の部

グランプリ
富田　吉美
伊達市

内浦湾沿岸の
縄文文化遺跡群

金賞
【コダック/富士フイルム賞】

三浦　純
石狩市
北海道大学札幌農学校第２農場

金賞
【コダック/富士フイルム賞】

矢口　勲
札幌市
霧多布湿原

銀賞
[EAST WEST賞/CREATE賞]

松本　輝雄
北広島市
京極のふきだし湧水

銀賞
[EAST WEST賞/CREATE賞]

宮本　剛
幕別町
旧国鉄士幌線コンクリート
アーチ橋梁群

入選作品

千葉　宏
函館市
路面電車

山本　孝次
札幌市

北海道大学札幌農学校
第２農場

星　光義
札幌市
北海道大学札幌農学校
第２農場

伊藤　哲人
札幌市
北海道大学札幌農学校
第２農場

遠藤　晄司
札幌市
北海道大学札幌農学校
第２農場

（
敬
称
略
）



「
写
真
の
部
」
入
選
作
品

廣田　政孝
札幌市
留萌のニシン街道

大橋　英児
稚内市
稚内港北防波堤ドーム

瀧　伍一
帯広市
旧国鉄士幌線コンクリートアーチ橋梁群

添島　均
本別町
旧国鉄士幌線コンクリートアーチ橋梁群

丹羽　明仁
愛知県
摩周湖

広瀬　昌彦
旭川市
摩周湖

酒井　豊隆
釧路市
摩周湖

三上　賢策
室蘭市
昭和新山国際雪合戦大会

浦富　弘
美幌町
ピアソン記念館

増田　秀則
帯広市
旧国鉄士幌線コンクリートアーチ橋梁群

榎　英子
札幌市
留萌のニシン街道

古平　文男
三笠市
京極のふきだし湧水

出嶋　重六
室蘭市
留萌のニシン街道

野村　耕一
札幌市
路面電車

今井　敬一
江別市
京極のふきだし湧水

片山　隆
音更町
増毛の歴史的建物群

紅露　雅之
小樽市
小樽みなとと防波堤

高田　悦也
帯広市
螺湾ブキ

塩谷　進
札幌市
姥神大神宮渡御祭

村内　勝男
八雲町
姥神大神宮渡御祭
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北海道遺産構想のサポーターを募集しています
道民全体の運動として「北海道遺産構想」を展開していく

ためには、たくさんのサポーターの存在が不可欠です。こ

の構想を応援していただける賛助会員を募集しています。

［ 個 人 会 員 ］ 年会費1口 500円（高校生以上は2口以上でお願いします）

［企業・団体会員］ 年会費1口 10,000円（何口でも可）

お名前・ご住所・電話番号・年齢・お申込口数・振込先を明記の上、ハガ

キ・ファクス・メールで下記事務局までお送りください。

（1）北海道銀行道庁支店　　北海道遺産構想推進協議会　会長　辻井達一

（口座番号）0661347

（2）郵便振替　　　　　　　北海道遺産構想推進協議会

（口座番号）02740ｰ5ｰ47228

■お申込方法

■振込先

北海道遺産構想推進協議会事務局
〒060-0004 札幌市中央区北4条西6丁目1 毎日札幌会館3階

（財）日本グラウンドワーク協会北海道支部内

（TEL）011-218-2858 （FAX）011-232-4918

（アドレス）heritage@northerncross.co.jp



北
海
道
の
可
能
性
。



発行　北海道遺産構想推進協議会  
〒060-0004　札幌市中央区北4条西6丁目1　毎日札幌会館3階 

（TEL）011-218-2858（FAX）011-232-4918


